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創立者 にみる、若き日々の読書

一創価大学中央図書館 「池 田文庫」渉猟 一

韮 沢 賢 一

1.は じめ に

創立者池田大作先生の思想をまとめた著作は多いが、著者自身を自ら語った書は 『若き日の

日記』と 『私の履歴書』をおいてない(1)。 『若き日の日記』は、著者の人間形成の礎 とも言 う

べき 「青年期」の記録としてはまことに貴重であり、著者の人間形成の上で計 り知れないほど

の影響を受けた戸田城聖と巡 りあい、公私にわた り、最も多感な青春期の10年 を師事 し、奮闘

してきた日々を刻んだ 「青春の記録」である。

「日記」は、昭和24年1月 、21歳 で 日本正学館に入社 して、戸田城聖の直々の薫陶を受け始

めた、昭和24年5.月 から筆を起し、昭和35年5月 、恩師の跡を継いで、創価学会第3代 会長に

就任するまでの11年間が 「日記」の舞台である。「日記」は断片的に綴られたものであるが、秋

霜烈 日の日々の中で、峻厳なる師弟の絆を凝結した片言隻句は、時 として、赤裸々な姿を描写

して余 りある。様々な困難 と戦いっつ、懸命に生き抜いてきた姿が行間の此処彼処に滲みでて

いる。今日、著者が仏法の人間主義、生命主義を基調に、「平和 ・文化 ・教育」のために世界を

駆け、行動する原点が、人生の師を求め、師と共に戦ったこの青春の日々の記録の中に綴 られ

てお り、かけがえのない青春の一書である。

『私の履歴書』では、今まであまり触れ られていなかった創立者の少年時代が克明に描かれ

ている。「人の一生には、他者には見えない奥行きをもった深層の部分があるように思われる。

それが少年時代の過ぎし日々でもあったろ う。少年の日の心の燃焼は生涯を貫くものに違いな

い…(2)」 人生の師に選遁するまでの心の軌跡が我々の胸を打っ。

青春時代の読書記録 として『若き日の読書』『続 ・若き日の読書』『読書ノー ト』等がある(3)。

これらの著作はいわゆる読書論 とはいささか趣を異にしている。むしろ知識を求め、触発を求

め、人生の道を求めた青春の魂の遍歴であ り、古今東西の名作 ・古典との対話といってよい。

創立者の魂でもある 「池田文庫」のなかか ら、青春時代の読書記録と 『若き日の日記』をも

とに、関係する著作を渉猟する。

なお、便宜のため、『若き日の日記』の記述をもとに、読書に関する部分を抜粋 し、編年体で

別紙のリス トを作成 した(4)。 一部、参考資料により、付加している部分もあることをご了承

願いたい。

2.「 池田文庫」について

創価大学中央図書館に 「池 田文庫」が開設 された時に、「池田文庫」にっいて当文庫の紹介

を行っている。その紹介文を引用 したい(5)。

「当文庫は、創立者池田先生が、創価大学の将来を考えて提案 されたもので、創立者の若き
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日か ら、収集 された蔵書約7万 冊で構成 されている。池田先生は、『学生の皆 さんが、大い

に読み、活用して実力 を磨き、成長してくれるならば、こんな嬉しいことはない』 とのご配

慮か ら、創価大学図書館に託 してくださいま した。この うち、このほど5万 冊の整理が完了

し、名称は、関係者の要望により、『池田文庫』と命名 され、オープン致しました。蔵書は、

哲学、歴史、社会科学、自然科学、芸術、文学など多角的で、幅広 く、学術的にも優れた図

書が網羅され、また、なかには、15歳 の頃より揃え、戦時中に防空壕へ運んで、戦火を免れ

た貴重な書籍 もあります。『勉強すべき時に勉強するのが、幸福な青春なのである。一生涯

の礎石 となる』にふさわ しい当文庫の誕生を喜び合 うと共に、大いに活用 していただき、互

いに一層の成長を期したい と念願 してお ります。

平成9年5A8日 創価大学中央図書館」

平成9年5H8日 、中央図書館4階 閲覧室で午前10時半から行われた開設式には、小室金之

助学長、三森茂郎図書館長の挨拶でオープニングセレモニーが行われ、教職員 と学生の代表が

参加。書庫内の図書を見学 し、学生は創立者が何度も、何度 も読み返 し、深い研鐙をされた跡

がしのばれる図書や、当時、食費や、宿泊費 を切 りっめて買った図書など、我が子のように大

事 にしてこられた本の数々を手にして感激の面持ちであった。

開設式では、三森図書館長が 「蔵書をどんどん利用し活用 して、世界にはばたく人材に成長

してほしい」と挨拶。小室学長は、これ らの蔵書は永久に残る創価大学の財産であるとし、「創

立者が読まれた本を手にして、同じ感動、同じ喜びを感じてほしい」と述べ、「建学の精神」を

体して 「世界一」の創価大学を目指そ う、と語った(6)。

これらの図書は、昭和55(1980)年11月12日 、聖教新聞社本社別館で 「池田文庫」の名 で開

設、公開されたことがあり(7)、 平成5(1993)年7月 、滝山祭の折 り創価大学へ寄贈された

ものである(8)。

蔵書の内容は、思想、哲学から、歴史、社会科学、自然科学、工学、産業、芸術、言語、文

学など広範囲にわたっている。図書は、中央図書館(A書 庫)7層 書庫に、NDC(日 本十進

分類法)に より配架されている。

「苦労すべき時に苦労 し、勉強すべき時に勉強するのが、幸福な青春なのである。一生涯の

幸福の礎石 となる。"学問の闘士たちよ、徹 して学べ!未 来のために」この創立者の思いが 「池

田文庫」にこめられている。

3.『 読 書 ノ ー ト』 か ら

昭和39(1964)年3月 号から8月 号に6回 にわたって 『第三文明』誌上に発表され、たもので、

昭和21(1946)年 から22(1947)年 頃の雑記帳にしるされたものである。

読書ノー トの冒頭には 「一書の人を恐れよ。○書を読め、書に読まれるな。O自 己を作る事

だ。それには、熱烈たる、勇気が必要だ。○柔善、虚偽、軟情、すべてを排せよ。真の青年た

る者よ、真実の人生を歩め」な どの抜書きが列記されている。

読書ノー トには、国木田独歩 『欺かざるの記』、徳富藍花 『自然 と人生』シルレル、カーラ

イル の箴言、勝海舟語録、石川啄木 『一握の砂』『悲しき玩具』ダーウィン 『種の起源』長与

善郎 『竹沢先生 と云ふ人』『陸奥直次郎』ジャック ・ロンドン 『奈落の人々』バクーニン 『神 と

国家』有島武郎 『旅する心』岡倉覚三 『日本の目覚め』三木清 『人生論ノー ト』プラトン 『ク

リトン』ヘルデル リーン 『ヒュペーリオン』姉崎正治 『復活の曙光』阿部次郎 『三太郎の日記』
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幸田露伴 『頼朝』エルベール編 『ガンディー聖書』ルソー 『エミール』山田済齋編 『西郷南州

遺訓』『孫子』内村鑑三 『代表的 日本人』エマーソン 『エマーソン論文集』モンテーヌ 『随想録』

プラトン 『国家』伊藤千代松、プレハノブ 『我等の対立』中江兆民、幸徳秋水、『偉人研究』佐

藤一斎 『言志四録』高山樗牛、ペスタロッチ 『隠者の夕暮』『シュタンツだより』、『平家物語』

武者小路実篤 『我が人生観』呉茂一訳 『ギリシア神話』高橋健二訳 『ゲーテ詩集』カーライル

『英雄及び英雄崇拝』『唐宋人家文』柳宗元 『江雪』杜甫 『春望』バイロンの箴言、キングス レ

ー 『ウオーター ・べ一ビーズ』 ラファエル ・サバチニ 『スカラムーシュ』鈴江言一(王 枢之)

『孫文伝』聖徳太子 『憲法十七条』などの書籍からの箴言が抜書きされている。戸田城聖の薫

陶の数々や、ノー ト、日記を素材に織 り込みながら、青春時代の忘れ得ぬ本の思い出が綴 られ

ている本書は、創立者の思索の跡を知ることができる。「青年時代に何 を読むべきか」との我々

の問いかけに、本書は答えているかのようである。

4.『 若 き日の読書』『続 ・若 き日の読書』か ら

本書の 「はしがき」に著者は次のように述べている。

「読書は、青年時代の特権 といってよい。若いときに読んだ本は、溌刺たる精神の血とな り

肉となり、やがて生涯の骨格 さえ形成するものだ。『青年 よ、心に読書 と思索の暇をっくれ』と

は、私の恩師、戸田城聖先生の遺訓ともいうべき指導であった。青年たる者は、1日 に20分 で

も30分でもいい、深く静かに思索し、品位 と教養を高めよ。読書によって、偉大なる自己を確

立せよ。 そう叫んでやまなかった恩師の在 りし目の姿が、今でも目に迂ぶのである。

戸田先生は、その青年時代から無類の読書家であった。私 ども10代 から20代にかけての青年

を相手に、先生が蓄積 された読書論を語るときは、いかにも愉 しそ うであった。その当時の記

録は、私 どもの貴重は財宝ともなっている(9)」

本書は、『読書ノー ト』に掲載 された 「魂の書」 とも言われる書籍を中心に取 り上げられ、

それぞれ18章 、計38冊 の書籍が紹介されている。「池 田文庫」に所蔵されているこれ らの書籍 を

あげてみたい。なお、それぞれの著作の紹介については、本文か ら引用をさせて頂き、出典個

所を明示 した。 ●は池田文庫未所蔵、国会図書館所蔵 ◎中央図書館所蔵

○ 『欺かざるの記』(国木田独歩全集第6巻)国 木田独歩/著 学習研究社 昭和39(1964)年

『私が 「欺かざるの記」を愛読 したのは、他にも理由がある。戦時中、私は少しでも家計の

助けになればと思って、新聞配達もしたが、そのころから、いつか新聞記者 になろうとす る夢

を抱いていた。あたかも明治の開明期に、苦労してジャーナ リス トを志した独歩の若き雄姿の

なかに、私は知らずして少年のころからの夢を投影 して読んでいたのかもしれない(lo)』『独歩

の 「欺かざるの記」にでてくる読書 リス トは、ある意味で私の青春の読書の道案内ともなった。

そして、ザラ紙の 「読書ノー ト」は、たちまちにして最後まで埋めつくされてしまい、その後、

やがて「日記」をつけ始めたのも、独歩に影響されてのことであったかもしれない(11)』

○ 『自然 と人生』(岩 波文庫)徳 富藍花/著 岩波書店 昭和33(1958)年

『藍花の 「自然 と人生」は、明治33年(1900年)8月 、兄猪一郎(徳 富蘇峰)の 経営する民

友社から出版 された。奥付を見ると、定価金武拾五銭 とある。おなじ年の1月 に民友社から出

版 された 「不如帰」とともに、当時のベス トセラーになったとい う。著者の健次郎は、まだ32

歳の若 さであった(12)』『国敗れ、山河のみ残 された戦後 こうして藍花の 「自然 と人生」
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は、私の愛読書の一つ となった。そして後年、創価学会初代会長であった牧 口常三郎先生の 「人

生地理学」を読み、ある不思議な、めぐりあわせのような思いを抱いたものである。それは、

いずれも20代 から30代にかけての明治の青年 独歩や健次郎が自然を謳歌し、宇宙生命

との対話をなしっつあるとき、ちょうど30歳になったばかりの若き牧 口常三郎も、いわゆる 「地

人関係」についての2千 枚におよぶ草稿をかきためていた とい うことである。(中略)や がて地

理学者、志賀重昂の推朝を得て、大著 「人生地理学」を上梓したのは、明治36年(1903年)10

月、奇しくも著者32歳 のときである(13)』

○ 『一握の砂』(啄木全集第1巻)石 川啄木/著 岩波書店 昭和36(1961)年

『十代後半の私も、一時期、啄木の歌とともに毎 日を生きた。 嬉しいにっけ、哀 しい

にっけ、わが青春の悩みと歓びの胸の底には、いっも啄木の歌のリズムが鳴 り響いていた。歌

集では 「一握の砂」のなかに、とくに気にいった歌をえらんで暗諦 したものだ。「悲 しき玩具」

などは、ほぼ全編を諸んずることができた(14)』

● 『ヒュペーリオン』ヘルデルリーン/著 吹田順助/訳 鎌倉文庫 昭和22(1947)年

『ここに一冊の本がある。決して高価な本ではないが、私にとっては無二の、懐かしい青春

の書である。この本も、はやくも30年の光陰が過ぎ去った。 しかし、粗末なザラ紙に印刷 され

た思い出の書は、いまなお私に、青春の詩の高貴な魂を、気高くも語 りかけているようだ(15)』

『鎌倉文庫 一 なんと懐かしい名前であることか。20数 年以上も昔に店 じまいした出版

社である。今では知る人 も少ないであろ うが、活字に餓えていた当時の文学青年たちにとって

は、決して忘れることのできない版元である。(中略)こ の敗戦直後の文藝出版界 をリー ドし

た出版社について、その発祥を調べてみると、それは戦時中のことにさかのぼるらしい。里見

弾、小林秀雄、久米正雄、大佛次郎、中山義秀 といった鐸々たる面々の鎌倉文士たちが、戦時

下の生活の糧を得るためでもあろうか、ささやかな貸本屋を開いた。それが戦後の、そもそ も

の出発であったとい う(16)』

○ 『海舟先生氷川清話』校訂 勝安芳/述 吉本裏/編 河野成光館 明治42(1909)年

○ 『海舟座談』(勝海舟全集第1!巻)勝 部真長、松本三之介、大 口勇次郎/編 勤草書房

昭和50(1975)年

『それは、1968年 のこと 一 いわゆる 「七十年安保」を目前にひかえて、わが国は左右

激突の騒然たる様相を呈し始めていた。(中略)私 は、そのような時代状況から勝海舟が構想 し

ていた外交方針を想いおこした。その年は 「明治百年」にもあた り、その記念出版 として 「氷

川清話」が 「勝海舟 自伝」と題 して復刻されてもいた。あらためて読みなおしてみ ると、海舟

は 日清戦争に反対し、時の伊藤博文内閣に対 して、強 く和平の議を建言 している。彼は、東洋

の民族が相食む戦争 を否定し、中国、朝鮮の民衆 と善隣友好の関係を保っべきであると主張 し

たのである。私は、その卓抜なる先見の明に学び、わが学生部の第1!回総会の2万 名参加の席

上、未来を託すべき青年諸君の英智に向けて、中国問題に関する発想の転換を呼びかけた。お

そ らく中国にも、日本の明治時代に隠れた具眼の士がいたことを、知る人もあったにちがいな

い。はた して、私の提唱に対 して、海の向こうから確かな手応えがあったのも、今にして思え

ば不思議なめぐりあわせである(17)」
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○ 『西郷南洲遺訓:附 手抄言志録及遺文』(岩波文庫)西 郷隆盛/著 山田済斎/編 岩波書店

昭和14(1939)年

『私は敗戦直後 一切の価値観が未曾有の混乱を呈していたころ、たまたま山田済斎

編の 「西郷南洲遺訓」を読んだ。当時は西郷に対する評価 も極端に低かった。戦前の軍国主義

教育では、彼は武人の鑑にされていたが、むしろ、それが裏目に出たのであろ うか。戦後にな

ってからは、とくに若い人びとには見向きもされなかったようだ。 ところが 「南洲遺訓」を

読みすすめるにっれ、私の胸中には、諸家の西郷論 とは違 うイメージが、くっき りと浮かび上

がっていた。そこには、世間の段誉褒貝乏など意に介 さない西郷の、淡々として赤裸々な人生観、

処世訓、そして死生観が述べ られている(18)』

○ 『代表的日本人』(岩 波文庫)内 村鑑三/著 鈴木俊郎/訳 岩波書店 昭和25(1950)年

『私の 「読書ノー ト」は、その会合(協 友会)の ための討議資料 ともなった。今、あらため

て読みかえしてみると、未熟ながらも当時の師を求める心象風景が、沁々と想いおこされるの

である。内村鑑三の 「代表的日本人」を岩波文庫で読んだのは、奇 しくも恩師と逓遁する直前

のころであった(19)』

○ 『樗牛全集』高山林次郎/著 姉崎正治他/編 博文館 大正5(1916)年

『恩師戸田城聖先生 との出会いが、私の人生にとって運命的な重みをもったように、書物を

通 じてではあるが、明治の青年樗牛 とめぐりあったことも、私の精神形成に少なからぬ意味を

もっている。明治33年(1900年)生 まれの戸田先生は、最 も多感な青年時代に、大正デモクラ

シーの高まる息吹を呼吸して過ごされたわけだ。 ちょうど大正4年(1915年)、 戸田先生が15

歳のときに博文館から出た普及版の増補縮刷 「樗牛全集」は、そのころのベス トセラーであっ

た。おそらく戸田先生も、青春時代に樗牛を耽読 され、若き日の青雲の志を抱かれたにちがい

ない。先生にお会いし、親 しくお話をうかがうようになってからであるが、かつての戸田青年

も、また樗牛の熱心な読者であったことを知って、私は驚き、かっ無性に嬉 しくもなった。(中

略)私 が 「樗牛全集」を手にしたのは、いうまでもなく戦後のことである。神田の古本屋街に

は、当時、樗牛の著作は二束三文で売 られていたように思 う(20)』

○ 『隠者の夕暮 ・シュタンツだより』(岩波文庫)ペ スタロッチー/著 長田新/訳 岩波書店

昭和25(1950)年

『ペスタロッチの 「隠者の夕暮 ・シュタンツだより」を最初に岩波文庫版で読んだのは、た

しか自宅近くの読書サークルに参加 していたときのことである。新生 日本の民主教育のあり方

にっいて、友人と夜を徹 して議論 した記憶もある。そのときの 「読書ノー ト」や、友人たちと

の議論をもとにして、私はペスタロッチの生涯をスケッチ したのである(21)』

○ 『永遠の都』(世 界大衆文学全集第39巻)ホ ール ・ケイン/著 戸川秋骨/訳 改造社

昭和5(1930)年

『昭和26(1951)年 新春のことであった。ある日、戸田先生は 「この本を君にあげよう」と

言われ、私に1冊 の本を差 し出されたのである。「もし、良かったら、君と仲の良い同志10数名

に、順番に読ませてあげてはどうだろう。みんなが読みおわったところで、その感想発表会を

もつのも、いいだろう」そ う言われながら、先生が私に渡された本は、赤い布製のホール ・ケ

一291一



創 立者 にみ る、若 き 日々の読書 一創価大学 中央 図書館 「池 田文庫」渉猟 一

イ ン作 「永 遠 の都 」 で あ っ た。(中 略)私 が 戸 田先 生 か ら頂 戴 した 「永 遠 の 都 」 は 、改 造 社 版 の

戸 川 秋 骨 訳 に あ る もの で あ る。奥 付 を 見 る と、昭和5(1930)年7A20日 発 行 とな っ てい る(22)』

● 『風霜』尾崎士郎/著 新潮社 昭和29(1954)年

『この作家と同世代でもある戸田先生は、深く庶民感情にも通じた彼の作品を、早くか ら愛

惜 してやまないものがあったようだ。自身の若き日の読書歴を回想 し、いささか独 自な作家論

も語 られたあとに、尾崎の作風にふれて言った。「尾崎士郎 という作家は、日本の文学者のなか

では、ひ とっの思想を、ちゃんと持っているという点で、尊敬できる。なかでも 「人生劇場」

には、私は感銘を受けました。総 じて 日本文学には思想がなく、視野も狭い。それに比べると、

翻訳物ではあっても、およそ世界文学には思想があり、背景も雄大で、私は好きだ」なるほど

「風霜」を読み始めてみると、そこには作者の思想があり、維新の群像たちに託 した心情の昂

揚が見られる(23)』

○ 『レ ・ミゼ ラブ ル 』 上 、 中 、 下(岩 波 文 庫)ユ ゴー/著 豊 島與 志 雄/訳 岩 波 書店 昭 和

39(1964)年

『ヴ ィク トル ・ユ ゴー の 「レ ・ミゼ ラブ ル 」 を初 め て 読 ん だ の は 、 私 が14、5歳 の ころ で あ

っ た。 「臆 無 情 」 と題 した黒 岩 涙 香 の抄 訳 と、豊 島與 志 雄 の完 訳 が 出 て い た が 、私 は 豊 島 の 完 訳

を え らん だ。 全3巻 、原 稿 枚 数4000枚 にの ぼ る とい う大 作 で あ る。 「レ ・ミゼ ラ ブル 」は 、一 般

に は 、原 題 よ り主人 公 ジ ャ ン ・ヴァル ジ ャ ン の ほ うが有 名 で あ った 。 あ るい は 「臆 無 情 」 とい

う黒岩 涙 香 のっ け た題 名 に よ っ て 、広 く知 られ て い た。 私 の記 憶 で は 、た しか3回 、読 み か え

して い る。(中 略)「 二 度読 む価 値 の な い本 は 、一 度読 む価 値 もない 」 とい う名 著 の 定義 が あ る

が 、 私 は 「レ ・ミゼ ラブル 」 を3度 読 み 、な お 時 の 経 っ の さえ 忘 れ 去 っ て い た わ け で あ る(24)』

○ 『三国志』全10巻 吉川英治/著 六興出版部 昭和31(1956)一 昭和32(1957)年

『私は20代のころ、この吉川 「三国志」を何遍となく繰 りかえし読んだ。青年劉備が、遥か

に黄河の下流を眺望する光景などは、あたかも一幅の絵のように、あ りありと思い浮んでくる。

突如、破れ鐘のような大音声を放って張飛も踊 りでる。すると、髪 の関羽も馬蹄を響かせて馳

せ参ずるであろう。 そ ういった情景が、若き日の夢とロマンを喚起していた。当時の 「日

記」を見ると、昭和28年(1953年)4月7日 の項に 「第3回 目の、『三国志』読了」とある。そ

の前後、私は 「新 ・平家物語」や 「新十八史略」、それに 「水濡伝」といった長編を、夢中にな

って読んだ。「青年は歴史の本を読め。持つべきものは史観である」との恩師戸田先生の指導を、

私な りに実践していたのである。前後の日記にも 「もっと勉強 しなければならない」との自戒

の記述がしば しば出ている(25)』

○ 『エ ミール』上、下(改 造文庫)ル ソー/著 内山賢次/訳 改造社 昭和6(1931)一 昭

和12(1937)年

『恩師戸田城聖先生に師事 してか らも、この 「エ ミール」は、先生 と私のあいだで、幾度 と

なく話題になった。教職を経験 されたことのある恩師も、ルソーの教育理念には強い関心を抱

いていたようである。(中略)そ のときの会話の一々は覚えていないが、戸田先生の恩師の牧 口

常三郎先生もまたル ソーを愛読 されていた話をうかがったことがある。なるほど、牧口先生の

畢生の大著 「創価教育学体系」にも、しばしばルソーの名がみえる。(中略)牧 口先生が 「因習
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久しき」 と糾弾された知識偏重の教育 それは、ルソーの 「エ ミール」でも痛撃されて

いる。思 うに、この二つの東西の著作は、教育理論の深い次元で合致するものがあるようだ(26)』

○ 『モンテ ・クリス ト伯』(世界文学全集第3期 第5巻)デ ュマ/著 内山義雄/訳 河出書房

昭和29(!954)年

『世界的な小説をっねに読んでいきたまえ。 恩師の戸田城聖先生が、いっも青年に教

えられていた読書の基本である。水濤会の教材は、この恩師の精神にそい、慎重にえらばれた。

師もまた厳格であった。会員の企画 した案が、師の構想に適わない場合もある。そんなとき、

戸田先生は容赦なく 「レベルが低い。主人公 も二流、三流の人物だ。一流のものを学ばなけれ

ばならない」 と言下に叱咤された。恩師はまた 「書を読め、書に読まれるな」 とも薫陶されて

いた。なるほど水濡会は、とお りいっぺんの読書会ではない。明確なる信念を持っ者が、一書

の紙背にまで徹 して思想を読み とるのである。そこには、まさしく思想 との激越な戦闘を思わ

せるような、真剣なる気合の熱気がこもっていた。いったい、「書を読む」とは、いかなること

であるか。 恩師は、それを身をもって青年に教えられたのである。た とえば、アレクサ

ン ドル ・デュマの 「モンテ ・クリス ト伯」が教材に取 り上げられたことがある。戦時下の悪法

たる治安維持法によって、故なく獄にっながれた恩師は、そのときの獄中生活をを語 り、およ

そ政治犯 と呼ばれる者の苦衷の心事を吐露されていた。エ ドモン ・ダンテスは、その獄中での

無念を晴らすために、復讐の鬼 と化 した。 しかし恩師は、2年 近 くの獄中での苦闘 と思索を発

条とし、仏法者 として偉大な人間革命を遂げていったのである(27)』

○ 『ロビンソン ・クルーソー』(岩 波少年文庫)デ フォー/著 阿部知二/訳 岩波書店

昭和27(1952)年

『私も少年のころ、たしか 「十五少年漂流記」とともに収められた 「ロビンソン ・クルーソ

ー」を改造文庫版で読んだ。遠い日の記憶をたどっていくと、そのころ、外国の冒険諦を夢中

になって読みふけった一時期がある。世界地図をひろげては、ロビンソンが漂流 したとされる

航跡を想定 してみたりした。 戦後になって、戸田先生に遊遁すると、先生 自身の獄中体験と

の比較のうえで、よくロビンソン ・クルー ソーの孤島生活が話題になった。(中略)ロ ビンソン

の孤島生活について、戸田先生は 「これはフィクションだよ。塩を作ることが書いてないじゃ

ないか」と言われたのを、私は鮮明に記憶 している。絶望 と極限の世界を描こうとしたデフォ

ーと、獄中の孤独を体験 した戸田先生との、厳 しさの違いによるのかも知れない(28)』

○ 『スカラムーシュ』上、下(潮 文庫)サ バチニ/著 加島祥造/訳 潮出版社 昭和46(1971)

年

『わが国では、昭和3年(1928年)に 改造社の 「世界大衆文学全集」第27巻 として、小 田律氏

の翻訳で出版 されている。私は戦後、それを神田の古本屋街で見つけて読んだ。一人の才知あ

ふれる青年が、激動のフランス大革命期を舞台にして縦横に活躍するロマンは、まことに痛快

そのものであった。あたかも敗戦直後の 日本にも、混沌たる激動期に通ずる雰囲気があったか

らであろ うか。この小説を読んでフランス大革命に興味を抱いた私は、相前後 して、ヴィクト

ル ・ユゴーの 「九十三年」も読んだ。また 「スカラムーシュ」が映画化 され、昭和28年 の新春

ロー ドシ ョー として有楽座で上映された ときにも、数人の同僚と一緒に観ている。 しばらくし

て三笠書房か ら大久保康雄訳の 「スカラムーシュ」が 「百万人の世界文学」と銘 うたれて出版
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され る と、 早 速 、 華 陽 会 の 教材 に取 り上 げ られ て い った(29)』

○ 『ポンペイ最後の日』(百万人の世界文学第3巻)リ ットン/著 堀 田正亮/訳 三笠書房

昭和28(1953)年

『戦前、改造社版の 「世界大衆文学全集」のなかに、リッ トン卿の 「ポンペイ最後の日」 と

いう歴史小説が小池寛治訳で収められ、それを夢中で読んだ。(中略)戦 後、昭和28(1953)年

になって、新に堀田正亮訳の 「ポンペイ最後の日」が三笠書房の 「百万人の世界文学」シリー

ズの一巻 として出版された。戸田先生もこの小説を愛読されたことがあるらしく、華陽会の求

めに応 じて教材に取 り上げられている(30)』

○ 『詩 集 草 の葉 』 ホイ ッ トマ ン/著 富 田砕 花/訳 朝 日新 聞社 昭和24(1949)年

『「草 の葉 」 な ん とみず み ず しい 、 逞 しき 内 容 をは らんだ 題 名 で あ ろ うか 。 そ こ に 、

青 春 が あ る。 希 望 が あ る。 自然 が あ る。 そ して 平 等 の対 話 が あ る。 今 、 この 本 の 奥 付 を

み る と、 昭 和24(1949)年5月31日 の発 行 とな っ て い る。 私 の21歳 の年 で あ る。 私 が 、 この 一

冊 を神 田の さ る書 店 で 買 い 求 め た の は 、23歳 の 頃 と記 憶 して い る と ころ を み る と、 発 行 直 後 の

こ とで は な か った ら しい。 と もか く買 い た くて 買 っ た 本 だ っ た 。 ア カ シ ア の 花 をっ けた 小 枝 が

描 か れ た 、 水 彩 画 の美 しい 表 紙 が 鮮 や か で あ った(31)』

○ 『神曲:地 獄』上(岩 波文庫)ダ ンテ/著 山川丙三郎/訳 岩波書店 昭和27(1952)年

『神曲:浄 火』中(岩 波文庫)ダ ンテ/著 山川丙三郎/訳 岩波書店 昭和28(1953)年

『神曲:天 堂』下(岩 波文庫)ダ ンテ/著 山川丙三郎/訳 岩波書店 昭和33(1958)年

『青年時代 一 私はダンテの詩を、こよなく愛した。詩は、人間精神を限 りな くひろげ、

ゆたかにするものだ。「ダンテを知る者は文学の秘鍮を握る」ともいわれるが、その作品に初め

て接 したのは、敗戦後まもないころである。当時まだ十代の私は青年同士の読書サークルに参

加 し、新生 日本の行方を模索した。ダンテの 「神曲」は、そこで取 り上げられ、この作品を素

材にして、イタリア 「ルネサンス」(人間復興)の 精神を友人たちと語 り合ったものだ。テキス

トは、たしか大正時代に警醒社書店から出版 され、名訳 との評判が高かった山川丙三郎訳であ

る。難解ではあったが、人生の道を求めていた私は 「どうしても解 りたい」 との一心から、そ

れこそ毎晩のように読みかえした憶えがある。私にとって生涯の恩師 となる戸田城聖先生に出

会ったのは、ちょうどそのころ、忘れもしない19歳 のとき一昭和22年(1947年)8月14日 、2

度目の終戦記念日の前日だった。その3日 後の!7日 、ダンテ 「神曲」の翻訳者 ・山川丙三郎氏

が急逝されている ㈹ 』

○ 『学問のす)・・め』(岩波文庫)福 沢諭吉/著 岩波書店 昭和17(!942)年

○ 『福翁自伝』(岩波文庫)福 沢諭吉/著 岩波書店 昭和17(1942)年

『「天は人の上に人を造らず人の下に人を造 らずと云へ り」近代 日本を代表する思想家にし

て教育者 ・福沢諭吉の名著 「学問のす 』め」の冒頭の一節。一 あま りにも有名な言葉であ

る。戦後の一時期、この言葉はNHKの ラジオを通じて全国に放送された。 日本を占領中だっ

たGHQ(連 合国総司令部)が 民主化政策の一環 として流 したもの とい う。私は、そのころ懸

命に働きながら勉強していたが、なぜかこの言葉に励まされる思いだった。(中略)私 が恩師戸

田城聖先生に学んだのも諭吉 と同じ20代だった。戸田先生は、よくおっしゃっていた。「人の一
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生は、20代 で決まる。20代 で、しっか り基礎をつ くるかどうかで左右 される。その時代に勉強

したことは一生残るものだ。勉強は、やる気 さえあれば、どんな方法でもできるものだよ」要

するに先生は、「一生残る学問」すなわち学問を実際に活かす方法を教えられた。このことは、

福沢諭吉も 「学問のすsめ 」のなかで繰 りかえし説いている(33>』

○ 『九十三年』(世界大衆文学全集第17巻)ユ ゴー/著 早坂二郎/訳 改造社

昭和3(1928)年

『ここまで 「九十三年」の時代背景を書いてきて、私は戸田先生の読書法に関する指導 を思

い出した。前にも書いたが、もう一度、懐かしい恩師の話を紹介したい。「本の読み方にも、い

ろいろな読み方がある。まず筋書だけを追って、ただ面白く読もうというのは、もっとも浅い

読み方だ。次 に、その本の成立事情や歴史的背景を調べ、当時の社会情勢や登場人物の性格な

どを見きわめながら、よく思索 して読む読み方がある。そして第3に 、作者の人物や境涯、そ

の人の人生観、世界観、宇宙観、さらには思想まで深 く読みとる読み方がある。そこまで読ま

なければ、本 当の読み方ではない」先生は、そ うおっしゃって、私どもが研修会にのぞむにあ

たっても 「事前によく調べておきなさい」と言われた。ユゴーの 「九十三年」が取 り上げられ

た際にも担当を決め、それぞれが物語の粗筋、フランス革命の時代背景、登場人物の性格など

次々に立って発表したものである(34)』

○ 『史記』(中 国古典文学全集第4巻)司 馬遷i/著 野 口定男/等 訳 平凡社 昭和33(1958)

年

『「青年は、小心であってはな らぬ。気宇壮大なる人間に育っためにも、偉人伝など歴史の

本を読むべきだ」 戸田城聖先生は、そ うおっしゃられて、いつお会いしても 「今、何 を読ん

でいるか」と訊かれるのが常であった。(中略)思 えば、私が戸田先生の会社に勤めたのは、昭

和24年(1949年)1月3日 からだった。満21歳 の誕生 目を迎えたばか りである。それからの10

年間とい うもの、先生の訓練は厳 しかった。毎 日のように私に対する薫陶は続いた。毎朝、仕

事の始まるまえには先生直々の個人教授がなされた。「御書」を拝 しての指導は当然 として、人

文 ・自然 ・社会科学など万般にわたる勉強だった。私は 日曜 日にも先生のお宅にうかがい、朝

から晩まで研鎭に励んだこともある。 話題は人生論に始ま り、古今東西の指導者論から哲学 ・

文学、さらに政治や経済 ・教育 ・文化、組織論にもおよんだ。す ぐれた教育者でもあった先生

の知識は豊かで、興味深い話ばか りだった。なかでも先生がよく語っておられた話に、「史記」

や 「十八史略」な ど中国の史書にもとつくものがあった。司馬遷の大著 「史記」130巻 は、まさ

に豊かな人間学の宝庫 といってよい。今から2000年 以上も昔に書かれた中国最古の通史、悠久

なる中国史の原点ともいうべき史書である。西洋で前5世 紀のギリシアの史家ヘロ ドトスが「歴

史の父」といわれるように、司馬遷もまた 「東洋史の父」 と呼ばれるにふさわしい存在であろ

う(35)』

○ 『ナポレオン』(潮文庫)鶴 見祐輔/著 潮出版社 昭和44(!969)年

『「前進、また前進」 この言葉どお り、鉄の意志 と烈火の情熱をもち、全欧州を駆け

め ぐった大英雄ナポレオン。彼の歴史的評価はさておき、当時の私はその一人の人間の、壮烈

な魂の息吹に共鳴したのを憶えている。 思えばナポレオンの生涯は、まさに戦いの連続であ

った。彼は一生の うち60回 も戦ったという。その心意気は、まさに 「前進、また前進」の一語
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に尽きよう。「青年時代には偉人伝など伝記を多 く読んで、歴史の勉強をするとよい」 恩師は、

よく言われたものである。私も22、3歳 のころ、古今東西の偉人伝を数多く読んだ。なかでも鶴

見祐輔氏の 「ナポレオン」は、そのころ手にした懐かしい1冊 である(36)』

○ 『社会契約論』(岩波文庫)ル ソー/著 桑原武夫/等 訳 岩波書店 昭和29(1954)年

『恩師戸田城聖先生を囲み、フランス革命の時代背景にっいて論 じ合ったことがある。戸 田

先生は言われた。「フランス革命 には、火っけ役がいた。それがルソーである」フランス革命に

先立ち、ルソーらの啓蒙思想家の活躍があったことは、よく知 られている。まさに 「思想の力」

は巨大である。思想は人間を動かし、時代を開き、世界を変える。ル ソーの思想に学んだ青年

たちが、民衆の自覚を高め、革命のエネルギーに点火 したのだ。 恩師はこうも言われた。「フ

ランス革命 を理解するには、まずルソーを読まなければわからない」と。私も終戦後の一時期、

ルソーの 「エ ミール」や 「社会契約論」「人間不平等起原論」などを一気に読んだ思い出がある。

「エ ミール」にっいては前にもふれたが、そこには、一個の 「人間」を育てるために、いかに

「自由」 と 「平等」が大事であるかが説かれている。教育者であった戸田先生、その師である

牧 口先生も、「エ ミール」をはじめルソーの書を愛読されていた。(中略)「社会契約論」が出版

されたのは、1762年4H、 ルソー49歳 の時である。「エミール」がこの翌月に刊行 されてお り、

歴史に残 りゆく大著がほぼ同時期に世に出された。(中略)日 本において、明治10年 代に盛 りあ

がった自由民権運動は、ルソーの影響を大きく受けている。「社会契約論」が初めて邦訳された

のは明治10年(1877年)、110年 以上さかのぼる。当時、「民約論」として紹介 されたが、恩師戸

田先生も、その書名でよく話 してくださったのが懐かしい。戸田先生が昭和30年(1955年)1

月、初めて高知を訪問されたとき、私もご一緒 させていただいた。先生は 「自由民権」の旗を

掲げ戦った高知の偉人 ・板垣退助や、「東洋のルソー」といわれた中江兆民にふれながら講演 さ

れ、これからの時代の平和革命を展望しながら、新しき人間主義の哲学の可能性を力説 してお

られた(37)』

○ 『若きウェルテルの悩み』(岩波文庫)改 版 ゲーテ/著 竹山道雄/訳 昭和36(1961)年

『1770年の秋、21歳のゲーテは、5つ 年長の文学者ヘルダーと出会 う。この2人 の青年の運

命的出会いが、ドイツ文壇に 「シュ トルム ・ウン ト・ドランク」(疾風 と怒涛)の 大運動を巻き

起こすのである。(中略)日 本で 「疾風怒濤」と訳 されるこの運動は、ヨーロッパ、なかんず く

ドイツ民族の精神を覆ってきた中世的 「神」の観念を吹き払い、高らかに 「人間!の 叫びをあ

げたものだ。ヘルダーの影響を受け、ゲーテが繰 りひろげた戦いは、 ドイツ文学に一っの新し

い時代を画 した。そのころ、ゲーテの歌った詩に、こんな一節がある。

ああ、ひそやかな創作の力が 心の中を流れる音がするようだ。

みずみず しい造型の泉が 私の指から涌き出てくるようだ。

(潮出版社刊 『ゲーテ全集』第1巻所収 松本道介訳)

ゲーテは、型どお りの形式や規則にとらわれることなく、新 しい表現によって、人間の伸びの

び とした本然の姿を描いていく。「若きウェルテルの悩み」は、この 「疾風怒涛」のなかで生ま

れ、ゲーテの名 とともに ドイツ文学を世界的に高めた、記念碑的傑作なのである(38>』

○ 『阿Q正 伝』(岩波文庫)魯 迅/著 竹内好/訳 岩波書店 昭和30(1955)年

○ 『魯迅評論集』(岩波新書)魯 迅/著 竹内好/訳 岩波書店 昭和28(1953)年
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『「道 とは何か。それは、道のなかった ところに踏み作られたものだ。荊棘ばか りのところ

に開拓 してできたものだ。むか しから、道はあった。将来 も、永久にあるだろう」文豪 ・魯迅

の言葉である。私がこの一節を 「日記」に引いたのは、昭和35年(1960年)の2A4日 、中国

文学者の竹内好氏が翻訳 した 「魯迅評論集」をひもといた ときのものである。(中 略)歴 史上、

文学が民族を鼓舞 し、民衆の覚醒を促す 「革命の銅耀」の役割を果たした例は少なくない。近

代中国もまた、そうであった。(中 略)革 命 の歩みとともに、魯迅は、次々に作品を発表する。

そして192!年12月 から翌年2Hに かけ、「農報」とい う新聞の別刷 りに発表されたのが、彼の代

表作 「阿Q正 伝」である。 これは連載中から反響を呼び、主人公 ・阿Qの 「行状」を自分への

当てこす りかと勘繰 り、戦々恐々としていた人々も居たようだ。(中略)日本では、昭和6年(1931

年)に 「阿Q正 伝」の最初の翻訳が出ている。また4年 後には 「阿Q正 伝」を含む 「魯迅選集」

が文庫版で出版 され、急速に読者層が広がった(39)』

○ 『隊長ブーリバ』(ロ シア文学全集第30巻)ゴ ーゴリ/著 原久一郎/訳 修道社

昭和34(1959)年

『昭和30年(1955年)当 時27歳 の私にとって、毎 日が真剣なる闘いの連続であった。

死をも予感 させるほど激しく襲いかかる病魔、あま りにも無認識きわま りない世間の中傷と圧

迫 。私は恩師戸田城聖先生のもとで懸命 に戦った。いっさいを受けとめて一歩も退か

なかった。その闘争の最中、戸田先生は私に、矢継ぎ早に世界の名著 を勧めて くださった。「あ

れは読んだか。これも読みなさい」 とあたかも真っ赤に燃 えさかる鉄を鍛え打っがごとくであ

った。そのなかの思い出深い一書が、ゴーゴリの 「隊長ブー リバ」である。その年の2月16日

の 「日記」に、こう綴っている。「『隊長ブー リバ』を読み始む。脳裏に去来するものあり」美

しく広大なウクライナの天地に繰 りひろげられる戦いの数々。誇 り高きコサックの雄叫び。親

子の愛情、正義、勇気、裏切 り、悲劇… … 。次々に織 りなされる人間絵巻が、鮮烈な画像 と

なって若き心に迫った(40)』

○ 『パスカル冥想録』串田孫一/著 夏 目書店 昭和23(1948)年

『冥想録:パ ンセ』パスカル/著 由木康/訳 白水社 昭和13(1938)年

『わずか39年 というパスカルの一生は、迫 りくる死の深淵 との絶え間ない闘争であった。だ

が、それ故にこそ彼の生涯の軌跡は、かくも鮮烈な光彩を放ちえたものだ と私は思 う。彼の苦

闘を思うとき、やは り生来の病弱に悩み、死魔の影 と闘いながら歩んだ私自身の青春時代が、

二重 うっしになって脳裏に甦ってくる。私が 「パンセ」を手にしたのは、昭和24年(1949年)

6月13日 のことである。当時の 「日記」には、こう記 してある。 「神田にて 『パスカル冥想録』

『情熱の書』他1冊 、計3冊 購i入。合計120円 也」その同 じ日、こうも書いている。「朝から頭

が痛む。身体を大事にせねばならぬ。変遷に変遷を重ねゆく心境。 目的を凝視 していながら、

ふらふらしている自己の悲しさ。勇躍し、はち切れそうな青春時を実感 したかと思 ケと、魔に

流され、断崖に立っ思いをなす、自己。宗教革命 と、大理想を、思惟 したかと思 うと、現実の

嵐に、境遇に、戦く、淋 しき自己。青年よ立ち上がれ。前進だ。それ以外に、人間革命はない

のだ。現実の渦中に、飛び込んで戦え。恐るるな。大使命を痛感せば!」21歳 であった。

出版事業が苦境にあった恩師のもとで、少年雑誌の編集責任者 として、心身ともに極限の力を

ふ りしぼって奔走する日々であった。胸を患い、微熱に見舞われながら激務にひた走る私の身

体を、恩師は深 く案 じてくださった。宗教革命への決心を 日記に記 したとき、私の胸中には、
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こ の天 逝 の天 才へ の特 別 な感 慨 が あ っ た の か も しれ な い(41)』

○ 『バ イnン 詩 集 』(世 界 の 詩)バ イ ロ ン/著 阿 部 知 二/訳 弥 生 書 房 昭 和38(1963)年

『熱 情 の詩 人 、行 動 の詩 人 バ イ ロン 彼 につ い て は 、 い くた び か青 年 と語 らっ た。20

代 、新 聞 に一 文 を寄 稿 した思 い 出 もあ る。 苦 闘 と とも に 、喜 び と と もに 、バ イ ロン の詩 は 私 の

「心 の友 」 と して 、か けが い の ない 光 を贈 っ て くれ た 。 「私 は 生 き て き た。 空 し くは生 き な か っ

た 」こ の言 葉 どお り、36歳 に して ギ リシア に散 った バ イ ロ ン の生 涯 は 、た とえ 短 く と も、深 く、

ま た 、悔 い の な い 「生 」 の燃 焼 で あ っ た。 若 き 日、病 弱 で あ っ た 私 は 、 死 を も予感 す る 毎 日で

あ っ た。 「30まで 生 き られ るか ど うか 」 とい われ た 生命 で あ った が 故 に 、1日1日 を全 魂 こめ て

生 き き った 。 偉 大 な る 師 匠戸 田 城 聖 先 生 の も と、後 世 語 り草 とな る 若武 者 の 軌 跡 を残 そ う 一

そ う心 に決 め て い た私 に とっ て 、 バ イ ロ ンの 炎 の ご とき 生涯 は 、 ひ とき わ胸 打 っ もの で あ った

(42)』

○ 『科学史と新ヒューマニズム』(岩波新書)サ ー トン/著 森島恒雄/訳 岩波書店

昭和13(1938)年

『今、科学をめぐって私な りに重ねてきた行動をふ りかえるとき、恩師とのある語らいの場

面が思い起こされる。昭和32年(1957年)5月 、東京で目本国際見本市が行われ、私は参考の

ためにと思い、見学に訪れた。(中略)帰 ってその様子を報告すると、恩師は興味深げに聞かれ、
一言いわれた

。「"科学 と宗教"に っいて、考えていくんだなあ」と。こうした恩師の何気ない

言葉も、かけがえのない指針 として、若い私の生命に刻まれていった。かねてから科学文明の

未来 と宗教にっいて思索をめぐらせていた私は、科学と宗教に関する著作の執筆を決意 してい

た。サー トンの 「科学史 と新ヒューマニズム」をひもといたのも、その一助 となれば との思い

からであった。昭和35年1月18日 の 「日記」には、「サー トン著の 『科学史と新 ヒューマニズム』

の続きを読む。いつの日か 『科学 と宗教』執筆の参考にしたい」 と記 してある 働 』彼の業績

は、『科学史序説』に代表 されるが、人間学 としての科学への希求を、情熱をこめて綴った一書

が 『科学史 と新 ヒューマニズム』である。

○ 『失 楽 園 』(世 界 文 学 全 集 第5巻)ミ ル トン/著 繁 野 天 来/訳 新 潮 社 昭 和4(1929)年

『恩 師 は 、 よ く言 わ れ て い た 。 「青 年 な らば、 苦 労 は 買 っ て で もす る も の だ。 苦 労 し、悩 ん

で こそ 、偉 大 な人 間 に なれ る の だ よ」 そ の厳 父 の声 が 今 で も 耳朶 に響 く。 昭 和26年(1951年)

正 月8日 、私 は 「日記 」 に こ う記 して い る。 「帰 宅 、!0時 、 読 書 、 ミル トン 『失 楽 園 』」 私 は23

歳 。 戸 田先 生 の も とで働 き始 め て か ら、3年 目を迎 え てい た。 前 年 か ら、先 生 に事 業 は深 刻 な

苦境 が続 い て い た。 「闇 が深 い ほ ど暁 は近 い 」 とい う。 しか し、本 当 に 出 口 のみ え ぬ 、長 く苦 し

い 「深 い 闇 」の時 期 で あ った 。私 は一 人 、青 年 ら し く懸 命 に戦 った 。何 よ りも師 を守 る た め に 、

未 来 の突 破 口を 開 くた め に(中 略)イ ギ リス の詩 人 ジ ョン ・ミル トンの代 表 作 「失 楽 園 」 は 、

私 の 青 春 の思 い 出 と と も に、決 して 忘 れ る こ とは で き な い。 ま た 、1990年 秋 、 オ ック ス フォ ・一一・

ド大 学 の 「ボ ドリー ア ン図 書館 重 宝 展 」 を八 王 子 の東 京 富 士美 術 館 で 開催 した とき 、 ミル トン

の最 初 の 「詩 集 」 が 出 品 され た 。 ま るで 「旧友 」 に 再会 した よ うな感 慨 を覚 え た もの で あ る。

「失 楽 園 」は 全12巻(初 版10巻)!万5百 余 行 にお よぶ雄 大 な 叙 事 詩 で あ る。 同 時代 の詩 人 ドラ

イ デ ンは 、往 古 の 大 詩 人 で あ る ギ リシア のホ メ ロス 、 ロー マ の ヴ ェル ギ リ ウス に 比肩 す る と称

えた とい う(44)』
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○ 『エ マ ソ ン論 文 集 』 上 、下 巻(岩 波 文 庫)エ マ ソ ン/著 酒 本 雅 之/訳 岩 波 書店

昭和47(1972)年 一 昭 和48(1973)年

『「コ ン コ ー ドの 哲 人 」 「ア メ リカ ・ル ネ サ ンス の旗 手 」 ラル フ ・ウ ォル ドー ・エ マ ー ソン。

卓 越 した思 想 家 で あ り、哲 学 者 で あ り、詩 人 で あ り、 ま た よき教 育者 で もあ っ た彼 の著 作 は 、

私 が青 年 時 代 に愛 読 した 、忘 れ え ぬ 「友 人」 の一 人 で あ る。 いっ で もひ も とけ る よ うに 、 っ ね

に近 くの書 棚 に置 い て い た もの で あ る。 戦 後 の 焼 け 野原 の な か で 、精 神 の餓 え を癒 す か の ご と

く、い く ど とな く頁 を繰 っ た こ とが 懐 か しい。ま た 、恩 師 戸 田城 聖 先 生 か ら も 「エ マー ソ ンは 、

しっ か り読 み な さい 」 と勧 め られ た。 エ マ ー ソ ンの名 と と もに 、 そ うした青 春 の 日々 が 思 い 起

こ され る ㈹ 』

◎ 『宗教社会学論選』 ヴェーバー/著 大塚久雄、生松敬三/訳 みすず書房

昭和47(1972)年

『日蓮大聖人の仏法が、時代 ・社会に開かれた真実の 「人間主義」の宗教であることを、ひ

ろく世界に示 したい、証明したい 恩師の胸奥に秘められていた、そうした深いお心を、

私はっねつね痛感 していたのである。そして恩師が私たち弟子に示 された指針の数々を、具体

的に、どう社会の上で実現しゆくかとの問いかけは、日を追って私の脳裏に重さを増 しっっあ

った。マックス ・ウェーバーの 「宗教社会学論集」も、そ うした思索のなかで手にした一書で

ある。京都から舞鶴、大阪、堺、岡山へ と続いた激励行 を重ねた汽車の旅での読書であった。

(中略)物 質文明のなかで衰弱しきった人間の精神を復興し、真の 「人間の世紀」を開きゆく

「人間のための宗教」への道。また、政治 ・経済 ・文化 をはじめ、あらゆる分野を、「人間のた

めの宗教」の価値の光で照らしゆく、「宗教 と社会」の架橋作業 一 私は書を閉 じつつ、仏

法の壮大な 「人間主義のエー トス」の可能性の未来に、あ らためて思いを巡らせていた(46)』

○ 『人形の家』(岩 波文庫)イ プセン/著 竹山道雄/訳 岩波書店 昭和25(1950)年

『かつて、恩師戸田城聖先生を囲んでの勉強会で、イプセンをめぐり語 りあったことがある。

そのときの教材が、代表作 「人形の家」であった。「男は強いばか りが能 じゃない。横暴になる

のでなく、たまには、こういう本も読みなさい」 と、恩師は言われた。女性解放にっいて、ま

た微妙な女性心理 ・男性心理の綾までも、屈託なく語って くださった。聞いていて、思わず う

なずいてしまう人物観察の妙。その奥に、人間存在への深い洞察が光っていた。ロランと同じ

く、現実の悩みと格闘 し、「希望の声」を求める青年たちが、限りない安心 と活力を得た 「生き

た精神」の交流。それが戸田先生との語 らいであった(47)』

○ 『ソクラテスの弁明 ・クリトン』(岩波文庫)プ ラトン/著 久保勉/訳 岩波書店 昭和25

(1950)年

『昭和37年(1962年)2月 、私はアテネを訪問した。何人かの友 とともに、アクロポリスの

丘にのぼり、一望したアテネの壮麗なる景観は、今なお忘れられない。 ソクラテスとプラトン

の師弟が、行き交ったであろ う古代の街並みを思い描きながら、しばし語りあった。 ソクラテ

スの人生最後の劇ともい うべき裁判 も、このアテネが舞台である。プラトンの初期対話篇に属

する 「ソクラテスの弁明」では、い うまでもなくアテネの権力者の一派に告発 されたソクラテ

スが行った弁明が書かれている。(中略)師 の教えに殉 じ、師のために戦いぬいたプラトンの生

涯の原点は、ここに深 く打ち込まれた。その意味で 「ソクラテスの弁明」は師の正義を、満天
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下に示 しゆく声明であるとともに、師を殺 した悪に対する、弟子 としての大闘争宣言 ともいえ

よう。(中 略)「師弟の道」は、生死をも超えた人間の最極の道である。そして、万有流転の世

界にあって、ただ一つ、理想の松明を受け継ぎ、永遠化 させゆく道である(48)』

5.『 若き 日の 日記』か ら

戸田城聖が 自ら青年を教育するために、様々な人材育成機関を作られ、古今東西の名著を教

材に、縦横に読書論、人生論、恋愛論等が語 られた。『若き日の日記』には、戸田城聖の日々の

薫陶と珠玉の指導が認められ、日々の感動と峻厳なる師弟のあ り方などが 記述されている。

その中で、「戸田大学」「水濡会」 嘩 陽会」で取 り上げられた主な教材を挙げてみたい。

(1)人 間教育の真髄 「戸田大学」教材

「人間が人間をっくる。人間教育の真髄は師弟にある」戸田城聖の講義は、昭和27(1952)

年5A8日 から昭和32(1957)年 まで、仕事が始まる前の、朝8時 過ぎから9時 頃まで行われ

た。『随筆 新 ・人間革命 「戸田大学」の名講義』で戸田先生から受けた薫陶の数々が語 られて

いる。

「この 『戸田大学』の教室は、市ヶ谷ビル内の先生の会社 の事務所であった。本来、私一人

への授業であったが、他の数名の社員も、受講することを許された。その仲間たちは、今でも

懐かしく忘れ得ぬ同志である(49)」

開講にさいして、先生はこう語 られた。「高等教育の万般を教えよう。優秀な大学以上に、

教育を授けたい。いくら大学を出ても、多 くは、何を習ったか忘れてしま うものだ。残ってい

るのは大綱だけて精一杯である。私が、君には、これから、あらゆる生きた学問を教えてあげ

たいのだ」

戸田大学の講義のテキス トは時代の先端をいくものが取 り上げられ、当時の一般の大学の授

業でも使われていた有名な研究書が用い られた真剣勝負の早朝講義であった。生命に刻んだ師

の一言一句であった。この講義の記録が 『若き日の目記』に綴 られている。『若き日の 日記』な

どから当時の早朝講義の教材を列記 してみたい。

○昭和27(1952)年5月8日(木)『 経済学入門』波多野鼎/著 日本評論社 昭和25(1950)

年2.月20日 初版、本書は昭和26(1951)年9月20日8刷)

波多野鼎は昭和21年 に設立された"九 州経済調査会"の 発起人の一人で、当時、九州大学教

授。第26代 片山内閣の農林大臣を歴任 してお り、政界でも活躍 した。本書は経済学の理論構

成の基礎となる具体的な諸関係を常に考慮 しっっ、所論を進めてお り、日常生活 と経済学が

深 く結びっいていることを主題 としている。全編にわたり、書き込みがあり、裏表紙には、

池田大作の署名 と昭和弐拾七年五月七 日の書き込みがある。本書は創価大学重宝に指定。

○昭和27(1953)年12.月20日(土)『 法学原論』和田小次郎/著 敬文堂書店 昭和23(1948)

年5月25日 発行

和田小次郎は早稲田大学法学部独法科を卒業 した。専門は法哲学で、日本法哲学会理事を務

め、法哲学の発展に貢献した。主著に 『近代自然法哲学の発展』『法哲学』『法と人間』な ど

がある。 目次には 「慣習法の成立」「慣習法の効力」「公法と私法 との区別」「時の観点によ
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りす る法 規 の 効力 」 「裁 判 所 」 「国 家 成 立 の 三 要 素 」 な どの 書 き込 み が あ り、第 三 章 法 の分 類

で は 、 ドイ ツ の 法 学者 、 ギ ー ル ケ にっ い て の書 き込 み が あ る。 全 編 に わた り、 傍 線 が 引 か れ

て お り、裏 表 紙 の見 返 し に はTaisakuIkedaの サ イ ン と とも に 、裏 表 紙 に は署 名 と17ThJune

の 書 き込 み が は い って い る。 本 書 は 創 価 大 学 重 宝 に指 定 。

○ 昭 和28(1953)年4A7日(火)『 化 学 』(新 科 学 大 系 第5巻)F,S,テ ー ラー/著 白井敏

明 ・桑 木 来 吉/共 訳 河 出 書 房 昭 和28(1953)年

原 書名:Theworldofscience,Vol,5,ByF.SherwoodTaylor.WilliamHeinemannLtd..、

1950。

F.S,テ ー ラー は現 代 イ ギ リス の科 学 史 家 。 ロン ドン大 学 講 師 、オ ック ス フ ォー ドの科 学 史

博 物 館 管 理 官 、サ ウス ・ケ ン ジ ン トン科 学 博 物館 長 を歴 任 した。 科 学 史 の他 、錬 金 術 史研 究

で も著 名 で あ る。 本 書 は 当時 の科 学 分 野 に お け る最 新 のテ キ ス トで あ る。 本 書 は創 価 大 学 重

宝 に指 定 。

○ 昭和28(1953)年9月2目(水)『 地 球 と天 体 』(新 科 学 大 系 第6巻)F,S.テ ー ラ ー/著

白井 敏 明 、桑 木 来 吉/共 訳 河 出書 房1953年 昭和28(1953)年

原 書名:Theworldofscience。Vol,6,ByF.SherwoodTaylor,WilliamHeinemannLtd..、

1950,

この 書 につ い て 、 『随筆 新 ・人 間 革 命 「師弟 誕 人 間 教 育 の真 髄 」 の な か で 、 述 べ られ て い

る 個所 を 引用 す る。

「そ の教 科 書 の一 冊 、『地 球 と天 体 』 を開 い て み る と、次 の よ うな記 述 が 光 りを放 っ て 目に

飛 び 込 ん で き た。 「・… わ れ われ の望 遠 鏡 の 視 界 の うち に は 、 惑 星 系 を持 っ 恒 星 が 一 千 万 個

もあ る と考 え て よい 。(中 略)も し百 個 の 惑 星 の うち一 個 が これ らの 条 件 を満 足 させ る な ら

ば 、 生 命 を維 持 す る能 力 の あ る 地 球 が 、 十 万 個 もあ るか も しれ な い 」(p.105参 照)こ こ の

一 節 は
、 戸 田城 聖 先 生 の 「天 文 学 」 の講 義 の 大 き な 山場 で もあ っ た 。 先 生 は 、 わ が 意 を得 た

り とばか りに 言 わ れ た。 「こ の大 宇 宙 に は 、 地 球 と同 じよ うな 惑 星 が 、 い くつ も あ る。 仏 法

で 説 く 『他 方 の 国 土 』 とは 、 そ うい う所 をい うので あ る」 先 生 が 縦 横 無 尽 に 展 開 され る 「仏

法 」 と 「天 文 学 」の 関連 性 に 、私 の若 き胸 は 躍 っ た。(中 略)仏 法 で は 、 「天 地 も、 日月 も、

星 々 も、 皆 、 生 死 の 二 法 に則 って い る」 と も 、明 確 に説 か れ て い る。 星 々 の 生 と死 、 宇 宙 の

成 住 壊 空 が 、 どれ ほ ど壮 大 に く りひ ろ げ られ る か。 これ ま た 、 「戸 田大 学 」 の 大 き な テ ー マ

とな った 。

戸 田先 生 は 、 「宇 宙 」 と 「生命 」 の連 関 性 につ い て 、 よ く話 され た。 「人 間 の 活 動 も 、宇 宙

の リズ ム あ る法 則 か ら免 れ る こ とは、 絶 対 に で き な い。 そ の よ うな法 則 を、 生命 とい う次 元

か ら、根 本 的 に 、事 実 と して 説 か れ て い る の が大 聖 人 の仏 法 で あ る。 これ が 分 か って しま え

ば 、『我 即 宇 宙 』 で あ り 『宇 宙 即 我 』 とい うこ とにな る(50)」

長 い 引用 に な った が 、 これ らのテ キ ス トを通 して 『戸 田大 学 』 で学 ぶ とい うこ とは 、 戸 田

城 聖 とい う稀 有 の師 匠 に よ る 、 「智 慧 の妙 薬 」 を弟 子 が 受 け る、 「師 弟 」 が 大 事 で あ り、 そ こ

に こそ人 間教 育 の真 髄 が あ る の で は な い だ ろ うか。 本 書 は創 価 大 学 重 宝 に指 定 。

○ 昭 和28(1953)年10月20日(火)『 生命 』(新 科 学 大 系第7巻)F,S,テ ー ラー/著 白井 敏

明 ・桑 木 来 吉/共 訳 河 出 書房 昭和28(1953)年
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原 書 名:Theworldofscience,Vol.7,ByF,SherwoodTaylor.WilliamHeinemannLtd.,、

1950,

訳 者 の 白井 俊 明 は 大正12(1923)年 、東 北 帝 国 大 学 卒 業。 東京 大 学 教授 を歴 任 。 桑 木 来 吉

は 大正10(1921)年 東 京 帝 国 大学 理 学 部 卒 業 。 本 書 の裏 表 紙 の 見返 しに は 「池 田大 作 」 の 署

名 が は い っ て い る。 本 書 は創 価 大学 重 宝 に指 定 。

○昭和28(1953)年12.月 『資料 日本史』小沢栄一 ・高井浩 ・小田泰正/編 清水書院 昭和27

(1952)年4H10日 初版、本書は昭和28(1953)年5月20日27版

編者の小沢栄一は昭和6年 、東京高師卒業。奈良師範に奉職後、昭和13年 、東京文理科大

学国史科卒業。東京第三師範教授兼附属小学校主事を経て、東京学芸大学教授を歴任。昭和

26(1951)年 、ユネスコ歴史教育研究会に 日本代表として渡仏。主な著書に 『日本文化の形

成(古 代篇)』 がある。高井浩は昭和12年 、東京文理科大学国史科卒業。東京女高師、群馬

大学に奉職す る。小田泰正は、昭和!2(1937)年 、東京文理科大学国史科卒業。京都大学大

学院、東京文理科大学、海軍経理学校 を経て、国立国会図書館司書 として活躍した。本書の

特長は、歴史の概説書 と事典との有機的な統一がはかられてお り、歴史的理解 を深めること

を主眼としている。全編にわた り、傍線が引かれてお り、裏表紙の見返しには 「池田大作」

の署名がはいっている。本書は創価大学重宝に指定。

○昭和29(1954)年5月28日(金)『 世界史』矢田俊隆/著 有精堂 昭和29(1954)年3月10

日発行

著者の矢田俊隆は東京大学文学部西洋史学科を卒業。当時、北海道大学教授。主な著作に

『ビスマルク時代』『第一次世界大戦と社会不安』『ヨーロッパの天才たち』な どがある。全

編にわた り、書き込み、傍線が引かれてお り、研鎭のあとが偲ばれる。裏表紙の見返 しには、

池田大作の署名があり、表表紙の見返 しには池田の押印 と昭和廿九年五月廿八 日の押印があ

る。また表紙には池田の署名がはいっている。本書は創価大学重宝に指定。

○昭和29(1954)年11月5目(金)改 訂 『高等漢文』巻2(文 部省検定済教科書)大 修館書店

この教科書は未見のため、詳細は不明であるが、昭和29(1954)年1月 、大修館書店から

3冊 改訂版 として出版 された。編者は中西清 〔ほか〕顧問は諸橋轍次。昭和28(1953)年8

月5日 文部省検定済高等学校国語科用 として使用された。

○昭和30(1955)年6月1日(水)『 政治学』(青林全書)鈴 木安蔵/著 青林書院 昭和30(1955)

年5月25日 発行)

本書の序文によると

「本書は、大学における政治学の講義テクス トたらしめたいと考えて着手されたものである。

文献にしても学生が一応かえりみるべきもの、比較的最近のものを主として引用 し、また諸

問題の考察にあたっても、学生がより広い視野で理解 しうるように努力 した」とあり、当時

としては政治学の最新の教科書であった。著者、鈴木安蔵は昭和時代の憲法学者であ り、マ

ルクス主義の立場で憲法史、政治史を研究した。戦後、高野岩三郎らと憲法研究会を組織 し、

憲法草案要綱を発表 し、護憲派として活躍 した。主著に 『日本憲法史』『憲法制定 とロエス

レル』(京 都大学博士論文)な どがある。本書の第2章 政治学の課題 と対象に集中的に書き
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込みがあり、政治学の対象、政治の本質について特に思索の跡が偲ばれる。最終頁には 「次

期は必ず論理学を為す事」 との書き込みがある。また、裏表紙の見返 しには 「昭和三十年十

月二十六 日終口」30.5.31

営業部長池田大作 との押印がある。本書は創価大学重宝に指定。

○昭和30(1955)年11月14日(月)『 六巻抄 依義判文抄』

本書は未見であるが、国立国会図書館のNDL-OPACに よる所蔵検索を行ったところ、

『富士宗学要集、宗義部2』 堀 日享編 雪山書房 昭和11(!936)年 請求記号670-26

形態は謄写版印刷369p

この他、『富士宗学要集、第3巻 宗義部(2)』 堀 日享度修 富士宗学要集刊行会発行 昭

和33(1958)年3月2日 発行

『富士宗学要集、第3巻 宗義部(2)』 堀日享編 創価学会発行 昭和52(1977)年12H2

0日発行 宗義部(2)に は 『六巻抄 依義判文抄』が掲載されている。時期的には謄写版

印刷形態で発行されているものを複写して、教材 として使用 したものと思われる。

その後の調査で、『依義判文抄 第三』創価学会発行 昭和32(1957)年1.月20日 発行32

p.活 版印刷、『六巻抄 依義判文抄 第三』創価学会発行 発行年不明46p。 謄写版印刷

の2点 が発見 された。当時使用 されたテキス トとしては、この謄写版印刷形態で出版された

ものが用い られていたようである。

(2)人 材鍛錬の場 「水瀞会」の教材

「水濡会」にっいては、人間革命第7巻 「水濡の誓」の章で詳細に語 られている。水濡会は

昭和27(1952)年12月 から昭和31(1956)年5月 までの3年6ヶ 月の期間行われ、そこでの戸

田の言説はあたかも遺言の如き重みを持ち、未聞の宗教革命の遂行を青年に託されたのである。

以下、主な教材を挙げておく(51)。

○昭和27(1952)年12月16日(火)『 新訳 水濤伝』佐藤春夫/訳

水濡会の初会合が38人 の同志により行われた。『新訳 水濡伝』の序文を読み、水濡会の

意義、使命、確信を語る。以後、月2回 の会合が行われた。昭和29(!954)年2月9日(火)

『新訳 水濡伝』全9巻 を読了する。

○昭和29(1954)年2月23日(火)『 モンテ ・クリス ト伯』(岩波文庫)デ ュマ/著 山内義雄

/訳 岩波書店

読書の基本的精神(世 界的な小説をっねに読んでいくこと)と 自身の獄中生活を語る。

○ 昭和29(1954)年4月27日

新 聞 の見 方 な どを語 る。

(火)『 モ ンテ ・ク リス ト伯 』 を題 材 に約 束 を守 る こ との 大 切 さ 、

○昭和29(1954)年5月11日(火)『 風霜』尾崎士郎/著 新潮社 昭和29(1954)年3月 発行

幕末 ・維新の長州の若者達を描いた本書を通 し、組織論などを語る。
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O昭 和29(1954)年6月8日(火)『 風 と波 と』村 松 梢 風/著 新 潮社 昭 和28年(1953)年 発

行

『若 き 日の 日記 』 か ら 「秋 山定 輔 を書 い た 『風 と波 と』 を 読 む 。 誠 に面 白 き人 生 な れ ど、

彼 の 思 考 に共 鳴 出来 え ず(52)」 「先 生 、 ア ジ ア に連 盟 の組 織確 立 の 必 要 性 を力 説 。 ア ジ ア は、

早 く手 を結 ぶ べ し との指 導 で あ った(53)」

○昭和29(1954)年7A13日(火)『 九十三年』(世界大衆文学全集第!7巻)ユ ゴー/著

早坂二郎/訳 改造社 昭和3(1928)年

ロマン派の巨匠、ヴィクトル ・ユゴーの著作は戸田城聖 も愛読 され、多くの青年に対 して

も、「ユゴーを読め」と、幾度 とな く薦められた。本書を教材 として、フランス大革命の時

代背景や登場人物の思想を、恩師を囲み、徹底して探求された。その魂を揺 さぶる感動 と共

鳴が 『若き日の 日記』に綴られている。

「大文豪、ユゴー。革命の大叙事詩、小説家ヴィクトル ・ユゴーの 『九十三年』完読。感

多 し。我が国でも、彼の如き、大小説家の出現を、望んでやまぬ。ああ、大哲理 、大思想、

大宗教に、立脚せ し大文豪は、いつ日にか出でなん。ああ、大情熱、大革命、大理想に、燃

えたぎった、世紀の大文学者 よ、1日 も速やかに出で来たれよ(54)」と、万感、胸に迫るも

のがある。なお、本書の表紙見返しに、「戸田先生より給わ りし本也 昭和二十五年十二月

池田大作」 とペン書きで揮毫をされている。本書は創価大学重宝に指定。

○ 昭和29(1954)年9月4日(土)-5日(日)奥 多摩 ・氷 川 に お い て 、水 濤 会 第1回 野 外 訓

練 。 戸 田先 生 は じめ 、64名 が参 加 す る。 先 生 か ら感 情 と理 智 の話 、並 び に東 洋 哲 学 と西 洋 哲

学 の話 あ り。

○ 昭 和29(1954)年9月28日(火)『 ロ ビ ン ソ ン ・クル ー ソー 』デ フ ォ ー/著 阿部 知 二/訳 岩

波 書店 昭 和27(1952)年(6月 発 行)

○ 昭 和30(1955)年6H11日(土)-12日(日)山 梨 ・ 河 口湖 、 山 中湖 にお い て 、水 濡 会 第2

回 野 外 訓 練 。 戸 田先 生 は じめ、83名 が 参加 す る。 戸 田城 聖 、 生 前 最 後 の 訓練 とな る。

○昭和30(1955)年9月27日(火)『 三国志』

『三国志』の研鎭を修了する。東洋広布の進め方、日本の広宣流布の仕上げ方などについ

て、遺言にも似た指導あり。

○ 昭和33(1958)年7H26日(土)-27目(日)山 梨 ・河 口湖 にお い て 、水 濡 会 を開催 す る。

戸 田先 生 を追 慕 しな が ら100名 の 同 志 と共 に 。

(3)女 性の理想像 を目指して 「華陽会」の教材

華陽会の結成は戸田城聖のもと、昭和27(!952)年10月21日 、市ヶ谷で結成された。華陽会

は 「華のように美 しく、太陽にように誇 りたかくあれ」との理想的な女性像を意識 して命名 さ

れた。月2回 の定例会が開催され、昭和31(!956)年 まで戸田の薫陶は続いた。この会合で世
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界的な名作や歴史小説が教材 として取 り上げられた。これ らの教材を通 して、人生、生活、政

治、経済、思想、文化、芸術など実に多岐に渉っている問題にっいて、様々な視点から論議 し、

具体的な解決法を学んでいった。その教材を 「池田文庫」所蔵の中から挙げると以下の作品が

ある。この教材の一部は 「水濡会」の教材 としても用いられている。⑳は 「水濡会」 と共通の

教材

○ 『二都物語』上、中、下(岩 波文庫)デ ィッケンズ/著 佐々木直次郎/訳 岩波書店

昭和11(1936)年 一昭和23(1948)年

⑧ 『三国志』全10巻 吉川英治/著 六興出版部 昭和31(1956)年 一昭和32(1957)年

○ 『坊ちゃん ・三四郎』(現代 日本名作選)夏 目漱石/著 筑摩書房 昭和28(1953)年

○ 『小公子』(新潮文庫)バ ーネ ット/著 中村能三/訳 新潮社 昭和28(1953)年

③ 『隊長ブリバ』(ロ シア文学全集第30巻)ゴ ーゴリ/著 原久一郎/訳 修道社

昭和34(1959)年

● 『人形の家』(岩波文庫)イ プセ ン/著 竹山道雄/訳 岩波書店 昭和25(1950)年

○ 『若草物語』上、下(新 潮文庫)オ ールコット/著 松本恵子/訳 新潮社

日召不026(1951)年

○ 『ポンペイ最後の 目』(百 万人の世界文学第3巻)リ ットン/著 堀田正亮/訳 三笠書房

昭和28(1953)年

6,「 池 田 文 庫 」 と円本

昭和初期、大量生産方式により予約頒価1冊1円 の廉価で出版され、出版界 ・読書界に画期

的なブーム現象を呈 した全集類の俗称である。当時、第一次世界大戦が終結 し、大正12(1923)

年の関東大震災に伴 う恐慌により、出版界は一大不況に見舞われてお り、打破する一策 として、

改造社社長山本実彦の創案により、大正15(1926)年11月 に同社が発行を開始 したことが円本

の発端である。円本の謂れは、定価1冊1円 であったところから、当時の東京市内どこでも1

円の円タクにちなんでいる。改造社版 『現代 日本文学全集』〔当初全38巻 大正15(1926)年11

月発行、その後追加を重ね、全62巻 別巻1巻 となる〕はその嗜矢 となる全集である。震災によ

る出版物の不足や大衆文化主義にも合致したこともあ り、38万 人の予約購読者を獲得 し、異常

なブームを巻き起こし、一世を風靡 したことが他の出版社 を刺激 した。新潮社が1冊1円 で『世

界文学全集』全38巻 を発刊 し、その広告が朝 日新聞 〔昭和2(1927)年1月30日 号〕に掲載さ

れ(55)、58万部 という爆発的な売れ行きを示 した。その後、第2期!9巻 が発行された。他社 も

それに追随し、200種以上の同一方式による廉価な全集を発行し、宣伝 ・販売を競った。いわゆ

る「円本合戦」がそれである。この他、全集 として 『世界大思想全集』春秋社、『現代大衆文学全

集』(全60巻)平 凡社、『近代劇全集』(全43巻)第 一書房、『明治大正文学全集』(全60巻)春 陽

堂などがある。しかし、このブームも改造社の文学全集が完結するに伴って収束に向かったが、

これにより出版界に大量出版の体制 と多くの新 しい読者が開拓され、この時期を出版史上 「円

本時代」と呼んでいる。戦後の総合全集も、一種の円本とみなせる(56)。

昭和初期の出版界に旋風を巻 き起こした改造社は、大正 ・昭和初期の文人 ・思想家がこぞっ

て寄稿 した雑誌「改造」を発行し、バー トラン ド・ラッセルやアインシュタインを日本に招聰 し、

ロマン ・ロラン、 トロッキー、魯迅等の知識を日本に伝えた。戦時下の言論統制により、解散
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を命 じ られ た が 、戦 後 復 興 した もの の 、 山 本 実 彦 の 逝 去 に よ り、 昭 和30(1955)年 終 焉 した。

○ 『現代日本文學全集』(全62巻 、別巻1巻)改 造社 〔大正15(1926)年11月 一昭和6(1931)

年〕

本書の編集に携わった、木村毅は近代文学研究家としてだけでな く(57)、評論、小説など、

幅広 く活躍 し、柳 田泉と並ぶ明治文学研究の先駆者である。本書の編集案か ら組み方、造本ま

で、細部まで考案し、以後発刊される文学全集の基本を作った。

本書の装禎に携わった、杉浦非水は多摩美術大学の前身である多摩帝国美術学校の初代校長

であった(58)。日本モダンデザインの先駆者、芸術院恩賜賞を受けた日本画家でもある。三越

をイメージア ップ したアールヌーボーの天才デザイナー としても著名である。本書の装丁はア

ールヌーボー的な瀟洒な装禎が当時の時代を象徴 している。

池田文庫所蔵分

第4編 『徳富蘇峰集』徳富蘇峰/著 昭和5(1930)年 第23編 『岩野泡鳴集、上司小剣

集、小川未明集』岩野泡鳴/著 上司小剣/著 小川未明/著 昭和5(1930)年 第24編

『谷崎潤一郎集』谷崎潤一郎/著 昭和2(1927)年 第26編 『武者小路実篤集』武者小路

実篤/著 昭和2(1927)年 第28編 『島村抱.月集、生田長江集、中沢臨川集、片上伸集、

吉江孤雁集』島村抱月/著 生田長江/著 中沢臨川/著 片上伸/著 吉江孤雁/著 昭和

5(1930)年 第38編 『現代短歌集、現代俳句集』山本三生/編 昭和4(1929)年 第48

編 『廣津和郎集、葛西善蔵集、宇野浩二集』廣津和郎/著 葛西善蔵/著 宇野浩二/著 昭

和4(1929)年 第49編 『戦争文学集』桜井忠温/著 水野広徳/著 昭和4(1929)年 第

50編 『新興文学集』前田広一郎/他 著 昭和4(1929)年 第52編 『宗教文学集』 昭和6

(1931)年 第60編 『大仏次郎集』大仏次郎/著 昭和5(1930)年

○ 『世 界 文 学 全 集 』(全38巻)新 潮 社 昭 和2(1927)年 一 昭 和5(1930)年 第2期(全19

巻)昭 和7(1932)年 池 田 文庫 に は 第1期 、 全38巻 の う ち 、第5巻 を除 く37巻 を所 蔵 し

て い る 。(全 巻 の 内 容 は 別 紙1を 参 照)

O第2期 昭和7(1932)年 発行 池田文庫所蔵は第8巻 他は未所蔵(内 容は別紙1を 参照)

第8巻 『人われを大工と呼ぶ』シンクレア/著 谷譲次/訳 『百パーセン ト愛国者』シン

クレア/著 早坂二郎/訳

○ 『明治 大 正 文 学 全 集』(全60巻)春 陽堂 昭 和2(1927)年 一昭 和7(1932)年

池 田文 庫 所 蔵 は 第27巻 、第33巻 。第51-60巻 は 「明治 大 正 昭 和 文 学 全 集 」と表 記 され て い る。

他 は未 所 蔵(内 容 は 別 紙1を 参 照)

第27巻 夏 目漱 石 篇 三 四 郎 、倫 敦 塔 、幻 影 の盾 、坊 ちゃ ん 、 草 枕 、 夢 十 夜 、虞 美 人 草 、吾

輩 は猫 で あ る(抄)第33巻 長 田幹 彦 篇 零 落 、母 の手 、 寂 し き 日、 草 笛 、濡 、 糺 の森 、夢

占、死 霊 、送 り火 、野 の 宮 、蜘 蛛 、鳥 辺 山 、雛 勇 、狸 大尽 、 し ぐれ 茶 屋 、薄 雪 、お鶴 、未 墾 地 、

師 匠 の娘 、練 こ ろ し、扇 昇 の話 、霧 野上 弥 生子 篇 大 石 良雄 、海 神 丸 、父 親 と三 人 の娘
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○ 『世界大衆文学全集』(全80巻)改 造社 昭和2(1927)年 一昭和6(1931)年

池田文庫には本全集80巻 のうち、69、70巻 『巌窟王』上、下を除 く78巻を所蔵 している。

円本の先鞭 をっけた改造社が半値の50銭 で頒布 した全集であり、 現在の文庫本と同じくA6

版で刊行された。この全集の特徴の一っは、欧米の映画な どの娯楽作品を日本に移入し、成功

した点が挙げられる。また 『家なき児』『アルセーヌ ・ルパン』『三銃士』『マーク ・トウヱーン

名作集』『宝島他2編 』『宇宙戦争』『海底旅行』など著名な児童書が収録 されている。 この他、

江戸川乱歩が 『ボー作品集』や 『世界怪奇探偵事実物語集』等探偵小説等の収録作品も挙げる

ことができる。通常の翻訳全集 に載る作品もあるが、一貫 して娯楽性を表に出した海外文学の

入門書として手軽に読めるところに本書の特徴がある。(池 田文庫所蔵分は別紙1を 参照)

○ 『世 界 大 思 想 全 集 』第1期 春 秋 社 第1巻 一124巻 昭 和2(1927)年 一昭 和12(1937)年

080/Se22/1-1-99、080/Se22/1-118-124但 し、第112巻 は 欠号 。 他 は 池 田 文 庫 に 全 巻 所

蔵 。(池 田文 庫 所 蔵 分 は 別 紙1を 参 照)

〔第82巻 、 第93巻 一 第99巻 は 松 柏 館 書 店 発 行 〕

○ 『世 界 大 思 想 全 集』 第2期 春 秋 社 第1巻 一29巻 昭 和4(1927)年 一 昭 和8(1933)年

080/Se22/2-1-10、080/Se22/2-17、2-18、2-19(全 巻 の 内 容 は 別 紙1を 参 照 〉

第10巻 『文藝復興史』ブルックハル ト/著 山岸光宣/訳 昭和5(1930)年 第17巻 『独

逸社会民主党史』メーリング/著 米田幸雄/訳 昭和6(1931)年 第18巻 『独逸社会民

主党史』メーリング/著 高村洋一/訳 昭和8(1933)年 第19巻 『独逸社会民主党史』

メーリング/著 塚本三吉/訳 昭和7(1932)年 第20巻 『独逸社会民主党史』メーリン

グ/著 塚本三吉/訳 昭和6(1931)年

○ 『現 代 大 衆 文 学 全 集』(全40巻)平 凡社 昭和2(1927)年5月 一昭 和5q930)年3月

『現 代 大 衆 文 学 全 集』 続(全20巻)平 凡社 昭 和5(1930)年8月 一 昭 和7(1932)年3月

中 央 図書 館 、 池 田 文 庫 とも に 未 所 蔵 。

○ 『近代劇全集』(全43巻 別冊1巻)第 一書房 昭和2(1927)年 一昭和5(1930)年

イプセン誕生百年祭記念出版 予約非売品 池田文庫に全巻所蔵(全 巻の内容は別紙1を 参

照)

7.「 池 田文庫」における 「岩波文庫」「改造文庫」 につ いて

終戦を迎え、創立者は激動する世情のなかで、多くの青年 と同様に、真実 とは、人間 とは何

か、何を人生の支柱にしていくのか悩む日々が続いた。その頃、向学の心止み難 く、神田三崎

町の東洋商業学校(現 東洋高等学校)2年 に編入し、神田に通っていた。その頃について次の

ように語っている。

「薄給のなかから蓄えた小づかいを持っては、神 田に飛んでいき、望みの本を見つけて喜ん

だのもこのころである。古典、新刊書など、手に入るものは乱読 というか、片っぱしか ら読ん

だといってよい。読書は、私の人生にとって最大の趣味の一っである。すばらしい良書にめぐ

りあった喜びはなににもまして、といってよいほどの うれしさがあった。岩波書店へ行って、

列をなしているところに並んで、やっと一冊の本を手に入れたこともある(59)」
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池田文庫には、様々な文庫本があるが、その中でも、岩波文庫が群を抜いてお り、冊数は1,919

冊を数える(60)。所蔵 している岩波文庫を手にとってみると、殆 どの文庫本が、擦 り切れるま

で読まれた跡が伺われ、良書を求める姿勢に感銘を受けたことを憶えている。岩波文庫は、昭

和2(!927)年7月10日 に、岩波書店か ら創刊 された。その前 日には、東京朝 日新聞に 「古今

東西の典籍 ・自由選択の普及版」 との見出しと共に、創刊の辞である 「読書子に寄す一岩波文

庫発刊に際 して(61)」が掲載 され、夏 目漱石 『こxろ 』樋ロー葉 『にごりえ』『たけくらべ』な

ど22冊が発刊 された。岩波文庫は ドイツ ・ライプツィッヒで創刊 された 「レクラム文庫」に範

を求め、書 目を古典中心 とすること、内容は省略 しないこと、版型を小型軽便なものとし、表

紙にファイバー紙を用いること、頁数により定価を定め、星一っを定価の最小単位 とすること

などであった。刊行以来、現在(2001年8月)ま での岩波文庫のベス トセラーを挙げると、1

位 『ソクラテスの弁明』2位 『エミ・一・・一ル』(上)3位 『坊ちゃん』4位 『共産党宣言』5位 『善

の研究』6位 『こsろ 』7位 『歎異抄』8位 『古事記』9位 『空想より科学へ』10位 『論語』

である。

岩波文庫以前にも袖珍本などと呼ばれた、冨山房 『袖珍名著文庫』明治36(1903)年 発刊な

どが文庫本の噛矢であるが、古典的な作品を大量かっ廉価に刊行する、現在の文庫本の概念を

作 り上げたのは岩波文庫であった。創刊40周 年には 『解説目録』60周年には 『岩波文庫総 目録』

70周年には 『岩波文庫解説総 目録』(文庫版3分 冊)が 刊行された。

改造文庫は、昭和4(1929)年2月3目 に、改造社か ら創刊 され、23冊 発行された(62)。昭

和19(1944)年 に戦時下の言論統制により、改造社が解散を命 じられ、それ と共に廃刊 となっ

た。哲学、社会科学、文学関係を重点的に出版 し、発行点数は600点 を超えていた。当初は布製

であったが、昭和11(1936)年 からは紙製 となった。布製の時についていた紙のカバーの意匠

がそのまま紙製の表紙の意匠 となっている。創刊時から、昭和12(1937)年 の前半までの改造

文庫の奥付のあとには、発刊の辞 ともい うべき文章が掲載 されている。池田文庫にも改造文庫

が21冊所蔵 されている(63)。

『改 造 文 庫 』 改造 社 刊 昭和4(1929)年 一 昭和19(1944)年

『セワス トポリ戦記』 トルス トイ/著 昭和!6(1941)年 『文化 と風土一英文学史、其他』

イポリー ト・テーヌ/著 昭和14(1939)年 『頼朝 ・為朝』幸田露伴/著 昭和9(1934)

年 『民族大移動』ハツ ドン/著 昭和8(1933)年 『旅する心』有島武郎/著 昭和8

(1933)年 『我国近世の農村問題』本庄栄治郎/著 昭和7(1932)年 『我等の対立』プ

レハ ノブ/著 昭和(1932)年 『信綱文集』佐々木信綱/著 昭和7(1932)年 『経済学

史の基礎概念一唯物史観経済学史』住谷悦治/著 昭和6(193!)年 『原始財産』エ ミー

ル ・ド・ラヴレー/著 昭和6(1931)年 『経済地理概論』プレブス ・リーグ/著 昭和5

(1930)年 『金融資本論』猪俣津南雄/著 昭和5(1930)年 『神 と国家』ヒルファーデ

ィング/著 昭和4(1929)年 『リッケル ト論文集』ハインリッヒ ・リッケル ト/著 昭和

4(1929)年 『日本開化小史』田口卯吉/著 昭和4(1929)年 『財産起源論』 レヴィン

スキー/著 昭和4(1929)年 『日輪』横光利一/著 昭和4(/929)年 『中江兆民集』

中江兆民/著 昭和4(1929)年 『幸徳秋水集』幸徳秋水/著 昭和4(1929)年 『組織

論』 レエニン/著 昭和4(!929)年 『日本商業史』横井時冬/著 昭和4(1929)年
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8.創 立者 と駿河台図書館

創立者の 『若き日の日記』には、千代田区神田駿河台にあった、駿河台図書館を何度も利用

していることが記されている。創立者が若き日に通われた駿河台図書館にっいて述べてみたい

と思 う。駿河台図書館周辺の事情について、東京都戦災史によると、駿河台地区を島状に残 し

て、一面の焼け野原なった状態で終戦を迎えていた。駿河台図書館は焼失せず、終戦後2ヶ 月

足 らずの昭和20年10月10日 頃から再開している。「学生の町」神 田に青少年が多く集まった理由

として、駿河台図書館を中心とする駿河台一帯の学校街が比較的戦災に遭わず、当時の交通事

情が便利であ り、御茶ノ水 ・神田 ・秋葉原駅から上野駅にかけて闇市が盛んであったことも理

由に挙げられる。このような状況のなかで、駿河台図書館は全都の学生 ・生徒が知識を求め、

極度に不足 していた出版物を求め、なおかっ、自宅で学習する場所もないという事態を解決す

るために、図書館を利用することが必要であった。駿河台図書館は学生サービスに重点をおく

図書館 としての運営が考えられており、受験に関する参考 目録の整備とともに、法制、経済、

医学、数学、語学に関する図書を主として蒐集 し、一般参考書、辞書類等も広く蒐集 されてい

た。 レファレンスも積極的に行われた。

「駿河台図書館閲覧年報」昭和8年 ～昭和30年 の利用状況の推移を見ると、利用者数が図書

館閲覧冊数をこえるようになったのは昭和25年 の朝鮮戦争開始以降であ り、利用者数が20万 人

をこえたのは図書館の入館料が無料になったことが大きい。

又、特色ある文庫 として 「内田嘉吉文庫」が所蔵 されている。 「内田嘉吉文庫」は 日本無線

電信社長、故内田嘉吉氏の蔵書で、主に交通に関する内外の文献を網羅したもので、14,000余

冊を数えている。

昭和26年3月 、「千代田自由大学」が 「学問と芸術」の復興を掲げて発足 した。敗戦後、社

会教育の一環 として、駿河台図書館が開講し、昭和40年11月 までの15年、28回の講i演が行われ、

設立当初の 「自由大学」の理想 と学芸復興の理念が損なわれず、継続 されたのである。

駿河台図書館は昭和30年12月1日 、九段下に 「千代田図書館」として開館した。それ以降、

駿河台図書館は、中央大学第2図 書館 として、新図書館が建設 されるまで、中央大学の学生に

利用されていた。

駿河台図書館の沿革を参考までに記述 してお く。

○明治44(1911)年6月21日 東京府知事設置認可。東京市立神 田簡易図書館 と称 し、神 田区一

ツ橋通町21帝 国教育会附属建物内に設置

○明治44(1911)年11月5日 私立教育図書館及辻文庫蔵書(32,753冊)の 委託を受け開館。

○明治45(!912)年4月1目 東京市立神田第一簡易図書館 と館名変更。

○大正2(1913)年4月1日 東京市立一橋図書館と館名変更。

○大正12(1923)年9H1、2日 の大震災火災により焼失。

○大正13(1924)年3月 継続震災復 旧費100万 円(深 川、一橋、京橋の3図 書館分)可 決。

○大正13〈1924)年6月1日 神 田区東紅梅町ニコライ堂下にバラックを建設 し開館。

○昭和4(1929)年12H1日 東京市立駿河台図書館と館名変更。

○昭和4(1929)年12月29日 工事竣工。

O昭 和5(!930)年3月1日 開館。

○昭和18(!943)年7月1日 都制施行に伴い都立図書館 となる。

○昭和20(1945)年5月 空襲激化のため一時閉館。館員は京橋図書館に勤務。

○昭和25(1950)年10A28日 区立駿河台図書館 となる。
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図 書 館委 譲 に 伴 う区 立 図 書 館 設 置 条 例案 に 附 せ られ た 駿 河 台 図 書 館 の 概 況

位 置 千 代 田区神 田 駿 河 台3丁 目11番 地

土 地461坪43

建 物 延726坪18鉄 筋 コ ン ク リー ト造3階

蔵 書69,995冊

○ 昭 和26(1951)年3月!0日 千 代 田 自由 大 学 始 ま る。

○ 昭 和26(1951)年4.月1日 入 館 料 が 無料 とな る。

○ 昭 和28(1953)年2月9日 中 央 大 学 よ り駿 河 台 図 書 館 の 払 下 申請 。

○ 昭 和30(1955)年3A10日 移 転 準 備 の た め 閉 館 し、 半 蔵 門 の麹 町 支 所 に移 る。

○ 昭 和30(1955)年12月1日 九 段 下 に 千代 田図 書 館 と して 開 館 。

9.お わ り に

今回、創立者の若き 日々の読書を 『若き日の 日記』の記述をもとに、読書にまっわる個所を
一覧表に作成する作業を行い

、それを基本に 『若き日の読書』『続 ・若き日の読書』『読書ノー

ト』などから読書記録に関するものを池田文庫から選定して 『創立者 にみる、若き日々の読書』

図書 目録(稿)』 を編纂 した。まだ不十分な個所も散見できるが、創立者の若き 日々の読書を読

むにあた り、参考になれば との思いで作成した。訂正個所があればご指摘いただき、加筆訂正

をして修正版を作成して行きたい。

一人の青年が公私に渉 り、峻厳なまでに師を求め、仕事、生活、経済苦、病気、組織活動な

ど、多くの困難 と戦いなが ら、疾風怒濤の青春時代を懸命に生き抜いてきた姿を拝見 し、感動

を禁 じえない。「青年よ、心に読書 と思索の暇をつ くれ」との師匠の言葉のまま、目々の活動の

後、早朝、瞬時の時間も惜 しまず読書をされる姿が、毎 日のように日記に記されている。

7万 冊を数える池田文庫の書庫で、直接、創立者が読まれた書i籍の数々を手に取ると、 日記

に綴 られた思索の跡が彷彿 として くる。かって、司馬遼太郎記念館の大書架を見る機会があっ

た。吹き抜けの高さ11メー トルの壁面に3,400の 書棚が覆い、2万 余冊の書籍が圧倒的な迫力を

持って司馬遼太郎の小宇宙を構成 している。そこに司馬遼太郎の作品を生み出す原点を見る思

いであった。

創立者の思索の原点はまさしく、池田文庫にあり、「学生の皆さんが、大いに読み、活用 し

て実力を磨き、成長 してくれるならば、こんな嬉 しいことはない」 とのお言葉を忘れてはなら

ない。

創立者の魂である、池田文庫。『私の読書術』に 「すばらしい良書にめぐりあった嬉 しさは本

をなでさす りたくなる。(中 略)た まってしまった書庫の本を、時折 りみながら、わが晩年に、

これ らの本に埋 もれて読書三昧の時をむかえたい と思 うが、はた してこのささやかな、ひそか

な願いは、かなうであろ うか。こう思 うことも、書庫での愉 しみの一つである(64>」我が子の

ように慈 しまれ、一冊一冊に創立者の思いが込められた書物である。是非、池田文庫の書籍 を

直接読んでいただきたい。

中央図書館在職中、個人コレクションの整理を多数経験 した。中でも、忘れ られないのは、

フランス近代史研究、秩父事件の先駆的研究者であられた井上幸治先生 と日本平和学会設立に

尽力 し、平和学の第一人者であられた関寛治先生の学問に対する真摯な姿勢であった(65)。目

録作成のため、それぞれの図書を手にとると、欄外に書き込みが多数あり、これ らの書物か ら、

何 を学び、どのようにそれぞれの研究を深化 していったのか、その思索の過程を研究すること
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も大事な視点ではないかと思 う。

「池田文庫」にっいても、創立者がテキス トに線を引き、書き込みをされている著作が多数

あり、将来的に、創立者の思索の過程 を知 ることも、今後の研究テーマではないだろ うか。

今回は 「若き日々の読書」に焦点を当ててきたが、創立者の思想の原点、魂でもある 「池田

文庫」を大いに活用 し、研究し、学んでいただきたい。

最後に、改めて 「池 田文庫」を後継の学生のためにご寄贈いただいた、創立者池田大作先生

に、深く感謝の意を表 したい。

(注)

(1)『 若 き 日の 目記』池 田大作/著 の初 出は雑誌 「週刊言論 」に昭和40(1965)年1月 か ら60回 に分け

て 「若き 日の 日記か ら」 と題 して連 載 されている。 単行本化は著者 が創価学会 第3代 会長就任7周 年

の佳節 を迎えた、 昭和42(1967)年5月3日 に発行 された。 この時、未発表 の 日記 ・昭和30(1955)

年2Aか ら昭和35(1960)年5月 までが加 え られた。『若き 日の 日記』全5巻(限 定 出版)会 長就

任7周 年記念 出版委員会(3巻 か ら発行は、若き 日の 目記 出版委員会 となる)昭 和42(1967)年5

月 一昭和48(1973)年2月 。4巻 には 「戸 田前会長の指導」が掲載 され てお り、昭和26(1951)年 前

後の戸 田城聖 が折 りにふれ て話 され た指導 を、創 立者が雑記帳 に記 したものである。 各巻の収録期間

を挙 げると、第1巻 昭和24(1949)年5月 一昭和26(1950)6月 、第2巻 昭和27(1952)12月 一

昭和30(1955)年1月 、第3巻 昭和30(1955)年2月 一昭和31(1956)年12月 、第4巻 昭和32(1957)

年IE一 昭和33(1958)年5月 、第5巻 昭和33(1958)年6月 一昭和35(1960)5.月 とな っている。

この他、全集 にも組 み入れ られ、『池 田大作全集第36巻(目 記上)』 池 田大作/著 聖教新聞社 平成

2(1990)年5H、 『池田大作全集第37巻(日 記下)』 池 田大作/著 聖教新 聞社 平成3(1991)年

5月 と して刊行 され た。注記 は基本 的には本全集 に拠 っている。

『私 の履歴書』 池 田大作/著 日本経済新聞社 昭和50(1975)年5月 、文庫本では 『私 の履歴書』

(聖教文庫120G46)池 田大作/著 聖教新 聞社 昭和53(1978)年9月 があ る。全集 には 『池 田大作

全集大第23巻(随 筆)』 池 田大 作/著 聖教新 聞社 平成6(1994)年5月 がある。

(2)『 私 の履 歴書』 池田大作/著 日本経 済新聞社 昭和50(1975)年5月 「序 文」p.3,

(3)『 読 書ノー ト』 は 『第三文明』誌 上に昭和39(1964)年3月 号(通 巻37号)か ら8月 号(通 巻42号)

の巻頭 に6回 にわたって発表 され た ものである。そ こには古今東西 の碩学の箴言 が抜書 きされてお り、

思索 の跡 を辿 るこ とができる。

(4)「 創 立者 にみる、若き 日々の読 書」図書 目録(稿)創 価 大学 中央図書館 「池 田文庫」渉猟

〔昭和17(1942)年 一昭和35(1960)年5月4日 〕韮沢賢一/編 創価教 育研究セ ンター 平成15(2003)

年3月

(5)『 池 田文庫』 開設 のお りに、創 価大学中央図書館 が作成 した 『「池 田文庫 につ いて」 平成9(1997)

年5月8日 』の全文であ る。

(6)『 聖教新聞』聖教新聞社 平成9(1997)年5月9日 付1面

(7)『 聖教新聞』聖教新聞社 昭和55(1990)年11月14日 付2面 「デイ リーダイジェス ト」

(8)『 聖教新 聞』聖教新聞社 平成5(!993)年7月4日 付3面 第22回 滝 山祭の記念 フェスティバルの

席上、創 立者は 「池 田文庫」 を創価大学 に寄贈す るとのス ピーチ をお こなった。

「1冊1冊 、我 が子の よ うに一 。私 も、15歳 の ときか ら集 めた本 が約7万 冊にのぼってい る。すべて

を読んだわ けでは ないが、お金のない とき も、本だけは我 が子の よ うに大切 にしてきた。(中 略)1冊

1冊 が、私 に とって多 くの思い出が込 められてい る。 ど うか 、読書 と研鎭 に役 立てていただ けれ ばと

思 う」 との言葉 は 「創大生」 を我 が子 のよ うに慈 しまれた創立者の真心 のス ピーチ である。

(9)『 池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新 聞社 平成6(1994)年5E「 は しがき」
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創 立者にみる、若 き 日々の読書一創 価大学 中央 図書館 「池 田文庫」渉猟 一

P.11.

(10)『 池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新聞社 平成6(1994)年5月 「少壮時代の

生き方 国木 田独歩 『欺 か ざるの記』」p.18-19.

(11)『 池田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新聞社 平成6(1994)年5月 「少壮時代の

生き方 国木 田独歩 『欺 か ざるの記山p,21.

(12)『 池田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新聞社 平成6(1994)年5月 「宇宙生命 と

の対話 徳富健 次郎 『自然 と人生』」p.25,

(13)『 池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新聞社 平成6(!994)年5月 「宇宙生命 と

の対話 徳富健 次郎 『自然 と人生』」p。30-31,

(14)『 池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新聞社 平成6(1994)年5月 「天才詩人の

光 と影 石川啄木 『一握 の砂』」P.34.

(15)『 池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新聞社 平成6(1994)年5A「 青春の ロマ

ンと友情 ヘルダー リン 『ヒュペー リオ ン』」p,46,

(16)『 池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新聞社 平成6(1994)年5月 「青春の ロマ

ンと友情 ヘルダー リン 『ヒュペー リオ ン』」p.47-48.「 鎌倉文庫」につ いて は 『嬉 しい轄手古舞』

p,395-396.『 鎌倉文庫 にっいて』p,397-402,(高 見順全集 第17巻)勤 草書房 昭和48(1973)

年5月 のなかで高見順が紹介 をしている。

(17)『 池 田大作 全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新 聞社 平成6(1994)年5月 「百年 の後 に

知 己を待つ 勝海舟 『氷川清話』『海舟座談』」p,65-66,

(18)『 池 田大作 全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖i教新 聞社 平成6(1994)年5月 「天 下の大事

を担 うもの 山田済斎編 『西郷南洲遺 訓』」p,68,

(19)『 池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新 聞社 平成6(1994)年5月 「運命 的な師

との出会 い 内村鑑 三 『代表 的 日本人』」p,78-79,

『読書 ノー ト』 に次 の一節 が写 しとられている。

『あの実に重要な る死の 問題、一 それ は凡 ゆる問題 中の問題 である。 死のあ るところ、宗教 はあ らね

ばな らぬ。それは我我の弱 さの徴 であるか も知れ ぬ。 併 し其 に も拘 らず、我我の高貴 なる生 まれ なる

と、我 我の衷 に死な ざるもの のあるこ ととの徴 でもある』 この一節を巡って、読書 グルー プの友人 と

森 ヶ崎海岸 を散策 しなが ら、生 と死の問題 を深 く探求 され ていた。人 間に とって宗教 は必 要であるか。

否 か。 必要 とすれば、いか なる宗教 が求 め られ るべきか一 この頃、仏法哲理 を説 き、人 生の指標 を

示 して くれ る生涯の師 ・戸 田城 聖 との避遁 があったのである。

(20)『 池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新聞社 平成6(1994)年5.月 「現 代を超越

する精 神 高 山林太郎 『樗 牛全集』」p,86-87

(21)『 池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新聞社 平成6(1994)年5.月 「教育に賭け

る情熱 ペス タロッチ 『隠者の夕暮 ・シュタンツだよ り』」p,99

戸 田城聖 が経営す る出版社 、 日本正学館が発 行 した 『少年 日本』 昭和24年10月 号に 「大教育家ペス タ

ロッチ」 と題 した一文 がある。著者 は編集長 で もあった創立者が 山本伸一郎 のペ ンネームで寄稿 した

ものであ る。この一文 を執筆す るにあた り、「読 書 ノー ト」や本書 を教材 にした、友人 との議論が参考

にな った。

(22)『池 田大作全集 第23巻(随 筆)』池 田大作/著 聖教新聞社 平成6(1994)年5月 「思想 ・人 物 ・

時代 を読む 尾崎士郎 『風霜』」p,117-118.

(23)『 池 田大作全 集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新 聞社 平成6(1994)年5月 「人 間共和 の

旗 を掲 げて ホール ・ケイ ン 『永遠 の都』」p.106-107,

(24)『池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新 聞社 平成6(1994)年5月 「貧 しい人 々

への共鳴 ユ ゴー 『レ ・ミゼラブル』」p。124-125.
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(25)『 池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新 聞社 平成6(1994)年5月 「織 りなす人

物 の長編詩 吉川英治 『三国志』」p.134-135.

(26)『 池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新 聞社 平成6(1994)年5H「 自然 こそ最

良の教師 ル ソー 『エ ミール』」p.144-145.

『創価教育学体系』 のなか で、教育改革案 を提 唱 され ているが、そこにル ソーの名 が見える。

『コメニュース、ル ッソー等の教育改革 家の覚醒 以来 の事 で、ペス タロッチが敢然 旧い伝統 に反抗 し

て、開発 教授 の新旗標 を樹てたのは即 ちこれ である。 然る所、因習の久 しき教育 と云へ ば、 自ら知識

の伝授 と心得たのは邦の東西 を問はぬ状態 で、惟 へば希臓 の昔 ソク ラテースが知識は伝授す る ことは

出来ぬ と道破 して居 るのであ るが、今 に尚ほ此の諺 が改まって居 らないのに よる。入学試験制 度の結

果 といふ事 も出来や う』

(27)『 池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新聞社 平成6(1994)年5A「 信 念 に生き

る青年 の ドラマ デュマ 『モンテ ・ク リス ト伯』」p.154-155,

(28)『 池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新聞社 平成6(1994)年5月 「大い なる運

命への挑戦 デフォー 『ロ ビンソン ・クルー ソー』」p.168-171.

(29)『 池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新聞社 平成6(1994)年5月 「時代 を変 え

た民衆の風 サバチニ 『スカ ラムーシュ』」p,174-175.

(30)『 池 田大 作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新聞社 平成6(1994)年5月 「古代都市の

栄光 と悲劇 リッ トン 『ポ ンペイ最後の 日』」p.185-186,

(31)『 私の履歴書』池 田大作/著 日本経済新 聞社 昭和50(1975)年5月 「1冊の本」p.177.

(32)『 池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新 聞社 平成6(1994)年5E「 ルネ サンス

へ の讃歌 ダンテ 『神 曲』」p,209-210,『 池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新聞

社 平成6(1994)年5月 「独立 自尊の生意気高 く 福沢諭吉 『学問のすyめ 』『福 翁 自伝』」p.222-227.

(33)『池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新 聞社 平成6(1994)年5月 「独 立 自尊の

生意気 高 く 福沢諭 吉 『学問 のすsめ 』『福翁 自伝』」p,222-227,

(34)『 池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教 新聞社 平成6(1994)年5月 「革命 と良心

の葛藤劇 ユ ゴー 『九十 三年』」p,242,

(35)『 池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新聞社 平成6(1994)年5A「 豊かな人間

学の宝庫 司馬遷 『史記』」P.250-252,

(36)『 池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新聞社 平成6(1994)年5月 「虹 を追い求

めた革命 児 鶴見祐輔 『ナポ レオン』」p.278-279,p.284.

(37)『 池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新聞社 平成6(1994)年5月 「魂の 自由」

への峰火 ル ソー 『社会契約 論』」p.264.

(38)『 池 田大作 全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新聞社 平成6(1994)年5月 「青春 の混沌

をこえて ゲーテ 『若き ウェテルの悩み』」p,293-294.

(39)『 池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新 聞社 平成6(1994)年5月 「民衆 の時代

へ の曙光 魯迅 『阿Q正 伝』」P.303-305.

(40)『池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新 聞社 平成6(1994)年5月 「木 間の大地

に魂 の雄 叫び ゴー ゴ リ 『隊長 ブー リバ』」p,318-319.

(41)『池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新 聞社 平成6(1994)年5A「 あ くなき魂

の希求 パスカル 『パ ンセ』」p,334-335,

(42)『 池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新聞社 平成6(!994)年5月 「自由な る精

神の輝き バイロン 『バイUン 詩集』」p.349,

(43)『 池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新聞社 平成6(1994)年5月 「科学 と人間

の新 しき地平線 サー トン 『科 学史 と新 ヒューマニズム』」P.364-365.
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(44)『 池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新聞社 平成6(1994)年5月 「最極 の宮殿

わが胸 中に ミル トン 『失楽 園』」p.377-379,

(45)『 池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新聞社 平成6(1994)年5月 「民衆 に愛 さ

れ た哲 人 エマ ーソン 『エマ ソン論 文集』」P,392.

(46)『 池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新聞社 平成6(1994)年5H「 人間復興の

エー トスを求めてマ ックス ・ウェーバ ー 『宗教社 会学論 集』」P.409、417,

(47)『 池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新聞社 平成6(1994)年5月 「権威への信

仰 を打ち砕 く革命イ プセ ン 冒『人形 の家』」p.420-421,

(48)『 池 田大作全集 第23巻(随 筆)』 池 田大作/著 聖教新聞社 平成6(1994)年5E「 偉大な る魂

の継承劇 プラ トン 『ソクラテスの弁明』」p,436-437、448,

(49)『聖教新 聞』聖教新聞社 平成11(1999)年12月7日 付3面 『随筆 新 ・人間革命 「戸 田大学」の名

講義』117平 成11(1999)年11月26日 付3面 「随筆 新 ・人間革命 わが魂 の 「戸 田大学」115

(50)『聖教新 聞』聖教新聞社 平成11(1999)年12月18日 付3面 「随筆 新 ・人 聞革命 師弟=人 間教育

の真髄 」118

(51)『 人間革命 第7巻 』 池田大作/著 聖教新聞社 昭和47(1972)2月 「水濡 の誓い」p.193-239.

(52)『 池 田大作全集 第36巻(日 記 上)』 池 田大作/著 聖教新聞社 平成2(1990)年5月 『若 き 日の

目記』 昭和29年6月7日(月)p.434-435.

(53)『 池 田大作全集 第36巻(日 記 上)』 池 田大作/著 聖教新聞社 平成2(199◎)年5月 『若 き 日の

日記』 昭和29年6月22日(火)p,452-453,

(54)『 池 田大作全集 第36巻(日 記 上)』 池 田大作/著 聖i教新聞社 平成2(1990)年5月 『若 き 日の

日記』 昭和26年1月13日(土)p,186,

(55)新 潮 社の創 業者社長 ・佐藤義 亮が文案を作成 した。 「人生の諸相を悉 くす 人間学の大教科書 は是だ」

とい うキャ ッチフ レーズ を掲 げ、「吾々は 目本人 であ ると共 に世界 人だ。その世界人 としての資格を

全 うせ しめる教化機 関は翻 訳文藝 以外にはない」 と翻訳出版に絶対の 自信 をみせ た。

(56)円 本の時代については以下の文献を参照 した。

『出版事典』布川角左衛 門/編 出版ニュース社 昭和46(1971)年12月

『出版』好不況下 興亡の一世紀』新訂増補版 鈴木敏夫/著 出版ニ ュース社 昭和47(1972)年

6,月20日 第2版)

『日本文学史辞典』谷 山茂/編 京都 書房 昭和57(1982)年9月

(57)木 村 毅(き む ら ・き)明 治27(1894)年 一昭和54(1979)年 大正 ・昭和期 の評論 家 ・近代文学研

究家。柳 田泉 らと共に明治文化研究会 に参加 し、様々な分野で幅広 く活躍す る。 明治文学研 究の先駆

者。円本 の嗜矢 である大正15年 発刊 の 『現代 目本文学全集』(改造社版)の 編集 をて がけた。文学全集

のスタイル を作った。『小説研 究十六講』『西園寺公望 自伝』『明治文学余話 』な ど多数。

(58)杉 浦非水(す ぎ うら ・ひす い)明 治9(1876)年 一昭和40(1965)年 商業美術 家。 愛媛県生ま

れ。本名 朝武。明治34(1901)年 東京美術学校 日本画科卒業。ヨーロ ッパ遊学 を終 えて、大正14(1925)

年 にポス ター研究団体七人社 を結成。初期商業デザイ ン界 に指導的 な役割 を果た した。昭和10(1935)

年 よ り多摩帝国美術学校校長 となる。 与謝野晶子 『夢之華』 田山花袋 『髪』改造社版 『現 代 日本文学

全集』の装丁のほか、『非 水百花譜』20集 〔昭和4(1929)年 一9(1934)年 春陽堂〕な ど多数。

(59)『 私の履歴書』池 田大作/著 日本経済新聞社 昭和50(1975)年5月 「焼け跡の向学心」p.65,

(60)岩 波文庫分野別冊数 〔創 価大学 中央 図書館 『池 田文庫 目録』 平成9(1997)年5.月 現在〕

総記5冊 哲学226冊 歴史!24冊 社会科学228冊 自然科学56冊 技術3冊

産業7冊 芸術46冊 言語1冊 文学1,223冊 合計1,919冊

(61)「読書子 に寄す一 岩波文庫発刊 に際 して一 」 岩波茂雄 岩波文庫の主旨がこの文章で明確 に述べ ら

れてい る。全文 を以下に掲載する。
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真理 は万人によって求め られ ることを自 ら欲 し、芸術 は万人に よって愛 され ることを自 ら望 む。 か

つ ては民を愚 昧な らしめるため に学芸が最 も狭 き堂宇 に閉鎖 され た ことが あった。今や知識 と美 とを

特権 階級 の独 占よ り奪 い返す ことはつね に進取 的なる民衆の切 実な る要求 であ る。岩波文 庫は この要

求 に応 じそれ に励 ま されて生まれた。それ は生命 ある不朽の書を少数者の書斎 と研究室 とよ り解 放 し

て街頭 に くまな く立た しめ民衆 に伍せ しめるであろ う。近 時大量生産予約 出版の流行 を見 る。 その広

告宣伝 の狂態 は しば らくお くも、後代 にのこす と誇称す る全集 がその編集 に万全 の用意 をな したるか。

千古 の典 籍の翻訳企図に敬震の態度 を欠 か ざりしか。 さらに分売 を許 さず読者 を繋縛 して数 十冊 を強

うるが ごとき、はた してその揚言す る学芸解放 のゆえんな りや。吾人 は天下の名士 の声 に和 して これ

を推 挙す るに躊躇す るものであ る。 この ときにあたって、岩波書店 は自己の責務 のいよい よ重 大な る

を思い、従来の方針の徹底 を期す るた め、す でに十数 年以前 よ り志 して来た計画 を慎重審 議 この際断

然実行す る ことに した。

吾人は範 をかの レクラム文庫 に とり、古今 東西にわた って文芸 ・哲学 ・社会科学 ・自然 科学等種類

のいかん を問わず、 いや しくも万人 の必読す べき真に古典的価値 ある書 をきわめて簡易 な る形式 にお

いて逐次刊行 し、 あらゆる人 間に須要 なる生活向上の資料、生活批判 の原理 を提供せ ん と欲す る。 こ

の文庫は予約 出版の方法 を排 したるがゆえに、読者は 自己の欲す る時 に 自己の欲す る書物 を各個 に自

由に選択す ることができる。携 帯に便 に して価格の低 きを最主 とす るがゆえに、外観 を顧 み ざるも内

容に至 っては厳選最 も力 を尽 くし、従 来の岩波出版物 の特色 をます ます発揮せ しめよ うとす る。 この

計画た るや世 間の一 時の投機 的なる もの と異な り、永遠 の事業 として吾人は微 力を傾倒 し、 あ らゆる

犠牲 を忍 んで今後永 久に継続発 展せ しめ、 もって文庫 の使命 を遺憾 な く果た さしめる ことを期す る。

芸術 を愛 し知識 を求 むる士 の 自ら進 んで この挙 に参加 し、希望 と忠言 とを寄せ られる ことは吾人 の熱

望す る ところである。 その性 質上経済的 には最 も困難多 きこの事業 にあえて当た らん とす る吾人 の志

を諒 と して、そ の達成のた め世 の読書子 との うるわしき共 同を期待す る。

(62)岩 波 文庫 と双壁であ った 『改造文庫』 にも奥付 の裏表紙 に 「発刊の辞」が掲載 され てい る。 タイ ト

ル も署名 も日付ないが、改造社社長の 山本 實彦 が執筆 した ようであ る。以下、全文 を掲載す る。岩 波

文庫 と比較 してみ る とお も しろい。

「我 社は世界 に於 ける出版界 の革命者 である。廉価版全集の創始者 である。我社 が大正15年11月 多

大の犠 牲 を予期 して廉価全集 を発行す るや 、感激 の声国内 を震撚 し、 日々数千通 の感謝状 が舞 ひ込ん

だ。今 迄、特権階級の もの芸術 であ り、哲 学であ り、経済、美術、科学 であった もの が無 産階級 の全

野に開放 され てか らは全国 を通 じて読書 階級 が一時に数十倍 とな った。 この画期 的現象 を招 来 し、我

国の文化 を一時 に引き上 げ文化史上赫 々たる我 社は、 尚その 内容 は別記 の如 くであるが、 我社は数十

年 を期 して、 あ らゆる権威 ある著作 を本集 に網羅 して民衆的一大文庫 を建設せん と欲す。 諸君の期待

と支持 を侯

口此の文庫は、 内容厳選 と最低の廉価 とを以て第一義 と し、専 ら大衆普及 を 目的 と して刊行す。

口此の文庫 に収容す るものは、東西古今百般の書 に亘 り、校訂 、註釈、総て典拠た るべ きを期す。

口此の文庫 は、社会、経済、政治、哲学、思想、歴史、文学 、芸術、美術等百般 に及ぶ。

ロ表紙上の番号 は単 に発行順 を示す ものなれ ど、将来検索上 の便宜 を考慮 に容れて 之を示す。

口1冊 の分量 は約百頁 以上五百頁 とし、定価 は約百頁 を単位 として拾銭 としそ の冊子 の頁 に応 じて二

十銭、 三十銭 、四十銭、五十銭 とす。 但、地図附録等挿入 の場 合は、必ず しもこの例 に依 らず。

口表紙意 匠中、1は 十 銭を、2は 二十 銭を、3は 三十 銭を示す。 以下之に倣 う。

口定価及 び送料左表 の如 し
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創立者 にみ る、若 き 日々 の読書 一創価大学 中央 図書館 「池田文庫」渉猟 一

背表紙
1 2 3 4 5 6 7 8

の符号

定価
10 20 30 40 50 60 70 80

(銭)

送料
2 4 6 8 10 12 14 16

(銭)

(63)改 造 文庫分野別 冊数 〔創 価大学中央図書館 『池 田文庫 目録』

総記0冊 哲学1冊 歴史4冊 社 会科学9冊

産業2冊 芸術0冊 言語0冊 文学5冊

(64)『週刊 朝 日』昭和44(1969)年6月20日 号

平成9(1997)年5月 現在〕

自然科学0冊 技術0冊

合計21冊

(65)井 上幸治(い の うえ ・こ うじ)明 治43(1910)年 一平成元(1989)年 フランス近 代史 を研究 し、

戦後 酉洋史研 究の一つの基礎 を作った。また、郷里 の埼 玉県に起 きた、「秩父事件」の先駆的研究や史

料集成 で も知 られてい る。昭和28(1953)年 か ら神戸大学 、立教大学、津 田塾大学の教授 をつ とめた。

主な著作に 『ミラボー とフ ランス革命』『ナポ レオ ン』 『秩父事件』 など多数。

平成4(1992)年8月 、創 価大学中央図書館 に蔵書(和 書3,178冊 洋書1,864冊)を ご寄贈いただい

た。

関寛治(せ き ・ひ ろは る)昭 和2(1927)年 一平成9(1997)年 国際政治学者。昭和46(1971)年 、

母校の東京大学教授 とな り、その後 、広島大学、立命館大学教授 となる。平 和研 究を推進 し日本平和

学会 を設立 し、初 代会長 となる。主 な著作 に 『現代東 アジア国際環境の誕生』『地球政治学 の構想』な

ど多数。

創 価大学 「平和 問題研究所」が昭和51(1976)年 開設 され、客員研究員 となる。

平成9(1997)年12月 、創価大学 中央 図書館 に蔵書8,000冊 をご寄贈 いただいた。

(参考 文 献)

『人 間革命』全12巻 池 田大作/著 聖教新聞社 昭和40(1965)年10月 一平成5(1993)年4月

『年譜 ・池 田大作1』 年譜 ・池 田大作編纂委員会/編 第三文明社 昭和56(1981)年

『デー タに見 る 「人 間革命」 の時代』パ ンプ キン編集部/編 潮 出版社 平成5(1993)年4月

『定本ベス トセ ラー 昭和史』塩澤実信/著 展望社 平成14(2002)年7月

『文庫博覧会』奥村敏明/著 青 弓社 平成11(1999)年10月

『ニ ッポ ン文庫大全』紀 田潤一郎、谷 口雅男/監 修 岡崎武志、茂原 弘一/編 ダイ ヤモ ン ド社

平成9(1997)年11月

『全集 ・内容綜覧 、上下』(現 代 日本文学綜覧 シ リーズ第1巻)昭 和57(1982)年6月

『講i談社 日本人名 大辞典』 上田正 明/他 監修 講談社 平成13(2001)年12月

『改造社 の時代 ・戦前編』水 島治男/著 図書 出版社 昭和51(1976)年5月

『改造社 の時代 ・戦 中編』 水島治男/著 図書 出版社 昭和51(1976)年6月

『改造社 と山本実彦』松原 一枝/著 南 方新社 平成12(2000)年4月

『東京都公立 図書館 略史』 東京都 立 日比谷 図書館 昭和44(1969)年

『東京 の公 立図書館』佐藤 政孝/著 泰流社 昭和49(1974)年1!月

『東京 の図書館 百年 の歩 み』佐藤i政孝/著 泰流社 平成8(1996)年6月

『千代 田図書館八十 年史』 千代 田区/著 千代 田区 昭和43(1968)年3月

『市 民社会 と図書館 の歩 み』佐藤政 孝/著 第 一法規 昭和54(1979)年10月
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別紙1

○ 『世 界 文 学 全 集 』(全38巻)新 潮社 昭 和2(1927)年 一昭 和5(1930)年

池 田文 庫 に は 第1期 、全38巻 の う ち 、第5巻 を 除 く37巻 を 所蔵 して い る 。

第5巻 未 所 蔵 分(ゴ シ ックで 記 載)

第1巻 『神 曲』 ダ ン テ/著 生 田長 江/訳 昭和4(1929)年 第2巻 『デ カ メ ロ ン』

ボ ッカチ オ/著 森 田 草 平/訳 昭和5(1930)年 別 冊 第3巻 『沙 翁 傑 作 集 』 シエ ・一・一・クス

ピヤ/著 横 山有 策/訳 昭和4(1929)年 『ハ ム レ ッ ト、 ジ ュー リヤ ス ・シ ー ザ ー 、 ヴ ェ

ニ ス の商 人 、 マ ク ベ ス 、 ヴ ェn・一ナ の 二紳 士 、 ロー ミオ と ジ ュ リエ ッ ト』 第4巻 『ドン ・キ

ホ ー テ』 セ ル 〔ヴ ァ〕 ンテ ス/著 片 上 伸/訳 昭和2(1927)年 第5巻 『失 楽 園 』 ミル

トン/著 繁 野 天 来/訳 昭 和4(1929)年 第6巻 『仏 蘭西 古典 劇 集 』 昭 和3(1928)年

『人 間 ぎ らひ 、女 学 者 の群 、気 で病 む男 』 モ リエ エ ル/著 内藤 濯/訳 『ル ・シ ッ ド、オ ラ

ー ス 』 コル ネ イ ユ/著 山 内義 雄/訳 『フ ェ エ ドル 、 ミ トリダ ア ト、 ア ン ドロマ ク 』 ラ ス

ィー ヌ/著 吉 江 喬 松/訳 『ブ リタニ キ ュス 』 ラス ィー ヌ/著 内藤 濯/訳 第7巻 『ア

イ 〔ヴ ァ〕 ン ホー 』 昭 和4(1929)年 『ア イ 〔ヴ ァ〕 ンホ ー 』 ス コ ッ ト/著 目高 只一/

訳 『復 讐 者 』 ダ ・クヰ ンズ イ/著 日高 只 一/訳 第8巻 『識 晦 録 』 ル ソオ/著 生 田長

江 、大 杉 栄 共/訳 昭和4(1929)年 第9巻 『フ ァ ウス ト其 他 』 ゲエ テ/著 秦 豊 吉/訳

昭和2(1927)年 『フ ァ ウス ト、若 き ヱル テル の悲 み 、 ヘル マ ン と ドnテ ア 、 ス テ ッ ラ、 エ

グ モ ン ト』 第10巻 『独 逸 古典 劇 集 』 昭 和5(1930)年 『群 盗 、 ウィ ル ヘ ル ム ・テ ル 』 シ

ル レル/著 秦 豊 吉/訳 『ペ ンテ ズ ィ レー ア 』 ク ライ ス ト/著 舟 木 重信/訳 『ユ ー デ ィ

ッ ト』 ヘ ッペ ル/著 中 島清/訳 『金 羊 毛 皮 』 グ リル パ ル ツ ェル/著 舟 木重 信/訳 第

11巻 『ポオ 傑 作 集:緋 文 字 其他 』 エ ドガ ア ・ア ラン ・ポ オ/著 谷 崎 精 二/訳 『ホ ー ソ ン短

篇 集 』 ナ サ ニエ ル ・ホ ー ソー ン/著 福 原 麟 太 郎/訳 昭和4(1929)年 第12巻 『レ ・ミ

ゼ ラブ ル 』 第1巻 ヴ ィ ク トル ・L一 ゴ ー/著 豊 島 与 志 雄/訳 昭和2(1927)年 第13巻

『レ ・ミゼ ラ ブル 』 第2巻 ヴ ィ ク トル ・ユ ー ゴー/著 豊 島 与 志雄/訳 昭 和2(1927)年 第

!4巻 『レ ・ミゼ ラブ ル 』 第3巻 ヴィ ク トル ・ユ ー ゴー/著 豊 島 与 志雄/訳 昭 和3(1928)

年 第15巻 『モ ン テ ・ク リス ト伯 』 第1巻 ア レクサ ン ドル ・デ ュ マ/著 山内 義 雄/訳 昭

和2(1927)年 第16巻 『モ ン テ ・ク リス ト伯 』 第2巻 ア レク サ ン ドル ・デ ュマ/著 大 宅

壮 一/訳 昭 和3(!928)年 第17巻 『ウー ジ ェニ イ ・グ ラ ンデ 』 バ ル ザ ック/著 椎 名 其

二/訳 『従 妹 ベ ッ ト』 バ ル ザ ッ ク/著 水 野 亮/訳 昭 和5(1930)年 第18巻 『二都 物

語 』 デ ィ ッケ ン ズ/著 柳 田泉/訳 昭和3(!928)年 『二都 物語 、世 の 中』 第19巻 『ナ

ナ』 エ ミイ ル ・ゾ ラ/著 宇 高 伸 一/訳 『夢 』 エ ミイ ル ・ゾ ラ/著 夢 木 村 幹/訳 昭 和

4(1929)年 第20巻 『ボ 〔ヴ ァ〕 リイ 夫 人 』 『女 の 一 生 』 フ ロベ エル/著 中村 星湖/

訳 昭 和2(1927)『 脂 肪 の魂 』 モ オ パ ッサ ン/著 広 津 和 郎/訳 第21巻 『父 と子 、処 女

地 、初 恋 ひ 』 イ ヴ ン ・ツル ゲ ー ネ フ/著 米 川 正 夫/訳 昭2(!927)年 第22巻 『罪 と罰 』

ドス トエ ー フス キイ/著 中村 白葉/訳 昭 和3(1928)年 第23巻 『復 活 、主 人 と下 男 、高

架 索 の捕 虜 』 レフ ・トル ス トイ/著 昇 曙 夢/訳 昭和2(1927)年 第24巻 『露 西 亜 三 人

集 』 昭和3(1928)年 『チエ ホ フ選 集 』 チ エ ホ フ/著 秋 庭 俊 彦/訳 『どん 底 、 チ エ ル

カ ッシ ュ』 ゴー リキ イ/著 原 久 一郎/訳 『タ ラス ・ブ ー リバ 、 鼻 』 ゴー ゴ リ/著 原 久

一 郎/訳 第25巻 『クォ ・〔ヴァ〕デ イ ス 、短篇 集 』 シ ェ ン キ ー ヴ ィ ッチ/著 木 村 毅 昭和3

(1928)年 第26巻 『イ プセ ン集 』 イ プセ ン/著 楠 山 正雄/訳 昭和2(1927)年 『人
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創立者 にみ る、若 き 日々の読 書一創 価大学 中央 図書館 「池 田文庫」 渉猟一

形の家、幽霊、民衆の敵、ロスメルスホルム、ヘ ッダ ・ガーブレル、小さいイ ヨルフ』 第27

巻 『北欧三人集』 昭和3(1928)年 『飢ゑ』 クヌウト・ハムスン/著 宮原晃一郎/訳 『ア

ルネ、シンネェヴェ ・ソルバッケン、手套』 ビヨルンソン/著 生田春月/訳 『地主の家の

物語、沼の家の娘』 ラゲルレフ/著 生田春月/訳 第28巻 『痴人の告白、死の舞踏其他』 ス

トリンドベ リ/著 三井光弥/訳 昭和3(1928)年 『痴人の告白、死の舞踏、罪また罪、

結婚物語』 第29巻 『テス、青奉其他』 昭和4(1929)年 『ダアバ ァヴィル家のテス』 ト

ーマス ・ハーデイ/著 宮島新三郎/訳 『青春、明 日、エ ミイ ・フォスタア』 ジョセブ ・コ

ンラッド/著 宮島新三郎/訳 第30巻 『椿姫、サフォ、死の勝利』 昭和3(1928)年 『椿

姫』 デユマフイス/著 高橋邦太郎/訳 『サフォ』 ドオデエ/著 武林無想庵/訳 『死

の勝利』 ダンヌンツィオ/著 生田長江/訳 第31巻 『寂 しき人々他8篇』 昭和2(1927)

年 『寂しき人々、織匠』 ハウプ トマン/著 成瀬無極/訳 『駅者ヘンシェル』 ハ ウプ ト

マン/著 秦豊吉/訳 『恋愛三昧、アナ トオル、緑の鵬鵡』 シュニッツレル/著 秦豊吉/

訳 『モンナ ・〔ヴァ〕ンナ、闊入者』 マアテルリンク/著 山内義雄/訳 『ペレアス とメ

リザンド』 マアテル リンク/著 小林竜雄/訳 第32巻 『現代仏蘭西小説集』 昭和4(1929)

年 『タイス』 アナ トール ・フランス/著 岡野馨/訳 『クランクビーユ』 アナ トール ・

フランス/著 山内義雄/訳 『ビュビュ ・ドウ・モンパルナッス』 シャルル ・ルイ ・フィリ

ップ/著 井上勇/訳 『地獄』 アンリ ・バル ビュス/著 小牧近江/訳 『狭き門』 アン

ドレ・ジイ ド/著 山内義雄/訳 第33巻 『英吉利及愛蘭戯曲集』 昭和3(1928)年 『人

と超人』 バァナア ド・ショウ/著 北村喜八/訳 『聖ジョウン、悪魔の弟子』 バァナア ド・

ショウ/著 市川又彦/訳 『法律の轍』 ゴールズワアジイ/著 菊池寛/訳 『勝利者 と敗

北者』 ゴールズワアジイ/著 山田松太郎/訳 『小 さな男、太陽、敗北』 ゴール ズワアジ

イ/著 大宅壮一/訳 『プレイボーイ、海に行く騎者』 シング/著 松村みね子/訳 第34

巻 『仏蘭西近代戯曲集』 昭和3(1928)年 『シラノ ・ド・ベルジュラック』 エ ドモン ・ロ

スタン/著 辰野隆、鈴木信太郎/共 訳 『聖女の裏面』 ド・キュレル/著 小川泰一/訳 『群

狼』 ロマン ・ロオラン/著 小川泰一/訳 『ロベエル とマリアンヌ』 ポオル ・ジュラルデ

ィ/著 市原豊太/訳 『群鴉』 アンリイ ・ベック/著 伊吹武彦/訳 『ロレンザッチ ョ』

ド・ミュッセ/著 渡辺一夫/訳 第35巻 『近代戯曲集』 昭和4(1929)年 『故郷』 ズー

デルマン/著 舟木重信/訳 『思はれ ぐされ』 ベナベ ンテ/著 永 田寛定/訳 『猶太街』

ハイエルマンス/著 朝倉純孝、朝倉すむ共/訳 『春の目ざめ』 ヴェデキント/著 野上豊

一郎/訳 『サロメ』 ワイル ド/著 楠 山正雄/訳 救民院病室グレゴリイ夫人/著 近藤孝

太郎/訳 『山の神々』 ダンセニー/著 松村みね子/訳 『横っ面をはられる彼』 アン ド

レエエフ/著 北村喜八、熊沢復六/共 訳 『熊』 チェホフ/著 米川正夫/訳 『検察官』 ゴ

ーゴリ/著 米川正夫/訳 第36巻 『近代短篇小説集』 昭和4(1929)年 第37巻 『近代詩

人集』 昭和5(1930)年 第38巻 『新興文学集』 昭和4(1929)年 『トラス ト・D.F.一

ヨーロッパ滅亡物語』 イリヤ ・エ レンブル グ/著 昇曙夢/訳 『前にたつ もの＼影』 グレ

ープ ・アレクセーフ/著 米川正夫/訳 『朝から夜中まで一戯曲』 ゲオルク・カイゼル/著

北村喜八/訳 『作者を探す六人の登場人物一戯曲』 ルイヂ ・ピランデルロ/著 本 田満津二

/訳 『虫の生活一戯曲』 チャベ ック兄弟/著 新居格/訳 『アルパ トーフの青年時代』 ミ

ハィエル ・プ リシブィン/著 蔵原惟人/訳
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○ 『世界文学全集』(全38巻)新 潮社 第2期(全19巻)昭 和7

池田文庫未所蔵分を参考に掲載する。

(1932)年

第1巻 『根こぎにされた人々 ・ベ レニスの園』 パレス/著 吉江喬茉/訳 第2巻 『弟子:

他1篇 』 ブールジェ/著 山内義雄/訳 第3巻 『燃え上がる青春』 レニエ/著 堀口

大学/訳 『深夜の告 白 ・リオネエ倶楽部』 デュアメル/著 中村星湖/訳 第4巻 『赤 と

黒』 スタンダール/著 佐々木孝丸/訳 第5巻 『ジェエイン ・エア』 ブロンテイ/

著 十一谷義三郎/訳 第6巻 『ロー ド・ジム』 コンラッド/著 谷崎精二/訳 『ク

n一 ム ・イエm・一』 ハックスレイ/著 森田草平/訳 第7巻 『ノー ト・バンゲイ』 エ

イチ ・ジイ ・ウエルズ/著 宮嶋新三郎/訳 第9巻 『ジェニー ・ゲルハー ト』 ドライサ

ー/著 高垣松雄/訳 『白い牙』 ジャック・ロン ドン/著 北村喜八/訳 第10巻 『猫

橋 ・憂愁夫人』 ズウデルマン/著 生田春月、池谷信三郎/訳 第11巻 『ブデンプロオク
ー家、第1』 トオマス ・マン/著 成瀬無極/訳 第12巻 『トンネル:他2篇 』 ケッラ

アマン/著 泰豊彦/訳 第13巻 『最後の一線』 アルツイバーシェフ/著 米川正夫/訳

第14巻 『決闘 ・マーヤ』 クープリン/著 昇曙夢/訳 第15巻 『穴熊』 レオー ノブ/著

中村白葉/訳 第16巻 『死せるパスカル』 ピランデル ロ/著 岩崎純孝/訳 『悪の道』

デレッダ/著 有島生馬、岩崎純孝/訳 第17巻 『地中海』 ブラスコ ・イバーニエス/著

長田寛定/訳 第18巻 『嘘のカ ・人生 ・世界の顔』 ボーエル/著 宮原晃一郎/訳 第19

巻 『ブッデンプロオクー家、第2』 トオマス ・マン/著 成瀬無極/訳 『嘆きの天使』

ハインリヒ ・マン/著 和田顕太郎/訳

○ 『明治大正文学全集』(全60巻)春 陽堂 昭和2

池田文庫未所蔵分を参考に掲載する。

(1927)年 一 昭 和7(1932)年

第1巻 東海散土篇 佳人之奇遇.矢 野竜渓篇 斉武名士経国美談2篇 第2巻 末

広鉄膓篇 雪中梅 丹羽純一郎/訳 篇 花柳春話(ロ ウ ド・リトン/著 丹羽純一郎/訳)成

島柳北篇 柳橋新誌 仮名垣魯文篇 西洋道中膝栗毛 饗庭篁村篇 人の噂、 権妻の果、 走

馬燈、 随筆.幸 堂得知篇 酒乱 第3巻 坪内遣遙篇 切一葉、 沓手鳥孤城落月、 牧の

方 第一作、名残の星月夜、 新曲浦島、 お夏狂乱、 寒山拾得、 お七吉三、 ハムレッ ト(シ

ェークスピヤ/著 坪内遣遙/訳)一 読三歎当世書生気質、細君、壱円紙幣の履歴ぱなし、

梓神子 第4巻 長谷川二葉亭篇 平凡、 浮雲、 あひびき(ツ ルゲーネフ/著 二葉亭

/訳)う き草(ツ ルゲーネフ/著 二葉亭/訳)山 田美妙斎篇 醐蝶、 まことに憂世、 横

沢城、 猿面冠者、 小宰相局,矢 崎嵯峨の舎篇 初恋、 流転、 空蝉、 っまらぬ人、 悔恨、
一剣有響落花村 第5巻 尾崎紅葉篇 金色夜叉、 伽羅枕、 七十二文命の安売、 心の闇、

多情多恨 第6巻 幸田露伴篇 天 うっ浪4巻 、五重塔、 風流仏、 一口剣、 対燭腰、 奇

男児、 一刹那、 二 日物語、 有福詩人、 不蔵庵物語、 蝸牛庵夜諌 第7巻:森 鴎外篇 即

興詩人(ア ンデルセン/著 森鴎外/訳)う たかたの記、 舞姫、 文つかい、 ヰタ ・セクスア

リス、 青年、 あそび、 玉筐両浦喚、 日蓮聖人辻説法、 生田川、 静、 雁、 蛙(Frederic

Mistral/著 森鴎外/訳)橋 の下(FredericBoutet/著 森鴎外/訳)刺 絡(Kar!Hans

Strobl/著 森鴎外/訳)辻 馬車(FranzMolnar/著 森鴎外/訳)高 瀬舟、 阿部一族、 ち

いさんばあさん、 最後の一句、 山椒大夫、 寒山拾得、 魚玄機、 大塩平八郎 第8巻 黒
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創立者にみ る、若 き 日々の読書 一創価大学 中央 図書館 「池 田文庫」渉猟 一

岩涙香篇 巌窟王(ア レキサン ドル ・デュマ/著 黒岩涙香/訳)森 田思軒篇 十五少年

(ジュウS-・一一ルスヴェルヌ/著 森田思軒/訳)第9巻 広津柳浪篇 雨、 河内屋、 今戸

心中、 紫被布、 二人や もめ、 変 目伝、 骨ぬすみ、 花ちる頃、 幼時、 目黒小町.広 津和

郎篇 波の上、 本村町の家、 師崎行、 遊戯場、 隠れ家、 生きていく、 勝者敗者 第10

巻 斎藤緑雨篇 かくれんぼ、 油地獄、 犬蓼、 見切物、 売花翁.若 松志づ子篇 小公

子(バ ーネ ット/著 若松志づ子/訳)後 藤宙外篇 独行、 のこる光、 やぶれ し人、 魂

のあ りか、 手向の笛、 会津節 漣山人篇 友禅染 第11巻 高山樗牛篇 滝 口入道、 月

夜の美感に就いて、巣林子の女性、 平家雑感、世界の四聖、 日蓮上人 とは如何なる人ぞ、 わ

がそでの記、 人生終に奈何、 一葉女子の 『たけくらべ』を読みて、 清見寺の鐘声、 天才の

出現、 況後録、 釈迦,樋 ロー葉篇 にごりえ、 われから、 ゆく雲、 やみ夜、 大っ こも

り、 経っくゑ、 暁月夜、 うもれ木、 闇桜、 たま裡、 五月雨、 別れ霜、 雪の 日、 琴の音、

花こもり、 軒もる月、 うつせみ、 この子、 十三夜、 わかれ道、 うらむ らさき、 たけくら

べ、 かれ尾花、 日記,川 上眉山篇 大 さかづき、 ふ ところ日記、 破倫、 賎機、 墨染桜、

雪折竹、 白藤 第12巻 泉鏡花篇 一之巻、 二之巻、 三之巻、四之巻、 五之巻、 六之巻、

誓之巻、 照葉狂言、 風流線、 註文帳、 歌行燈、 外科室、 女客、 葛飾砂子、 通夜物語、 三

枚続、国貞ゑがく、櫛巻、唄立山心中一曲 第13巻 徳富藍花篇 不如帰、 自然 と人生、思

出の記 第14巻 村上浪六篇 三 日月、 後の三日月、 井筒女之助、 奴の小万、 鬼奴、 安

田作兵衛、 のこる嵐、 たそや行燈.塚 原渋柿園篇 島左近、 山中源左衛門、 最上川 第

15巻 村井弦斎篇 桜の御所、 小弓御所、 両美人、 飛乗太郎,江 見水蔭篇 夏の館、 焼

山越、 温泉、 狂詩人、 島守、 泥水清水、 水錆、 備前岡山、 暁に帰る、 故郷の寂しさ、 蛇

窪の踏切、 蕎麦凍る夜 第16巻 小杉天外篇 魔風恋風、 コブシ 第17巻 小栗風葉篇

青春、 恋慕ながし、 髪下地 第18巻 菊池幽芳篇 己が罪、 乳姉妹 第19巻 柳川春葉

篇 生さぬ仲 佐藤i紅緑篇 春を追ふて 第20巻 正岡子規篇 和歌篇 明治26年 及至明治

35年,随 筆小説篇 墨汁一滴 他3篇,小 品篇 小園の記 他18篇 歌論歌話篇 歌よみに

与ふる書 他2篇 俳論俳話篇 俳譜大要 他6篇 俳句篇 明治18年及至明治35年 第21巻

長塚節篇 土、 芋掘 り、 炭焼のむすめ、佐渡ガ島,高 浜虚子篇 風流俄法、 斑鳩物語、 大

内旅宿、 三畳 と四畳半、 興福寺の写真、 十五代将軍、 杏の落ちる音、 道、 俳譜師、 兄、

柿二っ,吉 村冬彦篇 藪柑子集 第22巻 国木田独歩篇 愛弟通信、 忘れえぬ人々、 源

をぢ、 たき火、 詩想、 死、 鹿狩、 河霧、 置土産、 武蔵野、 帰去来、 少年の悲哀、 昼

の悲しみ、 春の鳥、 山のカ、 酒 中日記、 神の子、 運命論者、 日の出、 非凡なる凡人、 馬

上の友、 正直者、 女難、 一家内の珍聞、 岡本の手帳、 号外、 波の音、 恋を恋す る人、 泣

き笑ひ、 窮死、 都の友へ、B生 より、 暴風、 渚、 二老人、 竹の木戸、 空知川の岸辺、 二

少女、 湯ケ原ゆき、 湯ケ原より、 肱の侮辱、 独歩吟、 欺かざるの記 第23巻 田山花袋

篇 蒲団、 田舎教師、 ある僧の奇蹟、 時は過ぎ行く、 再び草の野に、 をばさんのIMAGE、 旅

の者、 重右衛門の最後 第24巻 島崎藤村篇 若菜集、 一葉集、 夏草、 落梅集、 桜の実

の熟する時、 新生、 嵐 第25巻 徳田秋声篇 足遮、 欄、 あらくれ、 彼女 と少年、 あ

る売笑婦の話、 犠牲者.葛 西善蔵篇 哀 しき父、 贋物、 奇病患者、 酔狂者の独 白、 愚作

家 と劇臥、 暗い部屋にて、 不良児、 おせい、 轟 く者、 浮浪、 推の若葉、 湖畔手記、 血

を吐く、 バカスカシ、 われ と遊ぶ子、 従弟、 弱者 霜枯れ作家の話、 悪魔 第26巻 和

歌俳句篇 俳句篇(正 岡子規等)、 和歌篇(川 田順等)第28巻 鈴木三重吉篇 千鳥、 山

彦、 おみっ さん、 烏物語、 黒髪、 小猫、 小鳥の巣、 金魚、 瓦、 黒血、 櫛、 紅皿、 桑
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の実、 霧の雨、 人の馬鹿 第29巻 森 田草平篇 煤煙、 初恋、 輪廻 第30巻 岩野泡

鳴篇 耽溺、 毒薬女、 征服被征服,小 川未明篇 薔薇 と巫女、 物言はぬ顔、紫のダリヤ、

魯鈍な猫、 うば車、 空中の芸当、 火を点ず、 靴屋の主人、 死者の満足 中村星湖篇 少年

行、 親、 村の西郷、 畑、 通過 第31巻 永井荷風篇 腕 くらべ、 ふらんす物語、 冷笑、

日和下駄、すみだ川、 紅茶の後、 珊瑚集 第32巻 上司小剣篇 ごりがん、美女の死骸、

水曜 日の女、 女犯、 英霊、 兵隊の宿、 月夜、 筍婆、 石川五右衛門の生立、 女帝の悩み、

鰹の皮、 父の婚礼.正 宗 白鳥篇 何処へ、 塵埃、 五月幟、 地獄、 徒労、 泥人形、 午部

屋の奥ひ、死者生者、安土の春、人さまざま、心中未遂 第34巻 武者小路実篤篇 耶蘇、

或る日の一休、 わしも知らない、 二十八歳の耶蘇、 その妹、 愛欲、 ある画室の主、 第三

の隠者の運命 長与善郎篇 青銅の基督、 陸奥直次郎、春田の小説 第35巻 谷崎潤一郎

篇 刺青、 麟麟、 幕間、 秘密、 悪魔、 続悪魔、 葵、 恋を知る頃、 お艶殺 し、 改作恐1布

時代、 人魚の嘆き、 魔術師、 春の海辺、 母 を恋ふる記、 異端者の悲 しみ、 喜劇腕角力、 無

明 と愛染、 友 田と松永の話、 少年、 呪われた戯 曲 第36巻 詩篇 外山正一篇 他52篇 、

昭和新進作家篇 第37巻 有島武郎篇 或る女、 カインの末喬、 クララの出家、 実験室、

凱旋,有 島生馬篇 死ぬほど、 陳子へ、 孤鶯鏡中影、 弟へ、 葡萄園の中 第38巻 久

保田万太郎篇 朝顔、 ふゆそら、 三の切、 末枯、 続末枯、 寂しければ、 暮れがた、 雪、

雨空、 夜鴉、不幸、 短夜.水 上滝太郎篇 大阪、 大阪の宿 第39集:倉 田百三篇 出

家とその弟子、 処女の死、 後寛、 桜児,吉 田絃二郎篇 島の秋、 彼岸詣 り、 青い毒薬、

夜船、 地に落っるもの、 蜥蜴、 徳 さん、 山の湯、 落葉の路、 貸家礼、 馬鈴薯畑、 さる

すべ り、 囚人の子、 尺八を吹く男、 高原、 寂しき人々、 法妙寺の叔母、 叔父夫婦 、 武蔵

野の秋 他30篇 第40巻 志賀直哉篇 暗夜行路、 荒絹、 剃刀、 濁った頭、 大津順吉、

好人物の夫婦 、 赤西蠣太、 和解、 十一月三日午後の事、 流行感 冒、 小僧の神様、 山科の

記憶 佐藤春夫篇 改作田園の憂欝、 都会の憂轡、 指紋、 瀬沼氏の山羊、 のんしゃらんの

記憶 第41巻 藤森 成吉篇 若き日の悩み、犠牲、礫茂左衛門,加 能作次郎篇 祖母、羽

織 と時計、 子供の便 り、 釜、 父の顔 豊島与志雄篇 埋想の4、 月明、 都会の幽気、 操

守.松 岡譲篇 護法の家、 モ トリザ、 耳疵の歴史 田村俊子篇 木乃伊の口紅 第42巻

近松秋江篇 黒髪、 葛城太夫、 流れ、 舞鶴心中、 疑惑、 別れた妻、 子の愛の為に 宇野

浩二篇 高天ケ原 蔵の中、 子を貸し屋、 心づ くし、 山恋ひ、 千万老人 第43巻 里見弾

篇 河岸のかへ り、 手紙、 勝負、 晩い初恋、 夏絵、 善心悪心、 俄あれ、 失われた原稿、

銀二郎の片腕 、 恐 しき結婚、 朴の歌留多札、 毒輩、 夜桜、 ムス武遺聞、 不貞、 夢みたい

な話、 多情仏心 第44巻 小山内薫篇 大川端,久 米正雄篇 破船、 受験生の手記、 敗

者、 良友悪友、 大人の喧嘩、 虎、 金魚、 山鳥 第45巻 芥川竜之介篇 鼻、 芋粥、 煙

草と悪魔、 楡盗、 戯作三昧、 地獄変、 るしへる、 奉教人の死、 あの頃の自分の事、 きり

しとほる上人伝、 蜜柑、 舞踏会、 秋、 南京の基督、 杜子春、 藪の中、 将軍、 トロッコ、

庭、 六の宮の姫君、 おぎん、 百合、 三っの宝、 神神の微笑、 白、 一塊の土、 糸女覚え

書、 少年、 湖南の扇、 年末の一 日、 三っのなぜ、 春の夜、 点鬼簿、 彼 第二、 玄鶴山

房、 屡気楼、 河童、 手紙、 三っの窓、 或阿呆の一生、 西方の人、 続西方の人、 或る旧

友へ送る手記.室 生犀星篇 幼年時代、 地下室と老人、 蒼白き巣窟、 性に眼覚める頃、 或

る少女の死まで、 一冊のバイブル 第46巻 菊地寛篇 新珠、 慈悲心鳥、 恩を返す話、 忠

直卿行状記、 藤十郎の恋、 恩讐の彼方に、 蘭学事始、 入れ礼、 肉親、 我鬼、 父帰 る、 屋

上の狂人、 義民甚兵衛、 恋愛病患者 第47巻 戯曲篇 第1河 竹黙阿弥篇 三人吉三
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創立者にみる、若き日々の読書一創価大学中央図書館 「池田文庫」渉猟一

廊初実、 戻稿、 盲長屋梅加賀鳶 依田学海篇 吉野拾遺名歌誉 福地桜痴篇 侠各春雨傘、

大森彦七 榎本虎彦篇 名工柿右衛門 右田寅彦篇 生嶋新五郎、 紀国文左大尽舞 第48巻

戯曲篇 第2岡 本綺堂篇 屋上伊太八、 室町御所、 番町皿屋敷、 鳥辺山心中、 箕輪の

心中、修禅寺物語、小栗栖の長兵衛、権三 と助十、 佐々木高綱、俳譜師 伊原青々園篇 出

雲の阿国 岡鬼太郎篇 御存知東男、深興三玉 兎横櫛 高安月郊篇 桜時雨、飴買土平、関

ケ原序曲 醍醐の春、 関ケ原 松居松翁篇 茶 を作る家、 淀君 と三成 山崎紫紅篇 甕破紫

田、 歌舞伎物語 島村抱月篇 運命の丘、 清盛 と仏御前 第49巻 戯曲篇 第3中 村吉

蔵篇 戯曲淀屋辰五郎 木下杢太郎篇 柏屋伝右衛門、和泉屋染物店、南蛮寺門前 吉井勇

篇 狂芸人、 俳譜亭句楽の死、 燭骸尼 秋田雨雀篇 国境の夜、 手投弾、 喜劇アスパ ラガ

ス 池田大伍篇 茨木屋幸斎、 男達ばや り、 根岸の一夜、 滝口時頼,鈴 木泉三郎篇 生

きてゐる小平次、美 しき白痴の死、次郎吉戯悔、谷底、火あぶ り、心中の始末 第50巻 戯

曲篇 第4山 本有三篇 嬰児殺し、 生命の冠、 女親、 同志の人々、 海彦山彦、 大磯が

よひ、 雪、 父親、 西郷 と大久保 小 山内薫篇 亭主、 吉利支丹信長、 息子、 森有礼、 第

一の世界、 公園裏、 俊寛、 三人と三人、 西山物語、 緑の朝,岸 田国士篇 古い玩具、 命

を弄ぶ男ふたり、 ぶ らんこ、 紙風船、 麺麹屋文六の思案、 葉桜、 屋上庭園、 騨雨、 村で

一番の藁の木、チuル の秋 第51巻 短篇集 第1江 口漢篇 恋 と牢獄 小林多喜二篇

東倶知安行 林房雄篇 林檎、 絵のない絵本、 新いそっぷ物語 徳永直篇 豊年飢饒、「赤い

恋」以上,片 岡鉄兵篇 綾里村快挙録 窪川いね子篇 キャラメル工場から、 いろは長屋の

耳目、別れ、 幹部女工の涙 黒島伝次篇 権、氾濫、渦巻 ける鳥の群 山田清三郎篇 小

さい田舎者、 紙幣束、 幽霊読者 橋本英吉篇 労働市場、 メキシコ共和国の滅亡、 没落者

の群,立 野信之篇 四日間、アスファル トの仲間、施療産院にて 中野重治篇 砂糖の話、

波のあひま 村山知義篇 処女地、理髪、 脱走少年の手紙 第52巻 細田民樹篇 黄色い窓

細 田源吉篇 大都 下村千秋篇 瀕死の浮浪女群、 ドナウ・ホテルの殺人 牧野信一篇 村

のス トア派、 吊籠 と月光 と、 歌へる日まで 第53巻 加藤武雄篇 東京の顔 中村武羅夫

篇 瑠璃鳥 第54巻 大仏次郎篇 かげろふ噺、 山の娘、 半身、 仲間同志 牧逸馬篇 水

晶の座、 白仙境 第55巻 現代作家篇 〔第1〕 横光利一篇 日輪、 機械 十一谷幾三

郎篇 あの道この道、 街の犬 滝井孝作篇 ゲテモノ、 養子、 結婚まで、 父来たる 佐々

木茂索篇 おちいさんとおばあさんの話、 ある死 ・次の死、 兄 との関係、 或冬の 日に、 魚

の心、 是好 日、 所謂生き死に,川 端康成篇 伊豆の踊子、 死体紹介人、 十六歳の日記,

中河与一篇 肉親の賦 稲垣足穂篇 天体嗜好症、青い箱 と紅い骸骨 坪田譲治篇 正太

の馬、 子供の憂欝、 正太樹をめぐる 竜胆寺雄篇 放浪時代 久能豊彦篇 シャッポで男 を

ふせた女の話 井伏鱒二篇 朽助の居る谷間、 丹下氏邸 堀辰雄篇 眠っている男、音楽

のなかで、ルウベンスの偽画 嘉村礒多篇 業苦、秋立っまで 小林秀雄篇 オフェリャ遺

文 第56巻 江戸川乱歩篇 心理試験、 二廃人、 白昼夢、屋根裏の散歩者、 人間椅子、押

絵と旅する男、百面相役者、 幽霊 大下宇陀児篇 情獄、 盲地獄、決闘街、爪、 死の倒影、

十四人目の乗客、 毒、 蠕鍮綺諦、 リウ ・キノウの不思議な夢、 生きていた靴下の話、 痛ま

しき庄作、 蒲鉾、 紅座の庖厨、 真夏の殺人 甲賀三郎篇 號珀のパイプ、 恋を拾った話、

錬金術、 亡霊の指紋、悪戯、或る夜の出来事、空家の怪 小酒井不木篇 恋愛曲線、 肉腫、

印象、 暴風雨の夜、 謎の咬傷、 愚人の毒、 呪はれの家、 秘密の相似 第57巻 佐々木邦

篇 ぐうたら道中記.辰 野九紫篇 恋の警笛、 女優極楽 中村正常篇 日曜 日のホテルの電

話、 阿五家の家風、 幸福な結婚、 我が家の幸福、 チエコ ・チャコ株式会社、 従順な夫 をも
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っ妻と隣家の奥さん、 理窟っぽい妻が風邪をひいた晩、 アパー トの花嫁の料理、 三人のウル

トラ・マダム、ユマ吉とペソコと二人の愛、G酒 場の女給たちの向上心、超現実派の花嫁、結

婚の害について 正木不如丘篇 木賊の秋、法医学教室、銀河、時に樟さす 第58巻 長

谷川伸篇 沓掛時次郎、 股旅草鮭、 中山七里、 関の弥太っべ、 町の入墨者、 瞼の母、 舶

来巾/著 切、 掬摸の家、 九郎の関、 人斬り伊太郎 白井喬二篇 新撰組 第59巻 佐々木

味津三篇 右門捕物帳 直木三十五篇 仇討浄瑠璃坂 第60巻 現代作家篇 第2葉 山

嘉樹篇 淫売婦、 セメン ト樽の中の手紙、 出しや うのない手紙、 労働者の居ない船、 乳色

の霜、凌洪船 前田河広一郎篇 三等船客、 太陽の黒点、 旗が振 られる.金 子洋文篇 天

井裏の善公 平林たい子篇 施療室にて、 夜風、 西向の監房、 足音、 投げすてよ、 私の友

人 小島政二郎篇 一枚看板、 月二回、 生理的腫物、 子にかへる頃、 家 浅原六朗篇 深

見のヘ レニズム、 青き ドナウ、 軽蔑 された ドン ・ファン、 木馬舘、 ビルの生活者と表情 犬

養i健篇 亜刺比亜人エルファイ、 南国 改作 池谷信三郎篇 橋、 マクダレナ、 忠僕、 後妻

の気持 岡田三郎篇 妻の死と百合公、 母

○ 『世 界 大衆 文 学 全 集』(全80巻)改 造 社 昭 和2(1927)年 一 昭 和6(1931)年

池 田 文 庫 に は69、70巻 『巌 窟 王』 上 、 下 を 除 く、78巻 を 所蔵 して い る 。

第1巻 『鉄仮面』大デュマ/著 大仏二郎/訳 昭和4(1929)年 第2巻 『家なき児』マ

ロー/著 菊池幽芳/訳 昭和3(1928)年 第3巻 『前線十万』ヤン ・へ一/著 桜井忠温

/訳 昭和4(1929)年 第4巻 『アルセーヌ ・ルパン』ルブラン/著 保篠龍緒/訳 昭

和3(1928)年 第5巻 『椿姫』小デュマ/著 『マノン ・レスコオ』プレポオ/著 久米正

雄/訳 昭和3(1928)年 第6巻 『三銃士』大デュマ/著 三上於菟吉/訳 昭和4(1929)

年 第7巻 『放蕩息子』ケイン/著 菊池寛/訳 第8巻 『ダイヤモン ド、カー トライ ト事

件』 フレッチャー/著 森下雨村/訳 昭和3(1928)年 第9巻 『オリヴァー ・ツウィス

ト』デイ ッケンズ/著 馬場孤蝶/訳 昭和5(1930)年 第10巻 『マーク ・トウヱーン名作

集』 トウヱーン/著 佐々木邦/訳 昭和5(1930)年 第11巻 『秘密第一号 他一篇』ホル

ラア/著 木村毅/訳 昭和5(1930)年 第12巻 『巴里の秘密』シュー/著 武林夢想庵/

訳 昭和4(1929)年 第13巻 『アンクル ・トムス ・ケビン』ス トー/著 和気律次郎/訳 昭

和3(1928)年 第14巻 『英米新進作家集』欧米諸家/著 牧逸馬/訳 昭和4(1929)年 第

15巻 『メ トロポリス他1篇 』ハルボウ/著 泰豊吉/訳 昭和3(1928)年 第16巻 『カチ

ユウシヤ』 トルス トイ/著 近松秋江/訳 昭和4(1929)年 第17巻 『九十三年』 ユー

ゴー/著 早坂二郎/訳 昭和3(1928)年 第18巻 『宝島他二篇』スティイヴンスン/著 野

尻清彦/訳 昭和3(1928)年 第19巻 『スペー ドのキング、四枚のクラブー』ヅーゼ/著 小

酒井不木/訳 昭和4(1929)年 第20巻 『ステラ ・ダラス』ブn・一チー/著 『ラ ・ポエ・一一一・一ム』

ミュルゼ/著 森岩雄/訳 昭和3(1928)年 第21巻 『シャアロック ・ホウムズ』 ドイル/

著 延原謙/訳 昭和3(1928)年 第22巻 『ゼンダ城の虜』ホープ/著 寺田鼎/訳 昭和

4(1929)年 第23巻 『紅繋葵』オルツイ/著 松本泰/訳 昭和4(1929)年 第24巻 『宇

宙戦争』ウエルズ/著 『海底旅行』ヴェルヌ/著 木村信児/訳 昭和4(!929)年 第25巻 『平

妖伝』羅貫中/著 佐藤i春夫/訳 昭和4(1929)年 第26巻 『ル コツク探偵』『河畔の悲劇』

ガボリオー/著 田中早苗/訳 昭和4(1929)年 第27巻 『スカラムツシユ』サバチニ/

著 小 田律/訳 昭和3(1928)年 第28巻 『洞窟の女王 ソロモン王の宝窟』ハガー ド/
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創立者 にみ る、若 き 日々の読書 一創 価大学 中央 図書館 「池 田文庫」渉猟一

著 平林初之輔/訳 昭和3(1928)年 第29巻 『海の義賊他1篇 』ベルネエ ド/著 高橋邦

太郎/訳 昭和4(1929)年 第30巻 『ポオ、ホフマン集』ポオ/著 ホフマン/著 江戸川

乱歩/訳 昭和4(1929)年 第31巻 『三等水兵マルチン』タフレイル/著 福永恭助/訳 昭

和4(1929)年 第32巻 『幻島ロマンス』ゲール/著 野口米次郎/訳 昭和4(1929)年

第33巻 『ロモラ』エ リオット/著 賀川豊彦/訳 昭和4(1929)年 第34巻 『世界滑稽名

作集』欧米諸家/著 東健而/訳 昭和4(1929)年 第35巻 『世界怪談名作集』欧米諸家

/著 岡本綺堂/訳 昭和4(1929)年 第36巻 『世界怪奇探偵事実物語集』欧米諸家/著 松

本泰/訳 昭和4(1929)年 第37巻 『グラン ド・バ ビロン ・ホテル』ベネット/著 平田禿

木/訳 第38巻 『水濡伝』施耐庵/著 笹川臨風/訳 昭和5(1930)年 第39巻 『永遠の

都』ケイン/著 戸川秋骨/訳 昭和5(1930)年 第40巻 『ロビンソン ・クル ウソオ』デフ

ォー/著 白石實三/訳 『假面の騎士』ボアコベ/著 白石實三/訳 『十五少年』 ヴェル

ヌ/著 白石實三/訳 昭和5(1930)年 第41巻 『テス』バー一デイ/著 廣津和郎/訳 昭

和5(1930)年 第42巻 『二都物語』デイッケンズ/著 名原廣三郎/訳 昭和5(1930)年

第43巻 『血と砂』イパニエス/著 鈴木厚/訳 昭和5(1930)年 第44巻 『カルメン』『コ

ロンバ』メリメ/著 宇高伸一/訳 昭和5(1930)年 第45巻 『ボムペイ最後の日』リット

ン/著 小池寛次/訳 昭和5(1930)年 第46巻 『小公子』『小公女』バアネッ ト/著 佐

佐木茂索/訳 昭和5(1930)年 第47巻 『あの山越えて』カー トン/著 尾崎士郎/訳 昭

和5(1930)年 第48巻 『赤襯衣物語』ゴロオー/著 『ビムリコの博士』キュウ/著 『緑

の扉』ランドン/著 大木篤夫/訳 昭和5(1930)年 第49巻 『闇を縫ふ男』 オルチイ/

著 浅野玄府訳/訳 昭和5(1930)年 第50巻 『ガリヴアの旅』『海老足男の復活』スウィ

フ ト/著 鈴木彦三郎/訳 昭和5(1930)年 第51巻 『十字軍の騎士』シエンキエ ヴィッチ

/著 森田草平/訳 『しや くんた ら姫』カ リダサ/著 森田草平/訳 昭和5(1930)年 第

52巻 『海の鷹』サバチニ/著 小田律/訳 昭和5(1930)年 第53巻 『黒星』マ ッカレー

/著 和気律次郎/訳 昭和5(1930)年 第54巻 『ノー トルダムの偏褄男』ユーゴー/著 松

本泰/訳 昭和5(1930)年 第55巻 『冬来なば』ハツチンソン/著 『置き手紙』スタウト

/著 木村毅/訳 昭和5(1930)年 第56巻 『クオ ・ヴァヂス』センキウイッチ/著 直木

三十五/訳 昭和5(1930)年 第57巻 『ラ・バタイユ』ファレエル/著 高橋邦太郎/訳 『震

天同地』ルブラン/著 高橋邦太郎/訳 昭和5(1930)年 第58巻 『千一夜物語、恋愛論』

森田草平/訳 昭和6(193!)年 第59巻 『モープラ』サンド/著 大村雄治/訳 昭和6

(1931)年 第60巻 『ソーンダイク博士』フリーマン/著 水野泰舜/訳 昭和6(1931)年

第61巻 『ヂエイン ・エア』上巻 ブロンテイ/著 遠藤i寿子/訳 昭和5(1930)年 第62

巻 『ヂエイン ・エア』下巻 ブuン テイ/著 遠藤寿子/訳 昭和5(1930)年 第63巻 『ウ

オタ ・ベ ビ』キングス レ/著 阿部知二/訳 『イワンの馬鹿』 トルス トイ/著 阿部知二/

訳 昭和6(1931)年 第64巻 『沙翁物語』ラム/著 菊池重三郎/訳 『ワグネル物語』

マ ックスパデン/著 菊池重三郎/訳 昭和5(1930)年 第65巻 『ヴエンデツタ』コレリ/

著 千葉亀雄/訳 昭和6(1931)年 第66巻 『柳斎志異』蒲松齢/著 田中貢太郎/訳 昭

和5(1930)年 第67巻 『西遊記』邸処機/著 弓館小鰐/訳 昭和6(1931)年 第68巻 『八

犬伝物語』馬琴/著 内田魯庵/訳 昭和6(1931)年 第69巻 『巌窟王』上巻 デユマ/

著 黒岩涙香/訳 昭和6(1931)年 第70巻 『巌窟王』下巻 デユマ/著 黒岩涙香/訳

昭和6(1931)年 第71巻 『獅子狩の人、他2篇 』ドオデエ/著 泰豊吉/訳 昭和6(!931)

年 第72巻 『新聞記者スミス』ウッドハウス/著 木村毅/訳 『私刑』 ドライザ/著 木村毅
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/訳 『何故時計がとまったか?』 ベネ ット/著 木村毅/訳 昭和6(1931)年 第73巻 『カ

ーステンの家憲』キニー/著 早坂二郎/訳 昭和6(1931)年 第74巻 『フラウ ・ゾルゲ、

他4篇 』ズーデルマン/著 池谷信三郎/訳 昭和6(1931)年 第75巻 『善良な男』デュ ・

コック/著 木村信児/訳 『卓に椅る十三人』ヨーカイ/著 木村信児/訳 『淑女か猛虎か』

ス トックトン/著 木村信児/訳 『ゾベイ ドの奇蹟』ミル/著 木村信児/訳 昭和6(1931)

年 第76巻 『愛国侠盗伝、悪魔博士』ローマー/著 寺田鼎/訳 昭和6(1931)年 第77

巻 『正義の人々』ウオー レス/著 水野泰舜/訳 昭和6(1931)年 第78巻 『倫敦塔』エ

インズワ・一・一・`ス/著 石 田幸太郎/訳 昭和6(1931)年 第79巻 『赤狼城秘諌』『失踪夫人』

ロスニイ/著 藤 田龍郎/訳 昭和6(1931)年 第80巻 『有効期間十 日間、他3篇 』 トツデ

イ/著 小野七郎/訳 昭和6(1931)年

○ 『近代劇全集』(全43巻 別冊1巻)第 一書房 昭和2

イプセン誕生百年祭記念出版 池田文庫に全巻所蔵

(1927)年 一 昭和5(1930)年

第1巻 北欧篇 『恋の喜劇』 イプセン/著 高橋健二/訳 『ブラン ド』 イプセン/著 茅

野薫々/訳 『人形の家』 イプセン/著 秦豊吉/訳 『鴨』 イプセン/著 森田草平/訳

第2巻 北欧篇 『ペエア ・ギユン ト』 イプセン/著 茅野薫々/訳 『ロスメルスホルム』

イプセ ン/著 三井光弥/訳 『ヘツダガーブレル』 イプセン/著 三井光弥/訳 第3巻

北欧篇 『父』 ス トリン ドベリイ/著 小宮豊隆/訳 『ダマスクスへ』 ス トリン ドベ リイ

/著 茅野薫々/訳 『稲妻』 ス トリンドベ リイ/著 小宮豊隆/訳 第4巻 北欧篇 『令

嬢イユリエ』 ス トリンドベ リイ/著 茅野薫々/訳 『死の舞踏』 ス トリン ドベ リイ/著 山

本有三/訳 『破産』 ビエルンソン/著 岩田豊吉/訳 『人生の戯れ』 ハムスン/著 岩

田=豊吉/訳 第5巻 独逸篇 『沈鐘』 ハウプ トマン/著 新関良三/訳 『祝典劇』 ハ ウ

プ トマン/著 新関良三/訳 『映画フアウス トのタイ トル』 ハ ウプ トマン/著 秦豊吉/訳

『平和祭 り』 ハウプ トマン/著 新関良三/訳 第6巻 独逸篇 『ダン トンの死』 ビユヒ

ネル/著 新関良三/訳 『名誉』 ズーデルマン/著 木村謹治/訳 『青春』 ハルベ/著

木村謹治/訳 『アル ト・ハイデルベルク』 マイヤーヘルステル/著 木村謹治/訳 第7巻

独逸篇 『影 との競争』 シヨルツ/著 成瀬清/訳 『奇蹟』 フォルミュレル/著 高橋健

二/訳 『グラィヒェン伯爵』 シュミットボン/著 茅野薫々/訳 『ピグマア リオン』 シ

ュ ミットボン/著 茅野蒲々/訳 『一等室』 トオマ/著 秦豊吉/訳 『トルス トイ』 ヱ

ルク/著 秦豊吉/訳 第8巻 独逸篇 『カザノオフア物語』 ステル ンハイム/著 秦豊吉

/訳 『ルシタニア号』 デ ヨブリン/著 秦豊吉/訳 『除夜の悲劇』 マイエル/著 秦豊

吉/訳 『チヤツプリン物語』 イワン・ゴル/著 秦豊吉/訳 『蚤』 ヱエデキン ド/著 秦

豊吉/訳 『春の目覚め』 ヱエデキン ド/著 秦豊吉/訳 『せむしの巨人』 ヱエデキンド

/著 秦豊吉/訳 第9巻 独逸篇 『人間』ハアゼンクレエフエル/著 小山内薫/訳 『決

定』 ハアゼンクレエフエル/著 秦豊吉/訳 『サンクタ・ズザンナ』 シユ トランム/著 茅

野薫々/訳 『群衆=人 間』 トツレル/著 秦豊吉/訳 『カレーの市民』 カイゼル/著 新

関良三/訳 『朝か ら夜中まで』 カイゼル/著 秦豊吉/訳 『チヤツプリン』 ブイツシエ

ル/著 秦豊吉/訳 第10巻 独逸篇 『楽 しみの邑』 ヨース ト/著 小宮豊隆、奥津彦重/

訳 『夜打っ太鼓』 ブレヒト/著 成瀬無極/訳 『犯罪人』 ブル ックネル/著 高橋健二

/訳 『中幕』 シュ トラウス/著 秦豊吉/訳 『戦争』 フォオグ ト/著 秦豊吉/訳 第
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11巻 独逸篇 『プロシアの王子ルイ・フェルディナント』 ウンルウ/著 新関良三/訳 『海

戦』 ゲヨエ リンク/著 茅野薫々/訳 『灰關記』(白 墨の円)ク ラブント/著 新関良三/

訳 『画家ゴツホ』 カザツク/著 秦豊吉/訳 第12巻 独逸篇 『チチアンの死』 ホフマ

ンスタアル/著 木下杢太郎/訳 『人』(富 豪の死)ホ フマンスタアル/著 新関良三/訳

『緑の鵬寄』 シュニ ッツレル/著 茅野薫々/訳 『恋愛三昧』 シュニッツレル/著 森鴎

外/訳 『最後の仮面』 シュニッツレル/著 三井光弥/訳 『広き国』 シュニッツレル/

著 木村謹治/訳 第13巻 独逸篇 『信仰 と故郷』(土 民の悲劇)シ ェーンヘル/著 新関

良三/訳 『愛』 ヰル ドガンス/著 木下杢太郎/訳 『鏡人』 ウェルフェル/著 高橋健

二/訳 『死』 ヰー ド/著 秦豊吉/訳 『永遠のユデヤ人』 ハイエルマンス/著 三井光

弥/訳 『客』 ブルチ ビセフスキー/著 三井光弥/訳 『罪人』 アッシュ/著 三井光弥

/訳 第14巻 仏蘭西篇 『か りそめになすな恋』 ミユッセ/著 西条八十/訳 『マ リヤン

ヌの気紛れ』 ミユッセ/著 堀口大学/訳 『アンドレ・デル ・サル トオ』 ミユッセ/著 内

藤濯/訳 『戸を開けさらずば閉ちよ』 ミユッセ/著 内藤濯/訳 『巴里女』 ベ ック/著

堀 口大学/訳 『堅気な女』 ベック/著 内藤濯/訳 第15巻 仏蘭西篇 『ブランシェット』

ブリユウ/著 内藤濯/訳 『新しき偶像』 キュレル/著 吉江喬松/訳 『獅子の餌食』 キ

ュレル/著 堀口大学/訳 『自由の重荷』 ベルナアル/著 岸田国士/訳 『懐を傷めずに』

ベルナアル/著 岸田国士/訳 第16巻 仏蘭西篇 『過去』 ボル ト・リッシュ/著 岸田国

士/訳 『恋の女』 ボル ト・リッシュ/著 西条八十/訳 第18巻 仏蘭西篇 『落伍者の群』

ルノルマン/著 岸田国士/訳 『時は夢な り』 ルノルマン/著 岸 田国士/訳 『商船テナ

シテイ』 ヴィル ドラック/著 山田珠樹/訳 『ミシェル ・オオクレエル』 ヴィル ドラック

/著 内藤濯/訳 『寂しい人』 ヴィル ドラック/著 岩 田豊雄/訳 『ルリユ爺 さんの遺言』

マルタン ・デユ ・ガアル/著 堀 口大学/訳 第19巻 仏蘭西篇 『事業は事業』 ミルボー/

著 内藤濯/訳 『別れも愉 し』 ルナアル/著 岸田国士/訳 『日々の麺包』 ルナアル/

著 岸田国士/訳 『緒毛』 ルナアル/著 山田珠樹/訳 『炬火おくり』 エル ヴイユウ/

著 岸田国士/訳 第20巻 仏蘭西篇 『東天紅』 ロスタン/著 堀口大学/訳 『結婚行進

曲』 バタイユ/著 岩田豊雄/訳 『家』 コポオ/著 内藤濯/訳 第21巻 仏蘭西篇 『幻

の魚』 サルマン/著 辰野隆、鈴木信太郎/訳 『ダルダメル』 マゾウ/著 岩田豊雄/訳

『堂々たるコキユ』 クロムランク/著 岩田国士/訳 『マルチイヌ』 ベルナアル/著 岩

田国士/訳 第23巻 仏蘭西篇 『子供の謝肉祭』(ト ブエ リエ/著 岸田国士/訳 『クノ

ック』 ロマン/著 岩田豊雄/訳 『トルアデックの放蕩』 ロマン/著 岩 田豊雄/訳 『ワ

タクシと遊んでくれませんか?』 アシヤアル/著 岩 田豊雄/訳 第24巻 仏蘭西篇 『タン

タヂイルの死』 メエテル リンク/著 堀 口大学/訳 『部屋の中』 メエテルリンク/著 内

藤濯/訳 『潜み入る者』 メエテルリンク/著 堀口大学/訳 『ペ レアスとメリザン ド』 メ

エテル リンク/著 堀口大学/訳 『僧院』 ヴエルハア レン/著 森鴎外/訳 『躾ぎつける

人々』 レルベルグ/著 堀口大学/訳 『階段下の貧者』 ゲオン/著 堀口大学/訳 『エ

ツフエル塔の花嫁花婿』 コク トオ/著 堀 口大学/訳 第25巻 愛蘭土篇 『カス リン ・二 ・

フウリハン』 イエーツ/著 松村みね子/訳 『心のゆくところ』 イエーツ/著 松村みね

子/訳 『鷹の井戸』 イエーツ/著 松村みね子/訳 『海に行 く騎者』 シング/著 松村

みね子/訳 『谷の影』 シング/著 松村みね子/訳 『聖者の泉』 シング/著 松村みね

子/訳 『西の人気男』 シング/著 松村みね子/訳 『山の神々』 ダンセニイ/著 松村

みね子/訳 『光の門』 ダンセニイ/著 松村みね子/訳 『女王の敵』 ダンセニイ/著 松

一326一



創価教育研究第2号

村みね子/訳 『もしもあの時』 ダンセニイ/著 松村みね子/訳 第26巻 愛蘭土篇 『秘

蔵っ子』 ロビンソン/著 灰野庄平/訳 『長男の権利』 マア レイ/著 小山内薫/訳 『胡

弓引の家』 コラム/著 灰野庄平/訳 『鴉』 グレゴリイ/著 灰野庄平/訳 『金の林檎』

グレゴリイ/著 小山内薫/訳 『.月の出』 グレゴリイ/著 灰野庄平/訳 第27巻 露西亜

篇 『検察官』 ゴーゴリ/著 山内封介/訳 『智慧の悲 しみ』 グリボヱー ドブ/著 山内

封介/訳 『雷雨』 オス トローフスキイ/著 山内封介/訳 『皇帝フヨー ドル ・イオアンノ

ヴィチ』 ア ・トルス トイ/著 山内封介/訳 第28巻 露西亜篇 『街道』 チェーホフ/著

高倉輝/訳 『熊』 チェーホフ/著 高倉輝/訳 『結婚申込』 チェーホフ/著 高倉輝/

訳 『三人姉妹』 チェーホフ/著 高倉輝/訳 『ワーニャ伯父』 チェーホフ/著 高倉輝

/訳 『桜の園』 チェーホフ/著 高倉輝/訳 第29巻 露西亜篇 『人の一生』 アンドレ

ーエフ/著 昇曙夢/訳 『我等が生活の日』 アン ドレーエフ/著 昇曙夢/訳 『殴られる

彼奴』 アン ドレーエフ/著 昇曙夢/訳 『死の勝利』 ソログーブ/著 昇曙夢/訳 『森

の秘密』 チ リコフ/著 昇曙夢/訳 第30巻 露西亜篇 『戦争』 アルツィバーシェフ/著

山内封介/訳 『壁』 ナィデ ョーノブ/著 山内封介/訳 『アゼフ』 ア ・トルス トイ/著

山内封介/訳 『聖者 ドミニ ックの火』 ザミーチヤ/著 山内封介/訳 第31巻 露西亜篇

『最 も重要な事』 エヴレイノブ/著 山内封介/訳 『見世物小舎』 ブローク/著 山内封

介/訳 『見知らぬ女』 ブローク/著 山内封介/訳 『壁』 ネ ヴエーロフ/著 山内封介

/訳 『ステパン ・ラーヂン』 カーメンスキー/著 山内封介/訳 第32巻 露西亜篇 『熊

の結婚』 ルナチヤルスキイ/著 昇曙夢/訳 『ミステ リヤ ・ブッフ』 マヤコーフスキイ/

著 昇曙夢/訳 『コー リカ ・スツー ピン』 アウス レンデル、ソロ ドフニコフ/共 著 昇曙夢

/訳 『玩具騒動』 バル ドーフスキイ/著 昇曙夢/訳 『検察官』 エフレイノブ/著 昇

曙夢/訳 第33巻 露西亜篇 『闇のカ』 レフ ・トルス トイ/著 昇曙夢/訳 『生ける屍』

レフ ・トルス トイ/著 昇曙夢/訳 『どん底』 ゴーリキイ/著 昇曙夢/訳 第34巻 露西

亜篇 『リュボオウィ・ヤロワーヤ』 トウレニ ョコフ/著 昇曙夢/訳 『十月革命』 グロ

ーモフ/著 昇曙夢/訳 『宣告』 レヴィチーナ夫人/著 昇曙夢/訳 『劇場内の裁判』 ゲ

フ トマン/著 昇曙夢/訳 『反響』 ベ ロッエルコーフスキイ/著 昇曙夢/訳 第35巻 南

欧篇 『死市』 ダヌンチオ/著 堀口大学/訳 『轟魚』 ベネエリ/著 三浦逸雄/訳 『御

意にまかす』 ピランデルロ/著 岩 田豊雄/訳 『作者 を探がす六人の登場人物』 ピランデ

ル ロ/著 岩 田豊雄/訳 第36巻 南欧篇 『伯爵夫人の驚き』 ベナベンテ/著 永田寛定/

訳 『日盛 り』 セーカ/著 永 田寛定/訳 『かはいさうなフアン』 シエルラ/著 永田寛

定/訳 『太鼓 と小鈴』 キンテイロ兄弟/著 永田寛定/訳 『ピグマリオンの親方』 グラ

ウ/著 笠井鎮夫/訳 『小さき泉』 ブラツコオ/著 三浦逸雄/訳 第37巻 米国篇 『楡

の木蔭の慾望』 オニイル/著 鈴木善太郎/訳 『銀ながし』 ケ リイ/著 鈴木善太郎/訳

『計算器』 ライス/著 鈴木善太郎/訳 『陪音』 ガァステンバァグ/著 鈴木善太郎/訳

第38巻 中欧篇 『リリオム』 モルナアル/著 鈴木善太郎/訳 『汽車の中』 モルナアル

/著 鈴木善太郎/訳 『近衛兵』 モルナアル/著 鈴木善太郎/訳 『虫の生活』 チヤペ

ツク/著 鈴木善太郎/訳 『マクロポウロス家の秘法』 チャペック/著 鈴木善太郎/訳

『花婿』 ビロー/著 鈴木善太郎/訳 第39巻 英吉利篇 『聖ジヨン』 シ ョー/著 野上

豊一郎/訳 『アンドロクルス と獅子』 ショー/著 松村みね子/訳 『運命の人』 ショー

/著 松村みね子/訳 『ウオーレン夫人の職業』 ショー/著 坪内遣遥/訳 第40巻 英吉

利篇 『二度 目のタンカ レ夫人』 ピネ ロウ/著 沢村寅二郎/訳 『銀の筐』 ゴールズワー
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ジ/著 沢村寅二郎/訳 『正しき裁 き』 ゴールズワージ/著 沢村寅二郎/訳 『いがみあ

ひ』 ゴールズワージ/著 沢村寅二郎/訳 第41巻 英吉利篇 『サロメ』 ワイル ド/著 日

夏取之介/訳 『ウヰンダミーヤ夫人の扇』 ワイル ド/著 谷崎潤一郎/訳 『自由なファン

シイ』 ハウ トン/著 小山内薫/訳 『一里塚』 ベネット/著 灰野庄平/訳 『船』 アー

ビン/著 灰野庄平/訳 第42巻 英吉利篇 『ピイタァパン』 バ リイ/著 沢村寅二郎/訳

『ユーリシーズ』 フィリップス/著 灰野庄平/訳 『罰』 ロージアース/著 灰野庄平/

訳 『旅の果て』 シェリフ/著 清野暢一郎/訳 第43巻 英吉利篇 ピムさん通れば(ミ ル

ン/著 山本修二/訳)メ アリ ・ステユアア ト(ド リンクヲオタア/著 山本修二/訳)

風聞(マ ンロオ/著 山本修二/訳)家 庭漫語(カ ワア ド/著 山本修二/訳)別 冊舞台

写真帖

○ 『世 界 大 思 想 全 集 』 第1期 春 秋 社 第1巻 一第124巻 昭和2(1927)年 一 昭和12(1937)

年080/Se22/1-1～080/Se22/1-124但 し第112巻 は未 収 録(池 田文 庫 所 蔵 分)

〔第82巻 、第93巻 一99巻 は 松 柏 館 書 店発 行 〕

第1巻 『国家』プラ トーン/著 村松正俊/訳 『感情論』デカル ト/著 三宅茂/訳 昭

和3(1928)年 第2巻 『メタフユジカ』アリス トテ レス/著 『モナッ ド論』ライプニッ

ツ/著 松永材/訳 昭和4(1929)年 第3巻 『語録』エピクテータス/著 佐久間政一/

訳 『瞑想録』アウレリウス/著 村山勇三/訳 『幸福論』セネカ/著 加藤朝鳥/訳 昭

和2(1927)年 第4巻 『随感録』パスカル/著 柳田泉/訳 『幟悔録』オーガスチン/

著 宮原晃一郎/訳 昭和3(1928)年 第5巻 『法の精神』モンテスキウ/著 木村幹/

訳 『君主論』マキアヴェリー/著 橋田東声/訳 昭和3(1928)年 第6巻 『プリンシ

ピア』ニウトン/著 岡邦雄/訳 昭和5(1930)年 第7巻 『ノーワ"ム ・オルガヌム』

ベーコン/著 岡島亀次郎/訳 『方法序説』デカル ト/著 松村正俊/訳 『民約論』ルソ

オ/著 加藤一夫/訳 昭和2(1927)年 第8巻 『ツァラトゥス トラは斯 く語 る』ニーチ

ェ/著 加藤一夫/訳 昭和4(1929)年 第9巻 『絵画論』 レオナル ド・ダ ・ヰ"ン チ/

著 加藤朝 鳥/訳 『詩と真実』ゲーテ/著 秋田忠義/訳 『素朴の文学 と感傷の文学』シ

ラア/著 佐久間政一/訳 昭和5(1930)年 第10巻 『エミイル』ジャン ・ジャック ・ル

ソオ/著 平林初之輔/訳 昭和2(1927)年 第11巻 『国富論』(上)ア ダム ・スミス/著

青野季吉/訳 昭和3(1928)年 第12巻 『国富論』(下)ア ダム ・スミス/著 青野季吉/

訳 昭和4(1929)年 第13巻 『悟性論』ロック/著 八太舟三/訳 『人性論』ヒューム

/著 香原一勢/訳 昭和5(1930)年 第14巻 『ラオコオン』ゴットホール ド・イ ・レッ

シング/著 柳田泉/訳 『レオパルヂ集』ジャコモ ・レオパルヂ/著 柳 田泉/訳 昭和2

(1927)年 第15巻 『純粋理性批判』イムマヌエル・カン ト/著 安藤春雄/訳 昭和6(1931)

年 第16巻 『社団的社会主義要綱』シャルル ・フリーヱ/著 安谷寛一/訳 『労働階級の

政治的能力』プル ウドン/著 石川三四郎/訳 昭和5(1930)年 第17巻 『政治的正義』

ゴッドウイン/著 加藤一夫/訳 昭和5(1930)年 第18巻 『人 口論』 トマス ・ロバア ト・

マルサス/著 神永文三/訳 昭和2(1927)年 第19巻 『サータア ・リザータス』『英雄及

英雄崇拝』 トマス ・カーライル/著 柳田泉/訳 昭和5(1930)年 第20巻 『知識学』フ

ィヒテ/著 河面仙四郎/訳 『宗教学』シュライエル ・マッヘル/著 河面仙四郎/訳 昭

和4年(1929)年 第21巻 『代表偉人論』『自然論』『論文紗』エマアソン/著 柳 田泉/訳
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昭和6(1931)年 第22巻f精 神分析』フロイ ト/著 中村古峡/訳 『論文集』ショーペ

ンハ ウエル/著 佐久間政一/訳 昭和4(1929)年 第23巻 『人生論』トルス トイ/著 柳

田泉/訳 『我等何を為すべきか』 トルス トイ/著 加藤一夫/訳 『芸術論』 トルス トイ/

著 古舘清太郎/訳 昭和3(1928)年 第24巻 『功利論』ベンサム/著 田制左重/訳 『自

由論』『功利主義』『婦人の隷属』スチュアー ト・ミル/著 高橋久則/訳 昭和3(1928)年

第25巻 『実証哲学』(上)オ ーギュス ト・コン ト/著 石川三四郎/訳 昭和6(1931)年 第

26巻 『実証哲学』(下)オv-eeユ ス ト・コン ト/著 石川三四郎/訳 昭和3(1928)年 第

27巻 『種の起源』チャールズ ・ロバア ト・ダーヰン/著 内山賢次/訳 昭和2(1927)年

第28巻 『第一原理』ハアバー ト・スペンサー/著 沢田謙/訳 昭和2(1927)年 第29巻

『唯一者とその所有』『芸術 と宗教』ステ ィルネル/著 辻潤/訳 『無政府主義 と社会主義』

プレカアノブ/著 辻潤/訳 昭和3(1928)年 第30巻 『経済学批判』『賃金労働及資本』

『価値、価格及び利潤』カール ・マルクス/著 安倍浩/訳 『空想的科学的社会主義』ブリ

ー ドリッヒ ・エンゲルス/著 安倍浩/訳 『帝国主義論』ニコライ ・レーニン/著 青野季

吉/訳 昭和3(1928)年 第3!巻 『ルネ ッサンス』ペーター/著 佐久間政一/訳 『論

文集』アーノル ド/著 中村祥一/訳 『アンツー ・ヂス ・ラス ト』ラスキン/著 宮嶋新三

郎/訳 昭和4(1929)年 第32巻 『ウォルデン』ヘンリー ・デイヴィッド・ソロー/著 古

舘清太郎/訳 『ホイ ットマン論文集』 ウォル トホイ ットマン/著 古舘清太郎/訳 『文明

論』エ ドワア ド・カーペンタア/著 宮嶋新三郎/訳 昭和5(1930)年 第33巻 『婦人論』

アウグス ト・ベーベル/著 加藤i一夫/訳 昭和2(1927)年 第34巻 『田園、工場、及仕

事場 ・相互扶助』クロポ トキン/著 室伏高信/訳 『近代科学 と無政府主義』クロポ トキン

/著 八太舟三/訳 昭和3(1928)年 第35巻 『無政府主義思想史』マ ックス ・ネ ットラ

ウ/著 新居格/訳 『マルクス説の崩壊』ソレル/著 百瀬二郎/訳 昭和5(1930)年 第

36巻 『憂愁の哲理』キエルケゴール/著 宮原晃一郎/訳 『意識に直接与へ られたもの』

ベル グソン/著 広瀬哲士/訳 『社会に就いての新見解』オーエン/著 加藤一郎/訳 昭

和5(1930)年 第37巻 『社会学原理』ギッデ ィングス/著 内山賢次/訳 『純正社会学

要論』ウォー ド/著 内山賢次/訳 昭和4(1929)年 第38巻 『メンデルの遺伝原理』 ウ

ィリアム ・べ一 トスン/著 小酒井不木/訳 昭和3(1928)年 第39巻 『創造的統一』タ

ゴール/著 古舘清太郎/訳 『ガンヂー文集』ガンデイ/著 高田雄種/訳 『建設的文学

革命論、其他』胡適/著 柳田泉/訳 昭和4(1929)年 第40巻 『心理の意味』 ウィリア

ム ・ジェームズ/著 岡島亀次郎/訳 『論理学』G.W,F,ヘ ーゲル/著 岩崎勉/訳 『神

と国家』 ミハエル ・バクーニン/著 麻生義/訳 昭和6(193!)年 第41巻 『科学概論』

カール ・ピヤスン/著 平林初之輔/訳 昭和5(1930)年 第42巻 『マルクス主義の国家

観』『カントとマルクス主義』マックス ・ア ドラー/著 伊原糺/訳 昭和6(1931)年 第43

巻 『エティカ』バルーフ ・ス ピノザ/著 中山昌樹/訳 『精神現象の分類に就て』フラン

ル ・ブレンタノ/著 佐藤慶 二/訳 『カン ト純粋理性批判解説』ヘルマン ・コヘン/著 今

田竹千代/訳 昭和4(1929)年 第44巻 『力学対話』ガリレオ ・ガ リレイ/著 岡邦雄/

訳 『新キリス ト教論』サアン ・シモン/著 安谷寛一/訳 『生命力の発展』C。G.ユ ング

/著 中村古峡/訳 昭和6(1931)年 第45巻 『社会理論』G,D.H.コ …一・ル/著 村上啓

夫/訳 『社会改造の原理』バー トランド・ラッセル/著 村上啓夫/訳 『社会学的国家概念

と法律学的国家概念』ハンス ・ケルゼン/著 堀真琴/訳 昭和4(1929)年 第46巻 『美

学』ベネヂ ット・クローチェ/著 長谷川誠也、大槻憲二/共 訳 昭和5(1930)年 第47巻
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『マルキシズムの改造』エ ドゥアル ト・ベルンシュタイン/著 松下芳夫/訳 『マルキシズ

ム修正の駁論』カール ・カウツキー/著 山川均/訳 昭和3(!928)年 第48巻 『相対性

理論』アルベル ト・アインシュタイン/著 石原純/訳 『エネルギー恒存の法則』『物理学的

展望』マックス ・プランク/著 石原純/訳 昭和5(1930)年 第49巻 『ゲル トルー ド』

ペスタロッチ/著 田制左重/訳 『人間の教育』フレーベル/著 田制左重/訳 『哲学 と

教育学』ナ トルプ/著 田制左重/訳 『民主主義 と教育』デューイ/著 田制左重/訳 昭

和2(!927)年 第50巻 『太陽の都』カンパネ ラ/著 加藤朝鳥/訳 『ユー トピア』モー

ア/著 村山勇三/訳 『無何有郷通信記』モリス/著 村山勇三/訳 『ニュー ・ア トラン

ティス』べ一 コン/著 大戸徹誠/訳 昭和4(1929)年 第51巻 仏典篇 『浄土三部経 ・

維摩経 ・勝髪経』友松円諦/編 『法華経 ・大 日経』 田島徳音/編 『臨済録 ・碧巌集』東海

祐山/編 『円覚経』林岱雲/編 昭和5(1930)年 第52巻 東西宗教文献篇 野々村戒三

/訳 前編:『 三経義疏』聖徳太子/著 、『法華諸品大意、山家学生式、上顕戒論表、抄録顕戒

論』最澄/著 、『弁顕密二教論』空海/著 、r抄録往生要集』源信/著 、『選択本願念仏集、上顕
一枚起請文』源空/著 、『興禅護国論』栄西/著 、『抄録正法眼蔵』道元/著 、『浄土分類聚抄』

親鷺/著 、『末燈紗』従覚/著 、『歎異砂』親鷺/著 、『立正安国論、種種御振舞御書』日蓮/著 、

『一遍上人語録』門人伝説 『宗門無壼燈論』東獄/著 後編:『イエスの山上説教』、『パウロ書

翰抄』、『抄録新訳外典』、『フィロン文輝』フィロン/著 、『神智経駁議』イ レネ ウス/著 、『抄

録神の国』アウグスティヌス/著 、『抄録神学集成』 トマス ・アクイナス/著 、『抄録テオロギ

ア ・ゲルマニカ』『抄録聖範録』 トマス ・ア ・ケムピス/著 、『ルッテルの議論九拾五箇条』『基

督教の自由』ルッテル/著 、『基督教原理の序』カウンワ"ン/著 、『基督者の完聖』エスレイ

/著 対照年表 昭和4(1929)年 第53巻 支那思想篇 山口剛/篇 『大学、中庸、論語、

孟子、荷子(抄)、 老子、荘子、墨子(抄)、 韓非子(抄)、 近思録、伝習録(抄)』 昭和6(1931)

年 第54巻 日本思想篇 井箆節三/編 総論:日 本思想論、日本思想史 前編:『国意考』賀

茂真淵/著 、『直毘霊、葛花、玉勝間』本居宣長/著 中篇:『 入学問答、古道大意、伊吹於 呂

志、悟道弁』平田篤胤/著 後編:『神皇正当記』北畠親房/著 、『配所残筆』山鹿素行/著 『集

義和背』熊沢i蕃山/著 、『折 りたく柴の記』新井白石/著 、『天柱記、復古法概言、垂統秘録、

混同秘策』佐藤信淵/著 、『激文』大塩中斎/著 昭和2(1927)年 第55巻 『社会学 より見

たる芸術』ギュヨオ/著 西宮藤i朝/訳 昭和6(1931)年 第56巻 『歴史哲学』ハインリ

ッヒ ・リッケル ト/著 山本泰教/訳 『純粋論理学へのプロレゴーメナ』エ トムント・フッ

セル/著 鬼頭英一/訳 昭和6(1931)年 第57巻 『イマヌエル ・カン ト』パウルゼン/

著 伊達保美 、丸山岩吉/共 訳 『意思の自由』ヰ"ン デルバント/著 戸坂潤/訳 昭和7

(1932)年 第58巻 『充足根拠の原理』『倫理の二つの根本問題』アル トウル ・ショペンハウ

エル/著 河合哲雄/訳 昭和7(!932)年 第59巻 『歴史哲学』ヘーゲル/著 鬼頭英一

/訳 昭和7(1932)年 第60巻 『経済と社会』『社会科学方法論』オットマァル ・シュパ ン

/著 向井[エ イ]一/訳 『現代の国家と社会』フィアカント/著 谷藤重吉/訳 昭和6

(1931)年 第61巻 『ヴェニスの石』(上)ジョン・ラスキン/著 賀川豊彦/訳 昭和6(1931)

年 第62巻 『ヴェニスの石』(下)ジ ョン ・ラスキン/著 賀川豊彦/訳 昭和7(1932)年

第63巻 『経済学及び課税の諸原理』ア リス トテレス/著 吉田秀夫/訳 昭和7(1932)年

第64巻 『政治学範典』ハ ロル ド・J,ラ スキー/著 市村今朝蔵/訳 昭和7(1932)年 第

65巻 『古代文明研究(上)太 陽の子(上)』W,」,パ アリイ/著 加藤一夫/訳 昭和6(1931)

年 第66巻 『古代文明研究(下)太 陽の子(下)』W,J,パ ア リイ/著 加藤i一夫/訳 昭和
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7(1932)年 第67巻 『近世画家論』(1)ジ ョン ・ラスキン/著 御木本隆三/訳 昭和7

(1932)年 第68巻 『近世画家論』(2)ジ ョン・ラスキン/著 御木本隆三/訳 昭和7(1932)

年 第69巻 『近世画家論』(3)ジ ョン ・ラスキン/著 御木本隆三/訳 昭和8(1933)年

第70巻 『ジャムバティスタ・ヴィコの哲学』ベネデッ トオ・クロオチェ/著 青木巌/訳 『西

洋中世哲学概観』モオリス ・ヴルフ/著 青木巌/訳 『プラトン哲学体系』ジョン ・バアネ

ット/著 青木巌/訳 昭和7(!932)年 第71巻 『哲学辞典』ヴォルテール/著 安谷寛
一/訳 昭和7(1932)年 第72巻 『マコー レイ論文集』マコーレイ/著 戸川秋骨/訳 昭

和8(1933)年 第73巻 『共同社会と利益社会』フェルディナン ド・トエンニース/著 鈴

木晃/訳 『共同村の歴史』シヤール ・ジー ド/著 八太舟三/訳 昭和8(1933)年 第74

巻 『経済学の領域及び方法』J.N,キ インズ/著 濱田恒一/訳 昭和8(1933)年 第75

巻 『純正現象学的及現象学的哲学観』エ トムン ト・フッセル/著 鬼頭英一/訳 昭和7

(1932)年 第76巻 『精神諸科学序説』『ディルタイ論文集(上)社 会及び歴史の研究に対す

る基礎付けの試み』ヴィルヘルム ・ディルタイ/著 鬼頭英一/訳 昭和8(1933)年 第77

巻 『純粋哲学概論』B.B.バ ウン/著 賀川豊彦、八太舟三/共 訳 昭和8(1933)年 第

78巻 『宗教論』E.S.エ ームス/著 新保勝世/訳 昭和8(1933)年 第79巻 『音楽 と

音楽家』ロバー ト・シューマン/著 鈴木賢之進/訳 『ショパンの生涯』ジェームス ・ハネ

カー/著 鈴木賢之進/訳 昭和9(1934)年 第80巻 『プラ トー とプラ トー主義』 ウォー

ター ・ペーター/著 八太舟三/訳 昭和8(1933)年 第81巻 『近世画家論』(4)ジ ョン ・

ラスキン/著 御木本隆三/訳 昭和8(1933)年 第82巻 『悟性善導』スピノザ/著 鈴

木晃/訳 『本質意思 と利益社会』『続共同社会と利益社会』フェルディナン ド・トエンニース

/著 鈴木晃/訳 昭和10(1935)年 第83巻 『精神諸科学序説(下)社 会及び歴史の研究

に関する基礎づけの試み』 ウィルヘルム ・デ ィルタイ/著 鬼頭英一/訳 昭和8(1933)年

第84巻 『ル ソオとnマ ンティシズム』アアヴィンク ・バ ビット/著 葛川篤、土戸久夫/共

訳 昭和8(1933)年 第85巻 『反マルクス論』(上)カ ール ・ムース/著 草間平作/訳 昭

和8(1933)年 第86巻 『共同村の歴史』『経済学の第一原理』シャール ・ジー ド/著 八太

舟三/訳 『資本主義の将来』 ヴェルナー ・ソムバル ト/著 鈴木晃/訳 昭和8(1933)年

第87巻 『現代物質創造史』エ ドウィン ・スロッソン/著 須沢官一郎、蝋山芳郎/共 訳 昭

和9(1934)年 第88巻 『反マルクス論』(下)カ ール ・ムース/著 草間平作/訳 昭和9

(1934)年 第89巻 『文学的回想』イワ"ン ・ツウルゲーニエフ/著 宮原晃一郎/訳 『黎

明期の思想家』ゲオルグ・ブランデス/著 宮原晃一郎/訳 昭和9(1934)年 第90巻 『性

と性格』オッ トー ・ワイニンゲル/著 村上啓夫/訳 昭和9(1934)年 第91巻 『倫理学

の根本問題』テオ ドール ・リップス/著 鬼頭英一/訳 昭和10(1935)年 第92巻 『性と

文学』アルバー ト・モーデル/著 奥俊貞/訳 昭和9(1934)年 第93巻 『人生の意義 と

価値』ル ドルフ ・オイケン/著 陶山務/訳 『中世思想 より見たる美の哲学』アオイシウス ・

ロザア/著 陶山務/訳 昭和9(1934)年 第94巻 『社会主義 と資本主義』(上)G,B.シ

ョウ/著 加藤朝鳥/訳 昭和9(1934)年 第95巻 『社会主義 と資本主義』(下)G,B.シ

ョウ/著 加藤朝鳥/訳 昭和9(1934)年 第96巻 『新 しき社会』ヴァルタア ・ラアテナ

ウ/著 陶山務/訳 『読書論:胡 麻 と百合』ジョン ・ラスキン/著 本間立也/訳 昭和9

(1934)年 第97巻 『過去 と現在』 トマス ・カーライル/著 柳田泉/訳 昭和9(1934)

年 第98巻 『偉大なる創造者べ一 トオヱ"ン 』ロマン ・ロラン/著 高田博厚/訳 昭和9

(1934)年 第99巻 『経済学原理』T.R.マ ルサス/著 吉田秀夫/訳 昭和9(1934)年
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第100巻 『永 久 的価 値 』 ミュ ン ス タ ビル ビ/著 渡利 彌 生/訳 昭和11(1936)年 第!01巻

『美 意 識 論 』 サ ン タナ ヤ/著 鷲 尾 雨 工/訳 『羅 馬 美 学 』 ボサ ン ケ/著 鷲 尾 雨 工/訳 昭

和11(1936)年 第102巻 『美 学 』(上)テ ォ ドー ル ・リ ップス/著 佐藤 恒 久/訳 昭和11

(1936)年 第103巻 『美 学 』(下)テ ォ ドー ル ・リ ップ ス/著 佐藤 恒 久/訳 昭 和11(1936)

年 第104巻 『音 楽 と音 楽 家 』(中)ロ バ ー ト・シ ュ ウマ ン/著 鈴 木 賢 之 進/訳 昭 和10(!935)

年 第105巻 『音 楽 と音 楽 家 』(下)ロ バ ー ト・シ ュ ウマ ン/著 鈴 木 賢 之 進/訳 昭和!1(1936)

年

年

年

年

済 学原 理 』(上)J.

(中)J,S.

界 』(上)シ ョペ ンハ ウエ ル/著

して の 世界 』(中)シ ョペ ンハ ウエ ル/著 図 南 担/訳 昭 和11(!936)年 第115巻 『新 国

家論 』 ア ン トン ・メ ン ガー/著 河 村 又 介/訳 昭和!0(1935)年 第!16巻 『社 会 分 業 論 』

(上)デ ュル ケ ー ム/著 山崎 早一/訳 昭和10(1935)年 第117巻 『社 会 分 業 論 』(下)

デ ュ ル ケ ー ム/著 山崎 早 一/訳 昭和12(1937)年 第!18巻 『プ レル ウデ ィエ ン 哲 学 序

曲 』(上)ヴ ィンデ ル バ ン ド/著 陶 山務/訳 昭 和10(1935)年 第119巻 『プ レル ウデ ィ

エ ン 哲学 序 曲 』(下)ヴ ィンデ ル バ ン ド/著 陶 山務/訳 昭和10(1935)年 第120巻 『教

育 と文 化』 シ ュプ ラ ンガ ー/著 柿 崎純/訳 昭和10(1935)年 第121巻 『児 童 心 理 学 』 ビ

ネ ー/著 波 多 野 完 治/訳 昭和11(1936)年 第122巻 『音 楽 と音 楽 家』(下b)ロ バ ー ト ・

シ ュー マ ン/著 鈴木 賢 之進/訳 昭 和11(1936)年 第123巻 『法律 社 会 学 原 理 』F,W,エ

ル サ レム/著 内 山慶 之進/訳 昭 和10(1935)年 第124巻 『意 思 と表 象 と して の 世 界 』(下)

シ ョペ ンハ ウエ ル/著 図南 担/訳 昭k12(1937)年

第106巻 『国 法 学 の 主 要 問 題 』(上)ハ ンス ・ケル ゼ ン/著 蝋 山芳 郎/訳 昭和10(1935)

第107巻 『国 法 学 の 主 要 問 題 』(中)ハ ンス ・ケル ゼ ン/著 蝋 山芳 郎/訳 昭和12(1937)

第108巻 『国 法 学 の 主 要 問 題 』(下)ハ ンス ・ケル ゼ ン/著 蝋 山芳 郎/訳 昭和12(1937)

第109巻 『労 働 学 校 』ブ ロ ンスSe-一/著 堀 秀 彦/訳 昭 和10(1935)年 第110巻 『経

S.ミ ル/著 高 橋 高 三/訳 昭和!!(!936)年 第111巻 『経 済 学 原 理 』

ミル/著 高 橋 高 三/訳 昭 和4(1929)年 第113巻 『意 志 と表 象 と して の世

図 南 担/訳 昭 和!1(1936)年 第114巻 『意 志 と表 象 と

○ 『世界大思想全集』第2期 全29巻 春秋社 昭和4(1929)年 一昭和8(1933)年

第1-5巻 『訳文大日本史』山路愛山/訳 第6-9巻 『羅馬衰亡史 第1-4』 ギボン

/著 野々村戒三/訳 第10巻 『文芸復興史』ブルックハル ト/著 山岸光宣/訳 第11-

12巻 『仏蘭西革命史』カーライル/著 柳田泉/訳 第13-15巻 『十九世紀文学主潮史 第

1-3』 ブランデス/著 吹田純助等訳 第16巻 『マキアヴェリよりレニンまで』カール ・フ

ォレンダア/著 服部実等/訳 第17-20巻 『独逸社会民主党史』メーリング/著 米田幸

雄、高村洋一、塚本三吉/訳 第21-22巻 『英国社会主義史』マックス ・ベヤア/著 加 田

哲二、園乾治/訳 第23-24巻 『唯物論史』ランゲ/著 賀川豊彦/訳 第25巻 『羅馬衰

亡史 第5』 ギボン/著 内ヶ崎作三郎/訳 第26-28巻 『世界文化史』ウェルズ/著 北

川三郎/訳 第29巻 『一九世紀文学主潮流史 第4』 ブランデス/著 茅野薫々/訳
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「創 立 者 に み る 、 若 き 日 々 の 読 書 」 図 書 目録(稿)
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昭和17(1942)年 一昭和35(1960)年5月4日
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創立者 にみ る、若 き 日々の読書 一創 価大学 中央 図書館 「池田文庫」渉 猟一

1

H

皿

凡 例

収録範囲

○採録対象図書

創立者池田大作先生の 『若き日の 日記』の読書記録 を中心に 『若き日の読書』『続 ・若

き日の読書』『読書ノー ト』等か ら読書記録に関するものを採録 した。

採録 した図書は、「創価大学中央図書館資料検索システムOPAC」で所蔵を確認 し、池田文

庫(中 央図書館閉架書庫7層)に 排架 されている図書を閲覧し、書誌事項等を調査 した。

中央図書館、池田文庫に未所蔵の図書にっいては、国立国会図書館蔵書検索システムNDL
-OPACに より書誌事項を確認 し、採録 した。なお、池 田文庫所蔵図書で著者、書・名等が
一致 している図書は全て目録に採録 し

、今後の研究資料 として、利用できるようにした。

○採録期間

『若き日の日記』その他から、昭和17(!942)年 から昭和35(1960)年5月4日 まで採録

している。昭和17(1942)年 から昭和24(1949)年 の期間については、年月日が未確定の場

合があるため、月日は未記入にした。但 し、他の著作から、推定できる場合はおよその

年順に採録 した。

○採録にあたり、日々の読書に関する 「日記」の内容をゴシックで抜書きした。

記載事 項、形式

○使用漢字は、原則 として、常用漢字、新字体に統一 した。但 し、仮名遣いにっいては,

原本 とお りとした。

○明らかな誤字 ・誤植は訂正 した。

○巻数表示などは、アラビア数字に統一。但 し、書名中の数字はそのまま表記 した。

○記載の形式は、年月 目/曜 日/同 定/書 名/著 者/出 版社/刊 行年月/所 蔵/請 求記号

とした。

口年 月 日:昭 和00(1900)年OOfiOO日 とした。

口同 定:『 若き日の日記』図書と同定… ・A『読書ノー ト』の図書と同定・・D

『若き日の読書』図書と同定・…B同 定はできないが著者,書 名等が

『続若き日の読書』図書と同定・・C一 致す るもの・・E

口書 名:書 名は 『 』 叢書名は()で 記入 した。

口著 者:著 者は/著 編者は/編 訳者は/訳4名 以上の著者、訳者、編者が

いる場合は/等 著/等 編/等 訳 とした。

口出 版 社:通 常の名称 とした。

口刊行年月:西 暦で表記 した。月が不明の場合は年のみ表記した。

セット物の場合1925-1926の ように表記した。

口所 蔵:池 田文庫所蔵 池文 中央図書館所蔵 中央

国立国会図書館所蔵 国図 創価大学重宝指定 重宝

口請求記号:各 図書館で所蔵する図書の分類(NDC)及 び排架場所を意味する

排 列

○年月日順に作成 した。
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年 月・ 腎 同定 書 名 著者 出版社 刊行年 所蔵 請求記号

昭和

17

1942

1

昭和
20

!945

B

E

E

D

E

E

E

E

C

E

E

E

B

E

『レ・ミゼラブル』上中下(岩波文庫)

『レ・ミゼラブル』上中下(岩波文庫)

『哲学ノート』

『人生論ノート』

『人生論ノート』(三木清著作集第16巻)

『人生論ノート』

『人生論ノート』(新潮文庫)

『読書と人生』

『社会契約論』(岩波文庫)

『社会契約論』(世界の思想第2巻)

『社会契約論』(世界の名著第30巻)

『人間不平等起源論』(岩波文庫)

『エミール』上下(改造文庫)

『エミール』上中下(岩波文庫)

ユゴー/著豊島興志雄/訳

ユゴー/著豊島興志雄/訳

三木清/著

三木清/著

三木清/著

三木清/著

三木清/著

三木清/著

ルソー/著 桑原武夫/等訳

ルソー/著平岡昇、根岸国孝/共訳

ルソー/著 井上幸治/訳

ルソー/著本田喜代治、平岡昇/訳

ルソー/著 内山賢次/訳

ルソー/著 今野一雄/訳

岩波書店

岩波書店

雪華社

創元社

雪華社

岩波書店

新潮社

雪華社

岩波書店

河出書房新社

中央公論社

岩波書店

改造社

岩波書店

1950

1964

1962

1941.8

1962

1951

1954.9

1962

1954

1965.11

1966.6

1957

1931.11-

1937.11

1962-64

国 図953-cH89r-T

池 文953/H98/1-3

中 央121.9/Mi24

中 央121.9/Mi24

中 央1219/Mi24

池 文121.9/Mi24/16

池 文121.9/Mi24

中 央121.9/Mi24

池 文311/R76

池 文080/Ku95/2

池 文080/Se22/30

池 文311/R76

池文371/R76/1-3

昭和

21

1946

読書 ノー ト

ー書の人を恐れよ。書を読め、書に読まれるな。自己を作ることだ。それには,熱 烈たる,勇 気が必要だ。

BD『 欺かざるの記』(国木田独歩全集第5巻,第6巻)国 木田独歩/著

E

E

D

E

D

E

E

E

B

B

E

E

E

E

E

E

E

E

B

E

E

E

E

E

E

『欺かざるの記』国木田独歩全集第6巻

サータア・リザータス 衣裳哲学

『英雄及び英雄崇拝』(カーライル全集)

『ワーズワース詩集』(岩波文庫)

『バイロン詩集』新訳

『バイロン詩集』(世界の詩)

『代表的人間像』(エマソン選集第6巻)

『エマソン論文集』上、下(岩波文庫)

『吉田松陰伝』(吉田松陰全集第1巻)

『カーライル伝』(世界文学講座第4巻)

『フランクリンの少壮時代』(定本国木田独歩全集第8巻)

国木田独歩/著

カーライル/著 柳田泉/訳

カーライル/著 柳田泉/訳

ワーズワース/著 田部重治/選訳

バイロン/著 阿部知二/訳

バイロン/著 阿部知二/訳

エマソン/著 酒本雅之/訳

エマソン/著 酒本雅之/訳

吉田松陰/著 山口県教育会/編

新潮社/編

国木田独歩/著

躍 剛 鋤 ン』(定相 相 独歩全集㌔ 相 独歩/著
『平家物語』(岩波新書)

『平家物語』長門本(国書刊行会叢書)

『平家物語』承久記

『平家物語』(校註日本文学大系第14巻)

『平家物語』(有朋堂文庫)

『平家物語』(岩波文庫)

『源平盛衰記』(帝國文庫)

『源平盛衰記』

『源平盛衰記補闘』(国史叢書第10巻)

石母田正/著

国書刊行会/編

国民文庫刊行会/編

国民図書/編

永井一孝/校訂

山田孝雄/校訂

国民文庫刊行会/編

国史研究会/編

籍 蔽 記 人名』(三+輻鱗 国酬 テ会 国書刊行会/編

『源平盛衰記』上(有朋堂文庫)

『源平盛衰記』下(有朋堂文庫)

『源平盛衰記』上(校註 日本文学大系第15巻)

石川核/校訂

石川核/校訂

国民図書株式会社/編

改造社

学習研究社

春秋社

春秋社

岩波書店

新潮社

弥生書房

目本教文社

岩波書店

岩波書店

新潮社

学習研究社

学習研究社

岩波書店

国書刊行会

国民文庫刊行会

国民図書株式
会社編

有朋堂書店

岩波書店

博文館

国民文庫刊行会

国史研究会

国書刊行会

有朋堂書店

有朋堂書店

国民図書
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国 図918.6/Ku819k2

池 文918.6/Ku44/6

国 図YD5-H-a133-14

池 文934/C18/5

池 文931/W88

中 央931/B99

池 文931/B99

中 央133.92/E52

中 央934/B-1

池 文081.8/Y86/1

池 文908/Sh61/4

池 文918.6Ku44/8

池 文918.6Ku44/8

池 文913.45/178

池 文081/Ko53/1-20

池 文081/Ko48

池 文918/Ko48/14

池 文918/Y96/15

池 文913.45/Y19/1

池 文918.5/Te24/5

池 文081/Ko48

池 文210.08/Ko53/10

池 文081/Ko53/6-6

池 文918/Y96/16

池 文918/Y96/17

池 文918/Ko48/15
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創立者 にみ る、若 き 目々の読書 一創 価大学 中央 図・書館 「池田文庫」渉猟 一

年 朋 腎 同定 書 名 著者 出版社 刊行年 所蔵 請求記号

昭和

21

1946

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

『源平盛衰記』上(校註 日本文学大系第16巻)国 民図書株式会社/編 国民図書

『源平盛衰記・北条九代記』(物語 日本史大系第 浅井了意/著 早稲田大学出版部/早 稲田大学出
4巻)

『竹取物語』(岩波文庫)

『かぐや姫」竹取物語(講談社の絵本)

『竹取翁物語』(古典文庫)

『竹取物語』(日本国民文学全集第5巻)

『竹取物語』(日本古典鑑賞講座第5巻)

『竹取物語・伊勢物語』(日本古典全書)

『ゲヨエテファウスト』(大思想文庫)

『ファウスト』(ゲーテ全集第4巻)

『ファウスト』第2部上(ゲーテ全集第5巻ノ1)

『ファウスト』第2部 下(ゲーテ全集第5巻ノ2)

『ファウスト』第1部

『ファウスト』第1部

『若きエルテルの悩み』(エルテル叢書)

『若きヴェルテルの悩み』(ゲーテ全集第15巻)

『若きウェルテルの悩み』(岩波文庫)改版

『若きウェルテルの悩み』(現代教養文庫)

『若きヴェルテルの悩み』

『若きウェルテルの悩み』(ゲーテ全集第7巻)

『若きヴェルテルの悩み』(世界文学全集第8巻)

『若きヴェルテルの悩み』(潮文庫)

『アンナ・カレーニナ』(世界文学全集第18巻)

『アンナ・カレーニナ』(世界文学全集第19巻)

『アンナ・カレーニナ』上巻(ロシア・ソビエト文学

全集第17巻)

『アンナ・カレーニナ』下巻(ロシア・ソビエト文学

全集第18巻)

『アンナ・カレーニナ』(世界文学全集第11巻)

『アンナ・カレーニナ』第1巻(岩波文庫)

『アンナ・カレーニナ』第3-6巻(岩 波文庫)

『アンナ・カレーニナ』(トルストイ選集第6、7巻)

『生い立ち 「アンナ・カレーニナ」時代』(大トルストイ第1
巻)

『復活』前編,後編

『復活』(トルストイ全集第11巻)

『復活』上、下巻(岩波文庫)

『復活』(トルストイ選集第9巻)

『戦争と平和』第1巻 一3巻(泰西名著文庫)

『全訳戦争と平和』上、下巻

『戦争と平和』第1-4巻(トルストイ全集第4-7巻)

『戦争と平和』第1-3巻(大 トルストイ全集第4-6
巻)

『戦争と平和物語』

編

島津久基/校訂

西條八十/文 織田観潮/絵

吉田幸一/編

川端康成/訳

三谷栄一/訳

南波浩/校 註

ゲーテ/著 茅野粛々訳

ゲーテ/著

ゲーテ/著 阿部次郎/訳

ゲーテ/著 阿部次郎/訳

ゲーテ/著 久保栄/訳

ゲーテ/著 森鴎外/訳

ゲーテ/著 泰豊吉/訳

ゲーテ/著

ゲーテ/著 竹山道雄/訳

ゲーテ/著 秋山英夫/訳

ゲーテ/著 国松孝二/訳

ゲーテ/著 前田敬作/訳

ゲーテ/著 高橋健二/訳

ゲーテ/著 芳賀檀/訳

トルストイ/著 原久一郎/訳

トルストイ/著 原久一郎/訳

トルストイ/著 米川正夫/訳

トルストイ/著 米川正夫/訳

トルストイ/著 中村白葉/訳

トルストイ/著 中村融/訳

トルストイ/著 中村融/訳

トルストイ/著 米川正夫/訳

ビリューコフ/著 原久一郎/訳

トルストイ/著 内田貢/訳

トルストイ/著 中村白葉/訳

トルストイ/著 中村白葉/訳

トルストイ/著 米川正夫/訳

レオ・トルストイ/著 馬場狐蝶/訳

トルストイ/著 島村抱月、鈴木悦/

訳

トルストイ/著 米川正夫/訳

トルストイ/著 原久一郎/訳

トルストイ/著 伊達俊光/訳

版部

岩波書店

大日本雄弁会
講談社

古典文庫

河出書房

角川書店

朝日新聞社

岩波書店

改造社

改造社

改造社

中央公論社

朝日新聞社

新潮社

改造社

岩波書店

1926.10
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Q
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29391
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1

4

5

5

6

3

3

3

3
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4

1

3

5

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

社会思想研究1960
会出版部

白水社

人文書院

河出書房新社

潮出版社

新潮社

新潮社

平凡社

平凡社

河出書房新社

岩波書店

岩波書店

岩波書店

勤草書房

丸善株式会社

岩波書店

岩波書店

岩波書店

国民文庫刊行
会

目黒分店

岩波書店

中央公論社

金尾分淵堂

1960

1960

1961.11

1971.3

1962

1962

1964

1964

1965.6

1965.11

池 文918/Ko48/16

池 文210.1/W41/4

池 文913.31/Sh46

池 文726.5/Ko95/101

池 文910.8/Ko93/22

池 文918/N71/5

池 文918/N71/5

池 文913.31/N48

池 文948/C47

池 文948/G56/4

池 文948/G56/5-1

池 文948/G56/5-2

池 文942/G56/1

池 文942/G56/1

池 文943/G56

池 文948/G56/15

池 文943/G56

池 文943/G56

池 文943/G56

池 文943/G56/7

池 文908/Se22/8

池 文943/G56

池 文908/Se22/18

池 文908/Se22/19

池 文988/R72

池 文988/R73

池 文908/Se22/11

中央183/To47/「617一

1966-68。4池 文983/To47/3-6

1966-67池 文988/To47/6-7

1968池 文980.28/To47/1

1908.1一 池 文983/T
o47/1-21910

.1

1929.5池 文988/T・47/11

1958.2-6池 文983/To47/1-2

1967池 文988/To47/9

1914.7一 池 文983/T
o47/1-31915

.2

1916.12池 文983/To47/1-2

1929.11一 池 文983/T
o47/4-71930

,8

1937,2一 池 文983/T
o47/4-61938

,11

1946.12池 文983/T。47
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創価教育研究第2号

年 朋 瞥 同定 書 名 著者 出版社 刊行年 所蔵 請求記号

昭 和

2!

1946

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

B

E

B

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

『戦争と平和』第1-8巻(岩 波文庫)改版

『戦争と平和』第2,3,5,7巻(岩波文庫)

『戦争と平和』第4,5巻(トルストイ選集)

『戦争と平和』(少年少女世界の文学)

『罪と罰』第1-3巻(岩 波文庫)改版

『カラマーゾフの兄弟』第1-4巻(岩 波文庫)改版

『カラマーゾフの兄弟』(少年少女世界の文学)

『どん底』(岩波文庫)

鵬 人剛(ツ ノレゲーネフ全鰍8巻)新 修普 ツルゲーネフ/著 米川正夫/訳

BD『 クリトーン』(プラトーン全集第2巻)

E

E

D

D

D

D

D

『猟人日記』上、下(岩波文庫)

『自然と人生』

『自然と人生』(岩波文庫)

『自然と人生』(名著復刻全集近代文学館)

民友社明治33年刊の複製

『自然と人生』抄(目本文学全集第6巻)

『隠者の夕暮れ・シュタンツだより』(岩波文庫)

『一握の砂』(啄木全集第1巻)

『一握の砂反響』(啄木全集別巻)

『一握の砂』(日本の文学第15巻)

『一握の砂』(日本文学全集第12巻)

『一握の砂』(明治文学全集第52巻)

『悲しき玩具』(啄木全集第1巻)

『悲しき玩具反響』(啄木全集別巻)

『悲しき玩具』(日本の文学第15巻)

『悲しき玩具』(日本文学全集第12巻)

『悲しき玩具:一握の砂以後』(名著復刻全集近代文学
館)

『悲しき玩具』(明治文学全集第52巻)

『種の起源』上(岩波文庫版)

『種の起源』下(岩波文庫版)

『ソクラテスの弁明』(岩波ギリシア・ラテン原典叢書)

『ソクラテスの弁明・クリトン』(岩波文庫)

『ソクラテスの弁明』(世界文学大系第3巻)

『ソクラテスの弁明』(世界の古典文学全集第14巻)

『ソクラテスの弁明』(世界の名著第6巻)

『ソクラテスの弁明』(世界の大思想第1巻)

7版

『竹沢先生という人』(岩波文庫)

『竹沢先生という人』(潮文庫)

『陸奥直次郎』(岩波文庫)

『奈落の人々』

『旅する心』(改造文庫)

『ウオタ・ベビ』(世界大衆文学全集第63巻)

『日本の目覚め』(岩波文庫)

トルストイ/著 米川正夫/訳

トルストイ/著 米川正夫/訳

トルストイ/著 中村融/訳

トルストイ/著 武者小路実篤/編

ドストエーフスキイ/著 中村白葉/

訳

ドストエーフスキイ/著 米川正夫/
訳

ドストエーフスキイ/著 米川正夫/

編

ゴーリキイ/著 中村白葉/訳

ツルゲーネフ/著 佐々木彰/訳

徳富藍花/著

徳富藍花/著

徳富藍花/著

徳富藍花/著

ペスタロッチー/著 長田新/訳

石川啄木/著

石川啄木/著

石川啄木/著 谷崎潤一郎/等編

石川啄木/著

石川啄木/著 小田切秀雄/編

石川啄木/著

石川啄木/著

石川啄木/著 谷崎潤一郎/等編

石川啄木/著

石川啄木/著

石川啄木/著 小田切秀雄/編

ダーウィン/著 八杉竜一/訳

ダーウィン/著 八杉竜一/訳

岩波書店

岩波書店

岩波書店

あかね書房

岩波書店

岩波書店

あかね書房

岩波書店

六芸社

岩波書店

民友社

岩波書店

日本近代文学館

集英社

岩波書店

岩波書店

岩波書店

中央公論社

集英社

筑摩書房

岩波書店

岩波書店

中央公論社

集英社

日本近代文学館

筑摩書房

岩波書店

岩波書店

ソクラテス/著 田中美知太郎/校註 岩波書店

プラトン/著 久保勉/訳

プラトン/著 田中美知太郎/訳

プラトン/著 田中美知太郎/訳

プラトン/著 田中美知太郎/訳

プラトン/著 田中美知太郎/訳

プラトン/著 木村鷹太郎/訳

長与善郎/著

長与善郎/著

長与善郎/著

ジャック・ロンドン/著和気律次郎/訳

有島武郎/著

キングスレイ/著 阿部知二/訳

岡倉覚三/著

岩波書店

筑摩書房

筑摩書房

中央公論社

河出書房新社

富山房

岩波書店

潮出版社

岩波書店

改造社

改造社

改造社

岩波書店

1955-

1956.8

1939.12-

1950.5

1967

1971.8

1958.11-

1959.2

1957

1971。6

1961

1937.1-

1937.5

1958

1900.8

1958

1968.12
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7
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3
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9
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4
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0

7
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6

5

6

6

6

6

7

6
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6

6

6

7

6

6

5

5

5

6

6

6

2

6

7

2

2

3

3

4

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

池 文983/To47/1-8

池 文983/To47/2,3,5β

池 文983/To47/4,5

池 文983/To47

池 文983/D88/1-3

池 文983/D88/1-4

池 文983/D88

池 文982/G67

池 文983/Tu6/7-8

池 文983/Tu6/1-2

池 文914.6・To45

池 文914.6・To45

池 文918.6/N71/6

池 文371/044

池 文918.6/176/1

池 文918.6/176/17

池 文918/N71/15

池 文918.6/N71/12

池 文918.6/Me25/52

池 文918.6/176/1

池 文918.6/176/17

池 文918/N71/15

池 文918.6/N71/12

池 文911.168/176

池 文918.6/Me25/52

池 文467.5/D42/1

池 文467.5/D42/2

池 文131.3/P71

池 文131.3/P71

池 文908/Se22

池 文908/Se22

池 文080/Se22/6

池 文080/Se22/1

池 文131.3/P71/2

池 文913.6/N25

池 文913.6/N25

池 文913.6/N25

池 文939.13/L84

池 文913.6/A76

池 文908/Se22/63

池 文210.5/041

一337一



創 立者 にみ る、若 き 日々の読書 一創価大学 中央図書館 「池 田文庫」渉猟 一

年 朋 腎 同定 書 名 著者 出版社 刊行年 所蔵 請求記号

昭和

21

!946

E『 ガーンディー聖書』(岩波文庫)

D『 我等の対立』(改造文庫)

BD『 神と国家』(改造文庫)

D

E

D

D

E

D

E

『孫文伝』(偉人伝全集)

『孫文伝』

『頼朝・為朝』(改造文庫)

『偉人論及偉人研究』(偉人伝全集)

『復活の曙光』(現代日本文学全集第13巻)

『言志四録』(岩波文庫)

『参考言志四録新釈』

ガーンディー/著 エルベール/編 蒲穆/

訳

プレハノブ/著 竹尾弍/訳

バクーニン/著 本荘可宗/訳

王枢之/著

鈴江言一/著

幸 田露伴/著

松本亦太郎/等著

姉崎正治/著

岩波書店

改造社

改造社

改造社

岩波書店

改造社

改造社

新潮社

佐藤←斎燧 山田準、五弓安二郎/訳註 岩波書店

小和田武紀/著

読書サークル「協友会」を20人 ほどの仲間と作る。

C『 神 曲:地獄、浄火、天堂』3冊

C『 神 曲』(世界文学全集第1巻)

E『 ダンテ神曲』(大思想文庫)

E『 神曲:地獄、浄火、天堂』上、中、下

E『 神曲』(世界文学大系第1巻)

E『 神曲』(世界古典文学全集第35巻)

E『 神曲』(世界文学全集第3巻)

E『 神曲物語』(現代教養文庫)

E『 神曲』(世界文学全集第2巻)カラー版

E『 神曲:地獄篇第八歌』(現代人の思想第14巻)

ダンテ/著 山川丙三郎/訳

ダンテ/著 生田長江/訳

ダンテ/著 黒田正利/訳

ダンテ/著 山川丙三郎/訳

ダンテ/著 野上素一/訳

ダンテ/著 野上素一/訳

ダンテ/著 平川祐弘/訳

ダンテ/原作 野上素一/訳著

ダンテ/著 平川祐弘/訳

1950

1932

1929

1931

1950。7

1934

1935

1928

1939

有精堂出版部1936.5

警醒社書店

新潮社

岩波書店

岩波書店

筑摩書房

筑摩書房

河出書房新社

社会思想社

河出書房新社

サングイネーティ/著平川祐弘/訳 平凡社

池 文113/G19

池 文363.5/P72

池 文363.8/B15

池 文289/S。41

池 文289/So41

池 文913.6/K・95

池 文280.4/Ma81

中 央D/W/546

池文lll駈1/b一

池 文121.5/K・95

1914-22国 図325-342

1929池 文908/Se22/1

1935池 文971/Ku72

1952-58池 文971/D39/1-3

1962池 文908/Se22/6

1964池 文908/Se22/35

1966池 文908/Se22/3-3

1968池 文971/D39

1968池 文908/Se22/2

1969池 文080/G34/14

昭和

22

1947

B

D

E

E

E

D

D

B

E

E

『ヒュペーリオン』青春の書7

『我が人生観』

『ギリシア神話』

『ゲーテ詩集』(世界の詩)

『ゲーテ詩集』(新潮文庫)改版

『海舟先生氷川清話』校訂

『氷川清話』海舟先生

『勝海舟自伝』氷川清話

『氷川清話』(勝海舟全集第14巻)

『氷川清話』付勝海舟伝

BD『 海舟全集』第1巻 一10巻

E『 海舟座談』(勝海舟全集第11巻)

BD『 海舟座談』(岩波文庫)

『西郷南洲遺訓:附手抄言志録及遺文』(岩波文BD
庫)

E

C

E

E

E

E

E

E

E

E

『学問のすンめ』(福沢全集)

『学問のす』め』(岩波文庫)

『学問のす㌧め』

『学問のすすめ』(福沢諭吉選集第1巻)

『学問のすすめ』(福沢諭吉全集第3巻)

ヘルデルリーン/著 吹 田順助/訳

武者小路実篤/著

呉茂一/著

ゲーテ/著 高橋健二/訳

ゲーテ/著 高橋健二/訳

勝安芳/述吉本裏/編

勝安芳/述吉本裏/編

鎌倉文庫

自在書房

新潮社

弥生書房

新潮社

河野成光館

前田大文館

勝安芳/述、吉本裏/撰、勝部真長 広池学園出版
/編

江藤淳勝部真長/編

勝海舟/述勝部真長/編

勝安芳/著海舟全集刊行会/編

部
勤草書房

角川書店

改造社

勝部真長、松本三之介、大口勇次郎/編 勤草書房

巌本善治/篇

西郷隆盛/著 山田済斎/編(岩波
文庫)

福沢論吉/著 時事新報社/編

福沢論吉/著

福沢諭吉/著

岩波書店

岩波書店

国民図書

岩波書店

慶慮通信

福沢論吉/著 福沢論吉著作編纂会/編 岩波書店

福沢諭吉/著 慶磨義塾/編

『学問のすすめ(抄)』(現代 日本思想大系第2巻)福 沢論吉/著 家永三郎/編

『学問のすすめ』(名著復刻全集近代文学館)

『学問のすsめ 』(福沢諭吉全集第3巻)

『福翁自伝』(福沢全集第3巻)

『福翁自伝』(福沢全集第7巻)

福沢論吉/著 小幡篤次郎/編

福沢諭吉/著慶磨義塾/編2版

福沢論吉/著 時事新報社/編

福沢論吉/著 時事新報社ノ編

岩波書店

筑摩書房
日本近代文学
館
岩波書店

国民図書

国民図書

1947.3.30国 図

6

珍

⑩

9

器

器

欝

翻

翻

㎜
潔

㎜
畿

器

器

灘

㎜
撒

池 文914.6/Mu84

池 文162.91/Ku59

池 文941/G56

池 文941/G56

池 文289/Ka87

池 文210。61/Ka87

池 文210.61/Ka87

池 文081.5/Ka87/14

池 文210.61/Ka87

YD5-H-a210一国 図

225

池 文081.5/Ka87/11

中 央914.6/B-1

池 文921.4/Y89

池 文08L8/F85/3

池 文370/F85

池 文370/F85

池 文081.8/F85/1

池 文081.8/F85/3

池 文081.6/G34/2

池 文370/F85

池 文081.8/F85/3

池 文081,8/F85/3

享也文081.8/F85/7

一338一



創価教育研究第2号

年 朋 腎 同定 書 名 著者 出版社 刊行年 所蔵 請求記号

昭 和

22

1947

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

D

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

D

D

D

E

E

E

E

E

B

E

E

E

E

『福翁自伝』(福沢諭吉選集第6巻)

『福翁自伝』(岩波文庫)改 訂版

『福翁自伝』新訂版

『福翁自伝』(福沢諭吉全集第7巻)

『福翁自伝』(世界ノンフィクション全集第11巻)

『福翁自伝』(世界教養全集第28巻)

『福翁自伝』(現代目本思想大系第2巻)

『福翁自伝』(世界の人間像第14巻)

『福翁自伝』(10冊の本第2巻)

『福翁自伝』(福沢諭吉全集第7巻)第2版

『福翁自伝』(福沢全集第15巻)

『代表的日本人』(岩波文庫)

『代表的日本人』(明治文学全集第39巻)

『代表的日本人』(歴史文庫)

『憲法十七条』(日本哲学全書第1巻)

『史記国字解』第1一第8巻

『史記』(漢文叢書第3-8巻)

『国訳漢文大成』〔第1〕第13-16巻

『史記』(中国古典文学全集第4巻)

『史記の世界』(世界教養全集第18巻)

福沢諭吉/著 福沢論吉書t乍編纂会/編 岩波書店

福沢言愈吉/著

福沢論吉/著 富田正文/校注解説

福沢諭吉/著 慶磨義塾/編

福沢諭吉/著 富田正文/編

福沢論吉/著

福沢論吉/菩 家永三郎/編

福沢諭吉/著 角川書店編集部/編

福沢諭吉/著 井上靖、臼井吉見/編

福沢論吉/著 慶騰 塾/編

福沢諭吉/著 時事新報社/編

内村鑑三/著 鈴木俊郎/訳

内村鑑三/著 川上徹太郎/編

内村鑑三/著 内村美代子/訳

三枝博音/編

司馬遷/著 早稲田大学出版部/
編

司馬遷/著 塚本哲三/編

司馬遷/著 国民文庫刊行会/編

司馬遷/著 野 口定勇/等訳

武田泰淳/著

岩波書店

慶慮通信

岩波書店

筑摩書房

平凡社

筑摩書房

角川書店

主婦の友社

岩波書店

国民図書

岩波書店

筑摩書房

日本ソノサーピスセンター

第一書房

早稲田大学出版
部

有朋堂

国民文庫刊行会

平凡社

平凡社

霧 己』(世界文学大繍 巻A)本紀恩 表・爆 駆/著 柑 妖 小竹武夫/筑韓 房

『史記』(世界文学大系第5巻B)列 伝篇

『史記:中国古代の人びと』(中公新書)

『史記』下(中国古典選)

『史記』春秋戦国篇(新訂中国古典選)

『史記』楚漢篇(新訂中国古典選)

『史記』漢武篇(新訂中国古典選)

『瞥説史記』

『史記』(世界の名著第11巻)

『史記』(世界古典文学全集第20巻)

『ナポレオン』(潮文庫)

『人形の家』(岩波文庫)

『二都物語』(世界文学全集第18巻)

『二都物語』(世界大衆文学全集第42巻)

『二都物語』上、中、下(岩波文庫)

『二都物語』上(新潮文庫)

『二都物語』(世界文学全集第6巻)

暴駆/著 小竹妖 小竹武夫/纏 書房

貝塚茂樹/著

田中謙二、一海知義/著

田中謙二、一海知義/著

田中謙二、一海知義/著

田中謙二、一海知義/著

村松暎/著

司馬遷/著 貝塚茂樹/編

司馬遷/著 小川環樹、今鷹真、福島吉
彦/訳

鶴見祐輔/著

イプセン/著 竹山道雄/訳

ディッケンズ/著 柳田泉/訳

ディッケンズ/著 名原広三郎/訳

ディッケンズ/著 佐々木直次郎/訳 岩波書店

ディッケンズ/著 俊々木直次郎/訳 新潮社

ディケンズ/著中野好夫、皆河宗一/訳 河出書房新社

『二都物語』(世界文学全集第22巻)特製豪華本 ディケンズ/著猪俣礼二/訳

『二都物語』(世界文学全集5巻)

『二都物語』(世界文学全集10巻)カラー版

『坊ちゃん』(明治大正文学全集27巻)

『坊ちゃん・三四郎』(現代 日本名作選)

『坊ちゃん』(角川文庫)

『坊ちゃん』(漱石全集3巻)

『坊ちゃん』(日本の文学12巻)

ディケンズ/著 中野好夫/訳

ディケンズ/著 中野好夫/訳

夏目漱石/著

夏 目漱石/著

夏 目漱石/著

夏 目漱石/著

夏 目漱石/著

中央公論社

朝目新聞社

朝日新聞社

朝目新聞社

朝日新聞社

中央公論社

中央公論社

筑摩書房

潮出版社

岩波書店

新潮社

改造社

河出書房新社

河出書房新社

河出書房新社

春陽堂

筑摩書房

角川書店

岩波書店

中央公論社

1951 池文081.8/F85/6

1954池 文289/F85

1957池 文289/F85

1959池 文081.8/F85/7

1960池 文081.8/Se22/11

1963池 文080/Se22/28

1963池 文081.6/G34/2

1964池 文280.8/Ka14/!4

1968池 文081.6/157/2

1970池 文081.8/F85/7

1938池 文081.8/F85/15

1950池 文281.04/U19

1967池 文918.6/Me25/39

1963池 文28LO4/U19

1937.1池 文081.6/Sa18/1

1919.6一 池 文222
.03/Sh34/1-820

.1

1920-22池 文082/Ts54/3-8

1922,2-1・ 激ll2/Ko48/1'13}

1958

1961

1962

1962

1963

1964

1966

1967

1967

1968

1968.5

1969

1969

1950

1928

1930

1936-

1948

1951

1961.3

1961,4

1961,11

1967

1927

1953

1955

1956

1964

池 文928/C68/4

池 文080/Se22/18

池 文908/Se22/5-1

池 文908/Se22/5-2

池 文222.03/Ka21

池 文222.03/Ta84/3

池 文222.08/Sh69/10

池 文222.08/Sh69/11

池 文222.08/Sh69/12

池 文222.03/Mu48

池 文080/Se22/11

池 文908/Se22/20

池 文289/N49

池 文949.6/111

池 文908/Se22/18

池 文908/Se22/42

池 文933/D72/1-3

池 文933/D72/1

池 文908/Se22/6

池 文908/Se22/22

池 文908/Se22/22

池 文908/Se22/10

池 文918,6/Me25/27

池 文918,6/N58

池 文918.6/N58

池 文918.6/N58/3

池 文918.6/N71/12
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創立者 にみ る、若 き 日々の読書 一創価 大学 中央 図書館 「池 田文庫」渉猟 一

年 朋 腎 同定 書 名 著者 出版社 刊行年 所蔵 請求記号

D

E

E

E

E

E

E

E

E

『小公子』(世界大衆文学全集46巻)

『小公子』(新潮文庫)

『小公子』(角川文庫)

『小公子』(世界少年少女文学全集第7巻)

『小公子』(名著復刻全集近代文学館)

『小公子』(少年少女世界の文学第8巻)カラー名
作

『若草物語』上,下(新潮文庫)

『若草物語』(世界の名作図書館第16巻)

『若草物語』(少年少女世界の文学)

F.H.バアネット/著佐々木茂索/訳

.バーネット/著中村能三/訳

.バーネット/著松原至大/訳

.バーネット/著

.バーネット/著若松賎子/訳

.バーネット/著

.オールコット/著松本恵子/訳

.オールコット/著中山知子/訳

.オールコット/著

改造社1930

新潮社1953

角川書 店1954

河 出書 房新 社1962

日本近 代 文学1968
、12館

小学 館1969.4

新潮 社1951

講談社1g67.!!

小学 館1969、11

池 文908/Se22/46

池 文939.13/B93

池 文939.13/B93

池 文908/Se22/7

池 文933/B93

池 文909/Sh96/8

池 文939.13/A41/1-2

池 文909.3/Se22/16

池 文909.3/Sh96/7

昭和6
.13月24

1949A

A

E

E

E

神田にて『パスカル冥想録』『情熱の書』他1冊 、計3冊 購入。合計、120円也。

冥想録:パンセ パスカル/著 由木康/訳 白水社1938

『パスカル冥想録』 串田孫一/著 夏 目書店1948.4

ハウプトマン/著 秋山六郎兵衛/1942 .!-『情熱の書』上
、下(岩波文庫) 岩波書店訳1946

.4

『情熱の書』(人生叢書第6巻)バ イロン/著 谷崎精二/編纂 新人社1945.9

『情熱の書』上、下 ハウプトマン/著 川崎芳隆/訳 万里閣新社1957

池 文135.3/P26

国 図943-cH374z-K

昭和

25

1950

1.2月

1.3火

5,20土

5,21日

5,22月

5,31水

6.10土

6,15木

8.15水

8.30水

9.18月

10.2月

ユ0.8日

10.26木

E

M君 と共に、先生の隣に腰掛け、お話を、うけたまわる。一 『永遠の都』の…。

午後、読書。タ刻より、2、3人の友人と雑談。明 日より出勤だ。

夜半まで、読書。

夜半まで、読書。1時、就寝。

青年は、小心であってはならない。偉人伝を読むことも大事だ。自分は、これでいいと思っては、絶対にいけない。

『富士宗学要集』全11冊 を購入。金3500円 也。

『富士宗学要集』 堀 目亨/編

『ゲーテとシラー』『樗牛全集』等を、神田にて求む。

A『 樗牛全集』

E

A

E

E

E

A

E

E

E

E

E

高山林次郎/著姉崎正治他/編 博文館 1916.3池 文918.68/Ta56/5

本の歴史 は、間違いだらけだ。自己の歴史には、自己の胸中の歴史だげは、一分の、嘘も、飾りも書けぬことを知れ。

トルストイの『徴悔』を読む。

戯悔(岩波文庫)ト ルストイ/著 原久一郎/訳 岩波書店1961.11池 文984/To47

『大トルストイ全集』第14巻 俄悔 トルストイ/著 原久一郎/訳 中央公論社1936.10池 文988/T。47/14

『レ・ミゼラブル』を読み終わる。(3回目の読 了)

『レ・ミゼラブル』上中下(岩波文庫)ユ ゴー/著豊島興志雄/訳 岩波書店1964池 文953/H98/1-3

トルストイの『日記』を読む。偉大な文豪たりとも、生涯、苦悩の連続であった。深く思念することをおぼ える。

『トルストイ未発表 日記一九一〇年』 トルストイ/著 八住利雄/訳 ナウカ社1935.12池 文985/T・47

『大トルストイ全集』第21巻H記 附宗教論10篇 トルストイ/著 原久一郎/訳 中央公論社1938。4池 文988/T・47/21

『トルストイ最後の日記』 トルストイ/著 八住利雄/訳 第一出版1948.2池 文985/To47

『トルストイ全集』第18巻 日記・書簡 トルストイ/著 中村融/訳 河出書房1967池 文988/T。47/17

タ刻恩飾と共に、小岩のK宅 を訪う。2人して、電車 中にて、種々仕事の話。帰りの車中はエミール の話、文学の話に花が咲く。

午後、読書。音楽を1人聴く。

フランシス・ベーコンの『随想録』を腕む。意義あり。

『モンテーニュ随想録』第3巻 モンテーニュ/著 関根秀雄/訳 白水社1960.9池 文954/M・37/3

『随想録』(世界教養全集第2巻)モ ンテーニュ/著 関根秀雄/訳 平凡社1962池 文080/Se22/2

『新選モンテーニュ随想録』 モンテー一ニュ/著 関根秀雄/訳 白水社1963.3池 文954/M・37

『新選モンテーニュ随想録』 モンテーニュ/著 関根秀雄/訳 白水社1964池 文954/M・37
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年 朋 腎 同定 書 名 著者 出版社 刊行年 所蔵 請求記号

昭和

25

1950

10.29日

11.1水

11,14火

11.15水

11.27月

11.28火

11,30木

12.1金

12.7木

E

E

E

E

E

A

E

E

E

E

E

A

A

A

A

A

E

『随想録』(世界の思想第1巻)モ ンテーニュ/著 関根秀雄/訳 河出書房新社1965

rモンテーニュ随想録〈エセー〉』(世界の大思想第4巻)モ ンテーニュ/著 松浪信三郎/訳 河出書房新社1966.12

rモンテーニュ随想録〈エセー〉』(世界の大思想第5巻)モ ンテーニュ/著 松浪信三郎/訳 河出書房新社1967.6

ホイットマンの『草の葉』を読む。

『草の葉』詩集

『草の葉』

詩集『草の葉』

『草の葉』上巻

『草の葉』ホイットマン詩集(岩 波文庫)9刷

『草の葉』ホイットマン詩集 上(岩波文庫)

『草の葉』ホイットマン詩集 中(岩波文庫)

『草の葉』ホイットマン詩集 下(岩波文庫)

帰室,10時 。読書。記憶力が減退して困る。

ホイットマン/著 富田砕花/訳.大 燈閣

ホイットマン/著 長沼重隆/訳 東興社

ホイットマン/著 富田砕花/訳 朝 日新聞社

ホイットマン/著 長沼重隆/訳 三笠書房

ホイットマン/著 有島武郎/選訳 岩波書店

ホイットマン/著 杉木喬、鍋島能 岩波書店
弘、酒本雅之/訳

ホイットマン/著 鍋島能弘、酒本 岩波書店

雅之/訳

ホイットマン/著 鍋島能弘、酒本 岩波書店

雅之/訳

12時 近くまで、ワイルドの『獄 中記』を読む。

『獄中記』(岩波文庫)ワ イルド/著 阿部知二/訳 岩波書店

新橋において、映画「レ・ミゼラブル」を観る。

『宇宙の謎』を夜半まで読む。

『宇宙の謎』 ヘッケル/著 栗原元吉/訳 玄黄社

『世界文学全集』を読む。第7巻 目に入る。

『世界文学全集』第1-38巻 新潮社/編 新潮社

『世界文学全集』第7巻 『アイヴァンホー、復讐 新潮社/編 新潮社
者』

トルストイの『少年時代』を読む。暴君の少年時代と吾が少年時代とを、対照して考えに耽る。

『少年時代』(岩波文庫)ト ルストイ/著 米川正夫/訳 岩波書店

『少年時代』(トルストイ選集第1巻)ト ルストイ/著 北垣信行/訳 岩波書店

池文080/Ku95/1

池文080/Se22/4

池文080/Se22/5

1919.5池 文939.11/W69

1929池 文939.11/W69

1949池 文939.11/W69

1953.4池 文939.11/W69/1

1955池 文939.11/W69

1969池 文939.11/W69/1

1970.8池 文939.11/W69/2

1971.7池 文939.11/W69/3

1935.4池 文934/W73

1917.3池 文112/H53

1927-30池 文908/Se22/7

1929池 文908/Se22/1-40

1932.9池 文983/T。47

1967池 文983/T。47/1

小林多喜二の『独房』を読む。若き左翼作家の苦悩が、ありありとわかる。思想の過ちの、結末の厳しき運命を思う。

A『 党生活者 ・独房』(岩波文庫)小 林多喜二/著 岩波書店1950池 文913.6/K・12

「嵐が丘」。ヒースクリッフとキャサリンの愛別離苦 の描写に胸を打たれる。

昭和
26

1951

1.8,月

1,!3土

2.5月

2.8木

帰宅,10時 。読書、ミルトン『失楽園』。

A『 失楽園』(世界文学全集第5巻)ミ ルトン/著 繁野天来/訳 新潮社1929池 文908/Se22/5

大文豪、ユゴー。革命の大叙事詩,小 説家ヴィクトル ・ユゴーの『九十三年』完読。感多し。わが国でも、彼の如き

大小説家の出現を,望 んでやまぬ。ああ、大哲理,大 思想、大宗教に、立脚せし大文豪 は、いつの日にかい出でなん。

ああ,大 情熱,大 革命、大理想に、燃えたぎった、世紀の大文学者よ、1日も速やかにい出で来たれよ。

A

E

E

E

E

E

『九十三年』(世界大衆文学全集第17巻)

『九十三年』上(岩波文庫)

『九十三年』中(岩波文庫)

『九十三年』下(岩波文庫)

『九十三年』上(潮文庫)

『九十三年』下(潮文庫)

帰宅,11時 。『頼朝』を読み終わる。

ユゴー/著 早坂二郎/訳

ユゴー/著 辻憩/訳

ユゴー/著 辻憩/訳

ユゴー/著 辻憩/訳

ユゴー/著 榊原晃三/訳

ユゴー/著 榊原晃三/訳

店

店

店

社

社

社

書

書

書

版

版

造

波

波

波

出

出

改

岩

岩

岩

潮

潮

1928.12.2

5

1954.2

1961.3

1964.9

1969.11

1970.2

重宝908/Se22/17

池文953/H98/1

池文953/H98/2

池文953/H98/3

池文908/H98/ユ

池文908/H98/2

A幸 田露伴/著 改造社1934池 文913.6/Ko95

E吉 川英治/著 朝 目新聞社1942池 文913.6/Y89/1,2

戸田先生を囲んで感想発表会。吾人1ま、革命には,大 別して三種類あり。即ち、政治革命、経済革命、宗教革命なりと。

いま此の書は、明治維新の革命と同じく、政治革諭なりと思うと。共産革命は、経済革命なりと。吾人等の断行せんとする

革命は、それらより本源的な、宗教革命なりと。即ち、真実の平和革命であり、無血革命なりと。大意の感想を述べたり。
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創立者 にみ る、若 き 日々の読書一創 価大学 中央図書館 「池 田文庫」渉猟一

年 月・ 督 同定 書 名 著者 出版社 刊行年 所蔵 請求記号

昭 和

26

19512.24± 二

3,3土

3.6火

A『 永遠の都』(世界大衆文学全集第39巻)ケ イン/著 戸川秋骨/訳 改造社1930.7。20池 文908/Se22/39

『三国志』全巻読み終わる。構想大なり。人心 の機微よく画 けり。大戦乱に、活躍せし、武将、政治家の一大絵巻の感あり。

策あり。恋あり、涙あり、意 気あり、力あり。教訓多々なり。建設、革命の青年、劉備玄徳の姿一

E

E

E

E

E

A

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

『校訂通俗三国志』上、下巻(帝国文庫)

『通俗三国志』上、中、下巻(有朋堂文庫)

『続三国志』上、下巻(物語支那史大系第6,7巻)

『三国志』(物語近世文学第15巻)

『兵法三国志』

『三国志』巻の1-14.

『三国志:三国演義』第1-9冊(岩 波文庫)

『三国志』第1-10巻

『三国志演義』(中国古典文学全集第8、9巻)

『画壇三国志』(梢風名勝負物語、第!3巻)

『三国志j実録』

『三国志』第1(吉川英治全集第26巻)494p

『三国志』第1(吉川英治全集第26巻)572p

『三国志』第2(吉川英治全集第27巻)516p

『三国志』第2(吉川英治全集第27巻)602p

『三国志』第3(吉川英治全集第28巻)490p

『三国志』第3(吉川英治全集第28巻)572p

『諸葛孔明:「三国志」とその時代』(桃源選書)

『内蒙三国志』(原書房・100冊選書)

『三国志のために』(桑原武夫全集第3巻)

『三国志:通俗演義』

『三国志実録』(吉川幸次郎全集第7巻)

『三国志:物語 』(現代教養文庫)

『吉川英治 自筆原稿:完全復刻版』

『秘本三国志』第1、2、5、6巻

『三国志』第1、3、4巻(吉川英治文庫)

『三国志』別巻 「競い合う個性」

『三国志:完訳』第1巻(現 代教養文庫)

『トルストイ全集』4冊目を、読み終わる。

A『 トルストイ全集』全22巻

E

E

E

E

E

E

『トルストイ全集』

『トルストイ全集』第6巻、36巻、61巻

『モンテ・クリスト伯』を読む。思うこと多し。

『モンテ・クリスト伯』(世界文学全集第3期第5巻)

『モンテ・クリスト伯』第1巻一7巻(岩波文庫)

『モンテ・クリスト伯』(世界文学全集第14巻)

『モンテ・クリスト伯』(世界文学全集第4巻)

高井蘭山/著

文山/〔原著〕石川核/校訂

早稲 田大学出版部/編

笹川臨風/解説

田中久/著

吉川英治/著

小川環樹、金田純一郎/訳

吉川英治/著

立間祥介/訳

村松梢風/著

吉川幸次郎/著

吉川英治/著

吉川英治/著

吉川英治/著

吉川英治/著

吉川英治/著

吉川英治/著

宮川尚志/著

松井忠雄/著

桑原武夫/著

小川環樹、武部利男/共訳

吉川幸次郎/著

芦田孝昭/訳

吉川英治/著 和田芳恵/解説

陳舜臣/著

吉川英治/著

大石智良、竹内良雄/訳

村上智行/訳

トルストイ/著 米川正夫,中 村 白

葉,原 久一郎,除 村吉太郎、深
見尚行,河 野与一,黒 田辰男,
八杉貞利/共訳

トルストイ/著加藤一夫/訳

トルストイ/著木村毅 他/訳

デュマ/著 山内義雄/訳

デュマ/著 山内義雄/訳

デュマ/著 山内義雄/訳

デュマ/著 山内義雄/訳

博文社

有朋堂書店

早稲田大学出
版部

雄山閣

新正堂

大日本雄弁会
講談社

岩波書店

六興・出版部

平凡社

読売新聞社

筑摩書房

講談社

講談社

講談社

講談社

講談社

講談社

桃源社

原書房

朝日新聞

岩波書店

筑摩書房

社会思想社

講談社

文藝春秋

講談社

徳間書店

社会思想社

岩波書店 ・

1893、9
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倣ll8・5/Te24/11一

池 文918/Y96/57

池 文923/W41/6-7

池 文913.5/Mo35/15

池 文399/Ta84

国 図913.6-Y859s3

池 文923/024/1-9

池 文913.6/Y89/1-10

池 文928/C68/9-8-9

池 文913.6/Mu48/13

池 文921.4/Y89

池 文918.6/Y89/26

池 文918.6/Y89/26

池 文918.6/Y89/27

池 文918.6/Y89/27

池 文918.6/Y89/28

池 文918.6/Y89/28

池 文289/Sh96

池 文391.6/Ma77

池 文908/Ku95/3

池 文923/024

池 文921。4/Y89/7

池 文923/A92

池 文918.6/Y89

池 文913.6/C46/1-6

池 文913。6/Y89/1,3,4

池 文222.043/Se63/6

池 文923.5/Mu43/1

1929.11一 池 文988/T
o47/1-221931

.10

トルストイ全集1925
.7刊 行会

トルストイ全集1926.12一

刊 行会28,6

池文988/Ka86

倣188/To47/6,36・6

河 出書房1954池 文908/Ka92/3-5

岩 波書 店1956-57.1池 文953/D96/1-7

河 出書 房新社1961.11池 文908/Se22/14

新 潮社1962池 文908/Se22/4
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年 朋 腎 同定 書 名 著者 出版社 刊行年 所蔵 請求記号

昭和

26

!951

3.19月

4,10火

4.22日

4。24火

4.27金

4.28土

4.29日

5。13日

5.14月

5.20日

6,6水

E

E

E

E

A

A

A

A

『モンテ・クリスト伯』(世界文学全集第5巻)デ ュマ/著 山内義雄/訳

『モンテ・クリスト伯』第1-4巻(講 談社文庫)デ ュマ/著 新庄嘉章/訳

『モンテ・クリスト伯』第1-4巻(潮 文庫)デ ュマ/著 生島遼一,奥村香苗/共訳

帰宅、9時50分。『スカラムーシュ』を読む。

『スカラムーシュ』上,下(潮文庫)サ バチニ/著 加島祥造/訳

帰宅、10時50分過ぎ。『ホイットマン詩集』(白烏省吾訳 新潮社)を開く。

ホイットマン詩集 ホイットマン/著 白鳥省吾/訳

カラマス 勝てる名声を読んだとき

帰宅、10時少 々過ぎ。レコードをかけ、ホイットマンの詩を読む。

ホイットマン詩集 ホイットマン/著 白鳥省吾/訳

秋の小川 嵐の傲る音楽

『寺 田寅彦全集』を、電車中で読む。

『寺田寅彦全集』第1巻一18巻 寺田寅彦/著

夜、『土田杏村全集』を少々読む。

『土田杏村全集』 土田杏村/著 恒藤恭/他編

読書。3時過ぎ、就寝

読書。就寝、2時過ぎる。

読書。一一 就寝、3時。

新潮社

講談社

潮出版社

潮出版社

新潮社

大泉書店

新潮社

大泉書店

岩波書店

第一書房

夜半まで、読書。思うこと多し。いつの日か『宗教革命」と題し、長編詩を書きたいものだ。

横になり、雑誌を読む。就寝、11時。

戸田先生のことを、1人、深く思う。読書。男は偉大なる程 、その愛、また深きものなり。就寝,3時 。

1962

1975

1976

1971

池 文908/Se22/5

池 文953/D96/4-5

池 文953/D96/1-4

池 文953/Sa11/1-2

1919.12池 文939.11/W69

1949池 文939.11/W69

1919.12池 文939.11/W69

1949池 文939.11/W69

1950-51池 文081.8/Te43/1-18

1935.9一 池 文081/T
s26/36

.3

昭和

27

1952

5,8木

12,5金

12,8月

12.14日

A経 済学入門 波多野鼎/著

戸田大学早朝講義始まる 第1回 教材

『新 ・平家物語』を読む。

漢詩を、少々読み、床につく。「虞美人草」「偶成」

『虞美人草』古文眞實前集(改訂高等漢文巻2 曾輩/著 中西清/他共編

漢楚の興亡)

『偶成詩』 朱烹/著

『新 ・平家物語』を読む。興味津々。就寝、1時半。

A

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

『新・平家物語』巻1一巻24

『新・平家物語』第1一第24巻

『新・平家物語』第1一第6巻

『新 ・平家物語』(古典 日本文学全集第16巻)

『新 ・平家物語』(古典 日本文学全集第16巻)

『新 ・平家物語』第1一第10巻 愛蔵版

『新 ・平家物語』(吉川英治全集第33巻)

『新 ・平家物語』(吉川英治全集第34巻)

『新 ・平家物語』第1一第12巻 愛蔵版

『新 ・平家物語』第1一第13巻 愛蔵版

『薪 ・平家物語』第1一第14巻 愛蔵版

吉川英治/著

吉川英治/著

吉川英治/著

吉川英治/著

吉川英治/著

吉川英治/著

吉川英治/著

吉川英治/著

吉川英治/著

吉川英治/著

吉川英治/著

日本評論社1950

大 修館書店1954。1

朝 日新聞社1951-57

朝 目新聞社1951-57

朝 日新聞社1959

筑 摩書房1960

筑 摩書房1964

朝 日新聞社1965

講談 社1967

講談 社1967

朝 日新聞社1967

朝 日新聞社1968

朝 日新聞社1969

重宝

池 文913.6/Y89/1-24

池 文913.6/Y89/1-24

池 文913.6/Y89/1-6

池 文913.6/KG93/16

池 文913.6/Ko93/16

池 文913.6/Y89/1-10

池 文913.6/Y89/33

池 文913.6/Y89/34

池 文913.6/Y89/1-12

池 文913.6/Y89/1-13

池 文913.6/Y89/1-14

12.16火

E

E

E

『水瀞伝』序文を読み、先生、水濫会の意 義、使命、確信を述べられる。此 の座に集いし数、38名なり。

『校訂水濡伝』上、下巻(帝国文庫第36、37巻)

『校訂続水濡伝』(続帝国文庫)

『校訂傾城水濡伝』(続帝国文庫)

博 文館18g5.11

三 木愛花 、田中従 吾軒/著 博 文館1900.9

曲亭馬 琴/著 博 文館1900.10

池 文1}8・5/Te24/36一

池 文918.5/Z5/25

池 文918.5/Z5/26

一343一



創 立者 にみ る、若 き 日々の読 書一創 価大学 中央図書館 「池 田文庫」渉猟一

年 朋 瞥 同定 書 名 著者 出版社 刊行年 所蔵 請求記号

昭和

27

1952

E

E

E

E

E

E

E

E

E

A

『校訂俊傑神稲水濡伝』上、中、下巻(続帝国文 岳亭丘山/〔等〕著

庫)

河竹黙阿弥/著 河竹糸女/補修『水濡伝雪桃』(黙阿弥脚本集第19巻)
河竹繁俊/校訂編纂

野 部 水綱(国 訳漢文大成〔第2〕ag18"20国 民嫡 刊行会/編

『水1許伝』(黙阿弥脚本集第20巻)

『水濡伝』(世界大衆文学全集第44巻)

『水濡伝』(世界大衆文学全集第38巻)

『水濡伝』(物語近世文学第14巻)

『水濤伝』(露伴全集第!8巻)

『水潜伝』第1-4冊(岩 波文庫)

『新訳 水濡伝』第1-9巻 欠巻:3、5、8巻

河竹黙阿弥/著 河竹糸女/補修
河竹繁俊/校訂編纂

メリメエ/著 宇高伸一/訳

施耐庵/著 笹川臨風/訳

笹川臨風/解説

幸 田露伴/著

吉川幸次郎/訳

佐藤春夫/訳

博文館

春陽堂

国民文庫刊行
会

春陽堂

改造社

改造社

雄山閣

岩波書店

岩波書店

中央公論社

1902.11-

1903.2

1922

1923.11-

1924.10

1926

1930

1930

1941

1949

1947-

49.11

1952-53

池 文918.5/Z5/44-46

池 文912.5/Ka98/19

池 文ll2/Ko48/2-18一

池 文912.5/Ka98/20

池 文908/Se22/44

池 文908/Se22/38

池 文913.5/Mo35/14

池 文918.6/K95/18

池 文923/Y89/1-4

池 文923/Sa87/1-9

12,17水

12,!8木

!2.19金

12.20土

12。26金

11時、帰宅。『水激伝』を読む。

『水濤伝』を読む。就寝 、1時半。

『水濤伝』を読む。

A『 新訳 水濤伝』第!-9巻 佐藤春夫/訳 中央公論社1952-53池 文923/Sa87/1-9

A法 学原論 和田小次郎/著 敬文堂書店1948重 宝

戸田大学早朝講義教材

来年は、本を読もう。読んで読んで読みぬこう。来年は、勉学の年としよう。学会の飛躍に遅れぬためにも。

昭和

28

1953

L5月

1.6火

1,7水

1.23金

1,27火

1.28水

2.2月

E

A

E

A

A

E

E

E

E

E

吾々にて、先生に、「星落秋風五丈原の歌」を、お聞かせする。先生、涙を浮かべ、幾度となく、繰り返して歌わせる。

『天地有情』 土井晩翠/著 博文館1918国 図911,56-D61t

『晩翠詩集』 土井晩翠/著 博文館1919池 文911.56/D83

『土井晩翠集』(明治文学全集第58巻)土 井晩翠/著 矢野峰人/編 筑摩書房1967.4池 文918.6/Me25/58

朝、'先生より『法律原論』の講義をうける。弥々、本格的に朝の勉強が始まる。'

タ刻、社員達と「血闘一スカラムーシュ」を有楽座で観る。本年1ま、最低50冊 、読破することを決意する。

今日より、始む。出発、頗る良し。

『法律原論』順調に進む。先生の講義、先生の思索、山よりも高く、海よりも深し。

雪 、紛々。『法律原論』を、私を中心に勉強。次第に進む。

『法律学概論』(法律学全書第1巻)林 信雄/著 評論社1949国 図YD5-H-a320-84

先生の指導で、今 日より『十八史略』を読み始む。

r+八 史略』E,F巻騰 国字解全書第・購 早稲・大学出版部/編 灘 大学出

噺+・ 鵬 物語』第以・、別巻上 轟野信太郎・購 歓 増田渉/河 出書房新社

『新・十八史略詳解』上,下巻 辛島醗、多久弘一/共著 明治書院

『新・十八史略詳解』 辛島醗、多久弘一/共著 明治書院

『新・十八史略』天、地、人 常石茂,他/著 河出書房新社

『十八史略』(新釈漢文大系第20、21巻)明 治書院

『新・平家物語』一平治の乱に入る。感深し。興亡盛衰。人間葛藤の歴史に、悲惨 多し。

1917池 文123/W41/36-37

1956-57池 文lll麗

222.0!/1くa62/1-1959池文

2

1959池 文222。01/Ka62

196678池 文222.01/Ts76

1967-69池 文082/Sh69/20-21

4.7火

A

4.8水

9.2水A

第3回 目の、『三国志』読了。

僻i一 ラー/著白井闘 ●桑木結/鵬 房1953醜

戸 田大学 早朝 講義教 材

四 月、ホ イットマンも、ゲ ーテも、ミル トンも、ダンテも、み な、心 より歌 い、戦い 、悩 み、進み しは 、4月。夜、読 書 。

地球・天体i一 ラー/著 白轍 明.桑木来吉/河 躇 房195・ 盤

戸田大学早朝講義教材

一344一



創価教育研究第2号

年 朋 腎 同定 書 名 著者 出版社 刊行年 所蔵 請求記号

昭 和10.3土

2810.77j〈

1953

10.13火

E

E

E

E

E

E

E

E

A

A

10,18日

!0.20火A

11.10火

12

12,22火

A

A

朝の、先生の講義 天文学、半 ば越える。仏法と天文学の関連性に胸躍る。

『天文学』終わる。将来の最 良の糧となる。深謝する、先生に。 読書。『織田信長』一一勇猛なる将。明晰なる頭脳

男性の本望たる活動。藤吉郎も、面白き、親しみ深き人物なり。幾度も、歴史の本を読むよう、常に先生はいわれる。

大事は、史観なりと。一

『織 田信長』第1一第7巻

『織 田信長』(現代人の日本史)

『織 田1言長』(グリーンベルト・シリーズ)

『織 田信長』(歴史の京都第1巻)

『武将列伝』(海音寺潮五郎全集第16巻)

山岡荘ノ)著

尾崎士郎/著

今井林太郎/著

岡本良一/著

海音寺潮五郎/著

『炎の柱一織田信長』(大仏次郎時代小説自選集 大仏次郎/著

『織田信長』(日本史探訪第1集)

『織田信長』(嵐の中の日本人シリーズ)

『花の生涯」を読む。

『花の生涯』 舟橋聖一/著

『花の生涯』続 舟橋聖一/著

午前中、読書。

生命

戸田大学早朝講義教材

『皇女和の宮」を読む。就寝、1時少々前。

『皇女和の宮』 川 口松太郎/著

資料日本史

戸田大学早朝講義教材

海音寺潮五郎、司馬遼太郎/著

童門冬二/著 成瀬数冨/絵

大日本雄弁会講談社1955-59

河 出書房新 社1960

筑摩書房

淡交社

朝日新聞社

読売新聞社

角川書店

あかね書房

新潮社

新潮社

テーラー/著 白井敏明 ・桑木来吉/訳 河 出書 房

小沢栄一・高井浩・小田泰正/編

1966

池 文913.6/Y42/1-7

池 文210/G34/13

池 文289/S-4/82

1970池 文216.2/R25/1

1970池 文918.6/Ka21/16

1970池 文913.6/074/12

1971池 文210.1/N77/1

1975.11池 文289/017

1953

1953

1953

朝日新聞社1953

清水書院1952

池 文913.6/F88/1

池 文913.6/F88/2

重宝

国 図913.6-Ka759k3

重 宝

朝の講義、法律学 、政治学 、経済学 、化学、漢文と進む。先生の、身体をいとわず、弟子を育成してくださる恩一吾人は、

いかに返さんや。今だ。力、力、カを蓄える時は、あらゆるカを、後代の準備として蓄えん。

昭和
29

1954

1,14木

1,17日

2.9火

2.15,月

2.18木

A

A

朝の講義、日本歴史、相当進む。限りなき青空に、わが胸 、広くなる感じ。

資料 日本史 小沢栄一・高井浩 ・小田泰正/編 清水書院1952重 宝

柳田国男氏宅に『価値論』を贈呈に行く。成城学園、留守にて残念。

『価値論』 牧 口常三郎/著 戸田城聖/補訂 創価学会1953.11池 文189.5/M・34

6時 、水溜会。『水濫伝』第9巻 を完結。小生が司会 。76名の同志集合す。10時30分 、会長室にて、先生と懇談。

昨 日のことは、全くふれられず、悠々たる先生。「勉強せ よ、勉強せよ」とおっしゃる。

朝の講義、日本歴史、相当進む。

社 にて『モンテ・クリスト伯』読了。読書は、智慧も、知識も、そして御書の読み方にも、カを与えてくれる。

「生涯、30分ずっでも、読書せよ。一生の聞には、大変な長時間の読書になる」といった人がいた。

3.1月

3,2火

E

先生より教授法にっいての話有り。実に面 白く、深く、味わうべき話であった。下田歌子の、『源氏物語』の教授法、

及び研数学館の、どじょう先生の教 授法をも、例として述べられた。

『日本の女性』 下田歌子/著 実業之日本社1913池 文367.21/Sh51

『後藤新平論』を読む。進取、先見と実践の闘志であった。力ある指導者。而市、批判し、論ずべき点、多々あり。

3.9火

3,10水

「モンテ・クリスト伯」に入る。先生の観察、思索、見解の偉 大さ、本当に私 は驚いた。

水濡会教材

日本史等、終 了に近づく。特に、鎌倉時代、足利時代篇に、興味をおぼえる。

4,11日 代表幹部2,3名に『永遠 の都』の本を贈る。
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創立者 にみ る、若 き 日々の読 書一創 価大学中央 図書館 「池 田文 庫」 渉猟一

年 朋 腎 同定 書 名 著者 出版社 刊行年 所蔵 請求記号

昭 和4
.18日29

1954

5,11火

5.27木

5.28金

6.7月

6。12土

6、13日

6,21月

阿部次郎の『三太郎の臼記』を読む。

A『 三太郎の日記』合本(角川文庫)

E『 三太郎の日記』(阿部次郎全集第1巻)

E『 三太郎の日記 補遺』(阿部次郎全集第2巻)

E『 三太郎の日記』(世界教養全集第4巻)

E『 合本三太郎の日記』(角川選書)

E『 三太郎の日記 補遺』(角川文庫)

A『 風霜』

水澹会教材

阿部次郎/著

阿部次郎/著

阿部次郎/著

阿部次郎/著

阿部次郎/著

阿部次郎/著

尾崎士郎/著

角川書店

角川書店

角川書店

平凡社

角川書店

角川書店

新潮社

微熱つづき身体 の調子、依然として変わらず。啄木の"雲 は天才である"を思い出す。

A世 界史 矢田俊隆/著 有精堂

戸田大学早朝講義教材

秋山定輔を書いた『風 の波と』を読む。誠に面白き人生なれど、彼の思考 に共鳴 出来得ず。

人それぞれ、悔いなき、わが道を征くことだ。彼は彼、我れは我れなり。

A『 風の波と』 村松梢風/著

読書。『プルターク英雄伝』 遅く休む。一明 日も、又、読もう。

夜3時 頃まで読書 。

E『 プルターク英雄伝』第1,3,4巻 改版

A『 プルターク英雄伝』第1-6巻

E『 プルターク英雄伝』

E『 プルターク英雄伝』

E『 プルターク英雄伝』第1-12巻(岩 波文庫)

E『 プルターク英雄伝』(日本の文学第43巻)

E『 プルターク英雄伝』第1,5,8巻(潮文庫)

6,22火A

6.23水

6,28月

6.30水

7,1木

7.2金

F
〕

F
〕

F
〕

F
一

F
一

E

F
】

E

ロ
』

ロ
島

プルターク/著 高橋五郎/訳

プルタルコス/著 鶴見祐輔/訳

プルターク/著 鶴見祐輔/訳

プルターク/著 鶴見祐輔/訳

プルターク/著 河野与一/訳

小林秀雄/著

プルターク/著 鶴見祐輔/訳

朝の講義一西洋歴史 、着々と進む。偉大なる先生であられる。

1日 も早く、世界の指導者として、活躍されん事を祈るのみ。

『風の波と』 村松梢風/著

水濤会教材

朝 、少しずつでも、読書の習慣をつけたいと思う。

夜半まで、読書一一。

野口米次郎を読む。

『表象好情詩;野 口米次郎定本詩集 』第1一第4野 口米次郎/著

『人生詩集』 野口米次郎/著

『幻島ロマンス』(世界大衆文学全集第32巻)ゲ ール/著 野 口米次郎/訳

『ブラウニング詩集』 ブラウニング/著 野口米次郎/訳

『伝統について』(青春文化選書)野 口米次郎/著

1時 より、駿河台図書館に行く。5時まで世界三傑の人物論を読み耽る。

神 田にて『日本経済史』を金2000円 也を出して購入す。勉強せねばならぬ。

『日本経済史』全12巻 竹越与三郎/著

『日本経済史概説』 中村吉治/著

『日本経済史』 本庄栄治郎/著

『日本経済史概要』7版(岩波全書)土 屋喬雄/著

『日本経済史』 竹中靖一/著

新潮社

1950池 文914.6/A12/1

1960.12池 文914.6/A12/1

1961池 文914.6/A12/2

1963池 文080/Se22/4

1968池 文914.6/A12

1968.2池 文914.6/A12/2

1954.3国 図913.6-0979h

1954

1953

重宝

池 文913.6/Mu48

国民文庫 刊行1930池 文283
.1/P75/1,3,4会

改 造社1334,4-6池 文283.1/P75/1-6

太 平洋 出版社1949.12池 文283.1/P73

太 平洋 出版 社1950池 文283.1/P73

岩 波書店1952-56池 文283.1/P75/1-12

中央公論 社1973国 図KH6-42

1971.10一潮 出版社 池 文283
.1/P75/1,5,81972

新潮社

第一書房

第一書房

改造社

第一書房

牧書房

平凡社

日本評論社

有斐閣

岩波書店

1953 池 文913.6/Mu48

1925.12一 池 文911
.5/N93/1-41927

.6

1929,3池 文911.5/N93

1929池 文908/Se22/32

1930.3池 文931/B77

1943池 文704/N93

ミネルヴァ書房

明るい朝であった。然れども、朝の西洋歴史の講義がなかなか頭にはいらなかった。惰眠があってはならぬ。

浅学は人生の恥じである。

1934-36

1941,12

1952

1953

1953

池 文332.1/1-12

池 文332.1/N37

池 文332.1/H85

池 文332.1/Ts32

池 文332.1/Ta64

一346一



創価教育研究第2号

年 朋 瞥 同定 書 名 著者 出版社 刊行年 所蔵 請求記号

昭和7
,8木29

19547.10二1二

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

7.13火A

7、21水

7,25日

9.3金

9,28

10.8金

10,21木

11.5金

12.28火

12,29水

A

A

E

夕刻、神田にて古本屋を回る。欲しくとも高価で、思う本が買えぬので残念。7冊購入。神田は迫力のある街である。

早朝に起き、菊池寛の著作を一冊読む

菊池寛戯曲全集第1巻

現代戯曲全集第5巻

啓吉物語

時の氏神

菊池寛戯曲全集第3巻

放蕩息子(世界大衆文学全集第7巻)

ナポレオン伝(偉人伝全集)

菊池寛戯曲全集第2巻

新道徳読本

昭和の軍神西住戦車長伝

『恩讐の彼方に・忠直卿行状記』他8篇(岩 波書

店)

『九十三年』(世界大衆文学全集第17巻)

水濤会教材

1時近くまで、雑記帳に戸田先生の指導を整理する。

菊池寛/著

菊池寛/著

菊池寛/著

菊池寛/著

菊池寛/著

ケイン/著 菊池寛/訳

菊池寛/著

菊池寛/著

菊池寛/著

菊池寛/著

菊池寛/著

ユゴー/著 早坂二郎/訳

春陽堂

国民図書

玄文社

新潮社

春陽堂

改造社

改造社

春陽堂

創元社

東京日日新聞社

岩波書店

改造社

1921.5

1924

1924.2

1924.9

1925.4

1929

1931

1933.5

1936.12

1939.9

1952

1928.12.2

5

池 文912.6/Ki24/1

池 文912.608/K・48/5

池 文913.6/Ki24

池 文913.6/Ki24

池 文912.6/Ki24/3

池 文908/Se22/7

池 文289/N49

池 文912.6/Ki24/2

池 文150/Ki24

池 文289/N87

池 文913.6/Ki24

重 宝908/Se22/17

朝 の西洋歴史講義、続く。先生、お疲れもいとわず、真剣に指導して下さる。申しわけない気持ち一。

午前中、新聞の切 り抜き、並びに本棚の整理。

帰宅、羽時少々前。『東西英雄論』を読了。

『東西英雄論』 尾崎士郎/著 小説朝 日社1953池 文914.6/096

一 新時代の平和革命の大思想は、この 日蓮大聖人の仏法あるのみと一 。

ロビンソン・クルーソー水濤会教材

戸田大学早朝講義教材

『ロビンソン・クルーソー』(岩波少年文庫)デ フォー/著 阿部知二/訳 岩波書店1952。6池 文933/D53

『ロビンソン・クルーソー』上巻(岩波文庫)デ フォー/作 平井正穂/訳 岩波書店1967.10池 文933/D53/1

白雲飛び、大河流々。「自然」と題し、詩を雑記帳に記す。

午前中、調べごとをするため、駿河台図書館に行く。満員なのに驚く。

『改訂高等漢文』巻2(文部省検定済教科書)中 西清/他共編 大修館書店1954.1

午後、本郷 ・東大赤門前のS書 房に行く。聖教新聞へ寄贈の、仏教書購 入のため。一本の少ないのに全く驚く。

朝 、漢詩を手にする。

昭和

30

1955

1.10月

1.23日

1。28金

1,30日

帰宅、9時半。読書。

先生、ルソーの『民約論』を思想とした、自由民権で起ち上がった板垣退助、中江兆民等の革命の講演。

『ルッソー民約論』(大思想文庫)木 村亀二/著 岩波書店1935池 文311/Ki39

『民約論』(世界大思想全集第1期7巻)ル ソー/著 加藤一夫/訳 春秋社1927.1!池 文080/S・22/1-7

帰宅、11時少々前。1人読書。・

帰路、友と三国志等を語りつつ一。 曹操の勇を思う。項羽の大勇を念う。関羽の人格。張飛のカ。孔明の智。

孫権の若さ。是非論、善悪鍮、多々論じあった。

2.2水

2.8火

『鴻門の会』を読む。『四面楚歌』を読む。『虞美人草』の、悲哀一史蒔に胸懐そぞろなり。

讐門之會』史記(改言麟 漢蜷2灘 の興鴫 麗 中西靴 共編 大修館書店

野 緻 』史記(改言麟 漢蜷2灘 の興鴫 醗 中瀦/他嬬 大隣 書店

驕 耀)古 文顛 前轍 言麟 漢蜷2齢 著 中西離 共編 大修館書店
一、教学を徹底的に致す事 二、読書し、将来の糧としゆく事 三、自己の建設を、常に忘れざる

1954.1

1954,1

1954,1

一347一



創立者 にみ る、若 き 日々の読書 一創価大学 中央 図書館 「池 田文庫」渉猟 一

年 朋 腎 同定 書 名 著者 出版社 刊行年 所蔵 請求記号

昭和

30

1955

2.15火

2,16水

2,18火

3,6日

A

E

E

E

12時 、帰宅。1人読書す。

『隊長ブーリバ』読み始む。脳裏に去来するものあり。

『隊長ブーリバ』(角川文庫)ゴ ーゴリ/著 平井肇/訳

『隊長・ブーリバ』(近代文庫)ゴ ーゴリ/著 原久一郎/訳

『隊長ブリバ』(ロシア文学全集第30巻)ゴ ーゴリ/著 原久一郎/訳

『隊長ブーリバ』(潮文庫)ゴ ーゴリ/著 原久一郎/訳

魏徴の「述懐」の詩を、電車の中で読む。愛請の詩 、亦楽し。

『述懐』唐詩選(改訂高等漢文巻2慷 慨)魏 徴/著 中西清/他共編

8時 、先生を迎え、水洪会。一 『三国志』。

角川書店

創芸社

修道社

潮出版社

1951

1953

1959

1970

大修館書店1954.1

国 図983-cG61t-H

国 図983-cG61t-H2

池 文983/R72/30

池 文983/G57

5.16月

5,17火

5,18水

5,24火

5.31火

6.1水

A

E

E

A

E

E

「ホイットマン詩集」を開く。(秋の小川

『ホイットマン詩集』

『世界大思想全集』第1期(32)

『ホイットマン詩集』

『ホイットマン詩集』

『ホイットマン詩集』

『ホイットマン自選 日記』上、下巻(岩波文庫)

眠れる人 々)

ホイットマン/著 白鳥省吾/訳

ホイットマン/著 宮嶋新三郎/訳

ホイットマン/著 松山敏/訳

ホイットマン/著 白鳥省吾/訳

ホイットマン/著 白鳥省吾/訳

ホイットマン/著 杉本喬/訳

新潮社1919.12池 文939.11/W69

春秋社1930.6

成光堂 書店1935.1

大泉書 店1948

弥生書 房1965

岩 波書 店1967.8

池 文080/Se22/1-32

池 文939.11/W69

池 文939.11/W69

池 文939.11/W69

池 文939.15/W69/1-2

阿部次郎 の『三太郎の日記』をちょっと読む。面白からず。

A『 三太郎の日記』合本(角川文庫)阿 部次郎/著 角川書店1950池 文914.6/A12/1

陶淵明の「帰去来」暗請しながら、道を歩んだ。陶淵明/著

『1掃去來辞』古文眞寳後集(改訂高等漢文巻2 陶潜/著 中西清/他共編 大修館書店1954
.1自適)

小林秀雄 の『批評家失格』『"罪と罰"について』を面 白く読む。どの本を読んでも、結局は、自己が一番優れ、

偉いといっているようだ。

E

E

E

E

E

E

A

E

E

A

A

E

E

E

E

『私小説論』(創元文庫)
'
『無常という事』(創元文庫)

『地獄の季節』(岩波文庫)改 版

『小林秀雄』(人生論読本)

『考えるヒント』第1巻

『古典と美:論集』

『小林秀雄集』(現代文学大系第42巻)

『対話人間の建設』

『無私の精神』

『批評家失格1、 」』(小林秀雄全集第1巻)

『「罪と罰」について1、 ■』(小林秀雄全集第6
巻)

『小林秀雄全集』第5、10、!!、12巻

『ゴッホの手紙』(角川文庫)改 版

『作家の顔』(角川文庫)改 版

『歴史について:小林秀雄対談集』

小林秀雄/著

小林秀雄/著

ランボオ/著 小林秀雄/訳

小林秀雄/著 佐古純一郎/編

小林秀雄/著

小林秀雄/著

小林秀雄/著

岡潔、小林秀雄/著

小林秀雄/著

小林秀雄/著

小林秀雄/著

小林秀雄/著

小林秀雄/著

小林秀雄/著

小林秀雄/著

創元社

創元社

岩波書店

角川書店

文藝春秋社

求竜堂

筑摩書房

新潮社

文藝春秋

新潮社

新潮社

新潮社

角川書店

角川書店

文藝春秋

1951

1952

1957.11

1960

1964

1964

1965.5

1965.7

1967

1967.ll

1967.12

1967-68

1968.3

1969

1972

池 文901.3/K・12

池 文901.3/Ko12

池 文951/R44

池 文914.6/J52/6

池 文914.6/K・12/1

池 文914.6/Ko12

池 文918.6/G34/42

池 文410.4/036

池 文914.6/Ko12

池 文908/Ko12/1

池 文908/Ko12/6

池 文908/Ko12/

池 文723.5/Ko12

池 文910.26/Ko12

池 文914.6/Ko12

『ホイットマン詩集』を読む。(カラマス 大道の歌)

Aホ イットマン詩集 ホイットマン/著 白鳥省吾/訳 新潮社1919.12池 文939。11/W69

A『 ホイットマン詩集』 ホイットマン/著 白鳥省吾/訳 大泉書店1948池 文939.11/W69

宗教革命論、政治と宗教論 、科学と宗教論、文化と宗教論等を、立派に書き上げる勉強を着々とせね ばならぬ。

タ刻、神 田通りへ、古本、3冊購 入。買いたい本は、山ほど有る。財政難。

A政 治学 鈴木安蔵/著 青林書院1955池 文

戸田大学早朝講義教材
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創価教育研究第2号

年 朋 腎 同定 書 名 著者 出版社 刊行年 所蔵 請求記号

昭和7
,17日30

1955E

9.20火

9,26月

9.27火

9.28水

10.25火

10.7金

10.25火

10,26水

10、28金

10.29土

11.12土

11,14月

12.21水

12.28水

E

E

E

A

E

E

徳富藍花の『自然と人生』を思い出す。

『自然と人生』(岩波文庫)徳 富藍花/著 岩波書店1958池 文914.6・T・45

夜半まで、静かに読書。就寝、2時近くになる。

灯火親しむ候に入る。帰 り、神田にて、食事。古本数冊、購入して帰宅。読書ト、文筆二、励ミタシ。

6時、水浄会。先生、御出席。『三国志』今夜にて、終了。東洋広布の進め方、日本の広宣流布の仕上 げ方等の

遺言にも似た、指導となる。

朝 の講義『政治学』終 了に近づく。

遅くまで、読書 。本を読まねばならぬ。若いうちに。老いて、後悔せざる為にも。一一

先生と、映画「新・平家物語」を、観に行く予定なりしも、緊急部隊長会講のため、残念にも、行 けず。

先生のおさそいに、大きな意味を感じた。奥様より、あとで見ておくように、との連絡を戴く。

遅 くまで、読書。本を読まねばならぬ。若いうちに。老いて、後悔せざる為にも。一一

読書。静かな夜。平和な夜。幸福な夜。暖かな夜。有り難い。

読書の秋。否、365日、読書の 日にしたいものだ。一、御書を、完全に読み切ってゆく事 一、六巻抄を、熟読すべき事

一、古今東西の、良書を精腕すべき事 特にこの3年….。此の3年 によって、私の生涯は決定するなり。運命、宿命一 。

大河の流れの如し。

先生の指示により、山喜房版『富士宗学要集』のことで東販に行く。

今 日で,朝の先生の勉強一政治学 、法律 、化学 、漢文、天文学、経済学等、終了する。一生涯、勉強 してゆかねばならぬ。

生涯、謙虚に。決して、教学 に、学問に、慢の人になること勿れ。

朝、「依義判文抄」の講義を、お願いする。文段、六巻抄の大事を痛感する。此の3ヵ年において、勉学、徹底せねばならぬ。

依義判文抄(六巻抄)

戸田大学早朝講義 第10回教材

『依義判文抄』(六巻抄講義第3巻)創 価学会教学部 聖教新聞社1974.9池 文189.12/S。81

吉川英治作「宮本武蔵」を再読。小学4年 の頃をなつかしく偲びつつ。剣の人。技の人。この一念、この真理 、この人生修行、

この生命の躍動も、現代社会 にフィットするなりと思いて。

『宮本武蔵』(近世実録全書第7巻)

『宮本武蔵集、五輪の書』(大日本思想全集第3

巻)

『宮本武蔵』上,中,下巻

『宮本武蔵』第1-6巻

『宮本武蔵』第1-6巻

坪内適遥/鑑選 早稲田大学出版 早稲田大学出
部/編

吉川英治/著

吉川英治/著

吉川英治/著

若い。まだまだ若い。自己を鍛え、磨かねば。(1)as書(2)書 くこと。

1929版 部

大 日本 思想全1933
.8集 刊行 会

六興 出版社1953-54

六興 出版社1958-59

中央公 論社1960

池 文913.56/W41/7

池 文081.6/D14/3

国鴎36-Y859m3一

池 文913.6/Y89/1-6

池 文913.6/Y89/1-6

昭和

31

1956

1,3火

1.12木

1.19木

1,22目

3.27火

3.29木

4.11水

4.24火

4.26木

A

A

スペンサーのいわく。"第一に大胆であれ、第二に大胆たれ、第三に大胆たれ"と。

『宮本武蔵』読了。小次郎の死。武蔵の剣 。思うこと多々。

帰り、渋谷へ、映画「新・平家物語jを観る。面白からず。

一人起てる時に 強き者は 真の勇者なり。(シルレル)

6時より、久しぶりに、水溜会。2時間,先生のおそばで、歴史観、当時の社会観、人物論等を、胸を痛めつつ

聞き入る。博学なる師、深き大指導者。

妙法の青 年革命児よ、白馬に乗って、真っしぐらに、進みゆけ。山を越え、川を越え、谷を越えて。

"走れメロス"の 如くに
。厳然と、師は見守っているぞ。

『走れメロス』太宰治全集第3巻 太宰治/著 筑摩書房1955池 文918.6/D49/3

午前中、先生に1時間程、報告。朝 の勉強も、随分進んだと、褒めて下さる。師 の下に、巣立つ栄光。慢界一の青春。

われに悔いなし。われに幸あれ。 思索,読書。….12時すぎに,寝床。

『世界美術全集』平凡社版を購入。嬉し。

『世界美術全集』第1-29巻 平凡社/編 平凡社1953.7-55池 文708/H51/1-29

帰宅、11時を過ぎる。少々雑誌を開く。
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創立者 にみ る、若 き 目々 の読書 一創価大学 中央 図書館 「池 田文庫」渉猟 一

年 朋 腎 同定 書 名 著者 出版社 刊行年 所蔵 請求記号

昭和7
,22日31

1956A

A

E

E

E

E

E

E

E

E

E

A

8.28火

8.30木

11.29木

12,1土

12,2日

12,4火

『新・平家物言寵 、『ナポレオン戦史』を饒了。此の3年 間、歴史書に、全力をあげる。

『新・平家物語』巻1一巻24

『新 ・平家物語』第1一第24巻

『新 ・平家物語』第1一第6巻

『新 ・平家物語』(古典 日本文学全集第16巻)

『新 ・平家物語』(古典 日本文学全集第16巻)

『新 ・平家物語』第1一第10巻 愛蔵版

『新 ・平家物語』(吉川英治全集第33巻)

『新 ・平家物語』(吉川英治全集第34巻)

『新 ・平家物語』第1一第12巻 愛蔵版

『新 ・平家物語』第1一第13巻 愛蔵版

『新 ・平家物語』第1一第14巻 愛蔵版

『ナポレオン戦史』(国防科学叢書)

吉川英治/著

吉川英治/著

吉川英治/著

吉川英治/著

吉川英治/著

吉川英治/著

吉川英治/著

吉川英治/著

吉川英治/著

吉川英治/著

吉川英治/著

伊藤政之助/著

朝日新聞社

朝日新聞社

朝日新聞社

筑摩書房

筑摩書房

朝日新聞社

講談社

講談社

朝日新聞社

朝目新聞社

朝日新聞社

ダイヤモンド社

1951-57池 文913.6/Y89/1-24

1951-57池 文913.6/Y89/1-24

1959池 文913.6/Y89/1-6

1960池 文913.6/K・93/16

1964池 文913.6/Ko93/16

1965池 文913.6/Y89/1-10

1967池 文913.6/Y89/33

1967池 文913.6/Y89/34

1967池 文913.6/Y89/1-12

1968池 文913.6/Y89/1-13

1969池 文913.6/Y89/1-14

1942.6池 文235/191

体力は、人生行動 、人生活動の本源である。体力のある人 は幸せである。体力なき人は、不幸であるが。

午後、先生より、経済の講義。新聞の読み方 、人物の見方等の指摘あり。偉大なる師匠の言を、

皆真箪に聞き留めねばならぬ。

帰り、友らと共に「日本かく戦えり」の記録映画を鑑賞。一新宿。戦争は悲劇である。戦争は絶対に避けねばならぬ。

断じて。思うこと多し。

新宿にて映画「静と義経」を観る。面白からず。しかし、男女の信頼の姿は美し。

早めに帰宅。読書。

タ刻まで横になりながら読書。… おそく帰宅。「流浪の民」「美しき天然」等を、妻と共に聴く。

家康の訓話に、また惟う。"人間の、その一生に三段の変り目あり。よく心得べし。まず17,8歳 の頃は、友人により

悪く染ることある。30歳 頃は、物事に慢心出でて、老巧者をも、尊敬せぬようになるものだ。40歳の時分は、物事

退屈し、昔を述懐するようになり、心弱くなるべし。

12,5水 『太閤記』一読 了、二回 目か。小説を書く時の参考と憶いながら。

12,8土

12,20木

!2,2!金

!2,22土

12,27木

女子部の総会。盛会…参謀室長挨拶を、約5分 なす。

"鳳風は木を択んで住む
、人も師を択んで人生を生きるべきなり"という主眼なり。

日記を記すことは、自身の片鱗を刻むことか。歴史を残すことか。自由の対話か。ともかく書こう。しかし、真実の境地を

書ける時と、書けぬ時がある。ずるいものだ一人間は。

御書を、拝読することを忘るな。小説を、読むことを忘るな。経済、政治の勉強も、そろそろ本格的に。先生の事を、

1日 中念う。師 弟の厳 しさ。

遅くまで、読書 。横になりながら。来年は、必ず、勉強しよう。誓う。自身に。

先生より、演繹法と帰納法の話有り。西洋哲学のリッケルトー新カント学派の認識論と、東洋仏法の唯識論は、

正反対である。

口壬丁
2

刀口
3

日

1957

1,2水

L3木

A

E

A

E

E

E

野 ロ米次郎の「元旦の詩」を思い起こす。

『表象好情詩;野 口米次郎定本詩集』第1一第4野 口米次郎/著

『人生詩集』 野 口米次郎/著

西田幾多郎の論文「叡智的世界」と「直覚的知識」を、少々饒む。

『一般者の自覚的体系』 西 田幾多郎/著

『一般者の自覚的体系』(西田幾多郎全集第5巻)西 田幾多郎/著

『善の研究』(岩波文庫)西 田幾多郎/著

『哲学概論』 西 田幾多郎/著

第一書房

第一書房

岩波書店

岩波書店

岩波書店

岩波書店

1925,12一 池 文911
.5/N93/1-41927

,6

1929.3池 文911.5/N93

1930.1

1965.6

1950

1953.11

池 文121。6/N81

池 文121。9/N81/5

池 文121。9/N81

池 文121。9/N81
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創価教育研究第2号

年 朋 腎 同定 書 名 著者 出版社 刊行年 所蔵 請求記号

昭和

32

1957

1,5土

1,31木

2,13水

2,17日

午前中、休息一読書。群雲の如く、種 々、未来への思念湧く。

一、御書を拝読することを続 行のこと 一、良き小説を読む習慣をつけること 一、「大白蓮華」に執筆 のこと

右 、再び決意する。

教学力の、足らざるを、反省する昨今。不断の努力の、必要あり。これからの指導者の、第一義の問題たり。

この1年 一読書の年でありたい。

Y著 の『政治家と事務家』を読む。面白からず。少々、本棚の整理を。わが子 の如き本一。

3,6水

3.19火

5,2木

5,4土

5.7火

5.12日

5,15水

6,2日

9.29日

9,30月

10,11金

10,21月

A

E

E

『歴代内閣総理大臣論』『人の統 率法』を読む。面 白からず。

帰 り、映画「花 は嘆かず」を観る。渋谷にて。あまり面白からず。

午後より、小雨あり。自己の幸福 にっいて、"病気と悔恨"は 、悪と談 じた一トルストイの心情を、思わずにいられない。

遅くまで…読書。…、思索。

阿部次郎の「秋窓記」を読了。

『秋窓記』 阿部次郎/著 岩波書店1937池 文404/A12

『秋窓記(抄)』(昭和文学全集第25巻)阿 部次郎/著 角川書店1953池 文918.6/Sh96/25

『秋窓記』(阿部次郎全集第!0巻)阿 部次郎/著 角川書店1960.10池 文081.8/A12/10

タ6時 より、皆で「荒鷺の翼」の映画を観る。皆、久しぶりにと、大喜び。我が 心境も、知らずに。

午後、参考のため、日本国際見本市を、見学に行く。…先生に、見学 の模様を、ご報告する。「"科学と宗教"に ついて

考えていくんだなあ」と一言指導あり。

『日本史』『世界史』の本を、応接間にて、広げる。

トルストイは、不幸とは、悔恨を残すことなり一と。1日1日を、せめて、有意義に送る努力をすることだ。

雪ハ笠槍二漉ギ 風ハ挟ヲ捲ク 吸々 乳ヲ索ムルハ 若為ナル情ゾ 多年鉄拐峯頭ノ瞼 三軍ヲ叱咤スルハ

是レ此ノ声 好きな人物一源義経一を詠じた詩。戦記物を、読むこと、しばしば。

帰宅して、原稿を書く。未来 、大いに書 けるよう、雑記帳につれづれに誌す。静かな夜。いつまでも、思索す。

朝 の先生による勉強一『日本歴史』に入る。藤原時代より。

10.22火

10.23水

10,29火

IL1金

11,6水

11,7木

車 中、「第三の眼 」を読了。先生より、たびたび、「読書せよ」と注意あり。「あの本も読め、この本も読んだか 」と一。

A『 第三の眼;秘境チベットに生まれて』 ランパ/著 今井幸彦/訳 光文社1957池 文292。29/L77

ああ五丈原一(8月)23日 は、諸葛孔明の命日。先生の好む孔明一その心境や、誰ぞ知る。われも、生涯、孔明の如くありたし。

朝の勉強…先生、「待ちぼうけだよ」と厳しき瞳 。弟子として、全く申し訳なし、猛省。山崎の合戦における、一浪人の

武勇伝をお聞きする。先生の心境を、たとえとしての指導か。

『太閤記』読了。徳川家康の秋霜の如き軍規と組織。秀吉の大気の如き家族的明朗さを思い浮かべる。自分は後者か。

しかし、秀吉は一代、徳川家は十五代、両者の美点を忘却できず。

E『 校訂真書太閤記』第!-4巻(帝 国文庫)

E『 絵本太閤記』上、中、下巻(有朋堂文庫)

E

A

E

E

E

E

E

E

E

『俺は藤吉郎』一川口太閤記 第1-13巻

『新書太閤記』第1　8巻

『太閤記』(日本国民文学全集別巻第12-18)

栗原柳庵/著 博文館

法橋玉山/画 塚本哲三/校訂 有朋堂書店

川 口松太郎/著

吉川英治/著

矢田挿雲/著

『新書太閤記』第1-4巻(吉川英治全集第22-25巻)吉 川英治/著

『新史太閤記』前、後編 司馬遼太郎/著

『太閤記』(世界の名作図書館第43巻)小 瀬甫庵/策

『新太閤記』第1-3巻(海音寺潮五郎全集第6-8巻)海 音寺潮五郎/著

『新史太閤記』(司馬遼太郎全集第17巻)司 馬遼太郎/著

『新書太閤記』第2巻(講談社文庫)吉 川英治/著

朝 の勉強…鎌倉時代に入る。一生勉強を忘るな。

思索もなく、っれつれの雑配帳(大学ノー ト)一一1冊 、これで終わる。

新潮社

六興出版部

河出書房

講談社

新潮社

講談社

朝日新聞社

文藝春秋

講談社

1893.3-4

1926.12-

1927.2

1955.8-

1960.9

1957-58

1956-57

1967

1968.3

1969.4

1969-70

1972

1973

池 文918.5/Te24/1-4

池 文918/Y96/97-99

激!1翫6/Ka92/1一

池 文913.6/Y89/1-8

池 文918/N71/47-53

池文ll8創89/22}

池 文913.6/Sh15/1-2

2也文909.3/Se22/43

池 文918。6/Ka21/6-9

池 文918。6/Shl5/17

池 文913.6/Y89/2
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創立者 にみ る、若 き 日々の読書 一創価大学 中央 図書館 「池 田文庫」渉猟 一

年 朋 腎 同定 書 名 著者 出版社 刊行年 所蔵 請求記号

昭和11・20水

32

!957

11,25月

12,2月

!2。5木

12,9月

12,11水

12,18水

12.19木

12,20金

12,26木

12,30月

A

E

E

E

E

E

E

ロロ

E

E

A

A

E

E

夜、「近松門左衛門全集」を読む。あまり、このまぬが、名文と、その描写 に驚く。日本に出でし大文豪といえるか。

生涯に一っ、戸田先生の一生を書き留めゆくことに、生命の奥底に、使命と希望とが湧く。

『近松門左衛門全集』全10巻 高野正巳/校註 春陽堂

近松門左衛門/著 忠見慶造/校『近松j浄瑠璃集』上
、中、下巻(有朋堂文庫) 有朋堂書店訂

日本名著全集『近松名作集』(日本名著全集:江 戸文芸之部第 日本名著全集刊行会/編輯

刊行会4巻)

日本名著全集『近松名作集』(日本名著全集:江 戸文芸之部第 日本名著全集刊行会/編輯

刊行会5巻)

『近松門左衛門集』上,中,下巻(日本古典全書)高 野斑山、黒木勘蔵/校訂 朝 日新聞社

『近松傑作選新解』 大藪虎亮/著 明治書院

静かに・… ・先生の指導が 自然に映る。時を観る目、人材の育成法、人物の鑑定法等々。

信長の指導主義、秀吉・家康の功罪等々

1922-24

1925.4-

1926.5

1926

1927

1950-52

1951

国 図912.4-Ti238t9-T

池 文918/Y96/39-41

池 文081/N71/4

池 文081/N71/5

池 文912.4/C44/1-3

池 文912.4/069

ヒルティはいった。「高慢は、つねに相 当量の愚かさに結びついている。高慢はつねに破滅の一歩手前であらわれる。

高慢になるひとは、もう勝負に負けているのである」と。革命 に生きる青年は障魔の嵐を恐るるな。

夜、男子部班長会に出席。帯広の開拓者 ・依田勉三の話をする。

ますらおが 心定めし 北の海 風吹か ば吹け 浪立たば立て

心豊かに勤行。読書。

中共の戦術を読む。

敵進我退 敵進めば我退き 敵駐我擾 敵とどまれば我みだし 敵疲我打 敵疲れれば我打ち 敵退我追 敵退けば我追う

『中共拝見』 門田勲/著

『人民中国:中共の真相』 デヴェラル/著 明星逸朗/訳

『お隣は天国か:ソ連・中共見聞記』 中外調査会/編

『百家争鳴:中共知識人の声』 小竹文夫/編著

『太閤記』再読完了。現代社会にも、その機微、通用ありか。

『新書太閤記』第1-8巻 吉川英治/著

朝 日新聞社1955

アメリカ労働総1955
同盟アジヤ部

新世紀社1956

弘文堂1958

六興 出版 部1957-58

池 文292.209/Ka14

池 文312.22/D66

池 文302.38/C68

池 文312。22/082

池 文

池 文913。6/Y89/1-8

今日より『ガモフ全集』を再読することにする。過去の先入観による仏法観を、超越し、下種仏法の偉 大さを次第に知る。

「科学が進展すればするほど、この大仏法の奥義の証明は楽になる」と、師は常にいう。

『ガモフ全集』第1-9巻 ガモフ/著 白揚社1952-54国 図4Q8-cG19g

『ガモフ全集』第1-13巻 ガモフ/著 白揚社1959-71池 文408/G18/1-13

ガモフ/著 伏見康治、鎮目恭夫/『ガモフ全集』別巻1-3巻 白揚社1959-72池 文408/G18/1-14
訳

こんなことを書いている本あり。 「人生70年 ・働く年数19年 ・睡眠・23年間・病気4年間・娯楽9年間・着物の着替2年間・

食事の時間3年間一」と。思う1"実 質的、価値ある人生、何年間なり"と。

微熱下がらず、早めの帰宅 。ゆっくり思索を。読書を。

池田蔵書がふえゆくのは、最高に愉し。並ぶ本は、吾が子の如し。

午前、午後と在宅。午後、1読書。御書も…。

昭 和
33

1958

1,8水

1.16木

1,17金

1,18土

A

A

E

土井晩翠「暁鐘一萬里長城の歌」

興廃移り 悲喜まじる 一人の跡 一国の跡 笑の陰に 涙あり 暗のあなたに 光あり

『晩翠詩集』 土井晩翠/著 博文館1926.8池 文911,56/D83

車中、マックス・ウェーバーの『宗教社会学』を読む。ドイツの思想家と、フランス・イギリスの思想家たちの相対的性格を

思索しながら。 御書の一節をわが生命に刻む思いで一 この書 に誌そう。

当世の習いそこないの学者ゆめにもしらざる法門なり、と。(草 木成仏口決)

『宗教社会学論集』第3マ ックス・ウェーバー/著 みすず書房1953国 図161.3-・W37・

マックス・ヴェーバー/著 大塚久 みすず書房1972中 央161
.3/W51『宗教社会学論選』 雄

、生松敬三/訳

明 日より、時間を決め、読書することに決意。

早々に帰宅して、読書。
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年 月・ 腎 同定 書 名 著者 出版社 刊行年 所蔵 請求記号

昭和1
.26日33

19582.2日

5,20火

5,23金

5,24土

6,4水

6,7土

6,29日

8.31日

9.2火

9.26金

10.7火

10.15水

10.20月

11.25火

朝、疲労深し。微熱あり、37度8分とのこと。注射を打つ。午前 中、床の中で、本を軽く読む。

子らに「童話集」を説んであげる。うまく読めず.

『隊商:童話集』(岩波文庫)改版 ハウフ/著 高橋健二/訳

『一房の葡萄:他5編 童話集』(岩波文庫)改版 有島武郎/著

『風の又三郎:他18編 童話集』(岩波文庫)改版 宮沢賢治/著 谷川徹三/編

騨 鉄道の夜:他14髄 諜 』(岩波文庫)改 宮沢賢治/著 谷川籠/編
『グリム童話集』第1冊一第7冊(岩波文庫)改訳 グリム/著 金田鬼一/訳

隊 の多レ鞭 店(童話集)』(宮沢賢治全集第 宮沢賢治/著

擢吉野朝太平記』を読み始む。あまり面白からず。

A『 吉野朝太平記』第1-5巻 鷲尾雨工/著

沼津 の指導終え、支部長らと、熱海に一泊。全く眠れず、読書三昧。

読書 ……。

帰宅10時 を過ぎる。『走れメロス』を再腕。

E

A

E

E

E

E

E

E

E

E

『走れメロス』太宰治全集第3巻

『富岳百景・走れメロス』(岩波文庫)

『定本太宰治全集』第3巻

『太宰治集』(現代文学大系第54巻)

『太宰治集』(日本文学全集第1集第26巻)

『走れメロス』(薪潮文庫)

『太宰治集』(目本文学全集第70巻)

『走れメロス』太宰治全集第3巻

『日本短編文学全集』第36巻

『走れメロス』(世界の名作図書館第23巻)

太宰治/著

太宰治/著

太宰治/著

太宰治/著

太宰治/著

太宰治/著

太宰治/著

太宰治/著

臼井吉見/編 太宰治/著

太宰治/著

岩波書店

岩波書店

岩波書店

岩波書店

岩波書店

筑摩書房

東都書房

筑摩書房

岩波書店

筑摩書房

筑摩書房

河出書房新社

新潮社

集英社

筑摩書房

筑摩書房

講談社

1940.3池 文943/H45

1950池 文913.8/A76

1951池 文913.8/Mi89

1951池 文913.8/Mi89

1954-56池 文943/G86/1-7

1956

1958

1955

1957

1962

1965.1

1967

1967

1967

1967

1968

1969。1

池 文918.6/Mi89/8

池 文913.6/W44/1-5

池 文918。6/D49/3

池 文918。6/D49

池 文918。6/D49/3

池 文918.6/G34/54

池 文918/N71/1-26

池 文913。6/D49

池 文918.6/N71/70

池 文918.6/D49/3

池 文913.608/U95/36

池 文909。3/Se22/23

横浜駅、午前9時30分 発にて、関西の講義へ。車中、腕書。

午前 中、床の中で『水濫伝』を読む。限りなき想像 の発掘に……自分の心身をふり減らす思い。悠然たる日々を

おくりたいと思うが、激務と激動が、所盤、真の悠然たる境地になっているのかもしれない。

読書を一真剣 。静思の秋一読むぞ。

無常 が、本質か一常住が、本質か。読書せよ。思索せよ。身体を鍛えよ。

大阪発 、午前9時 の特急に、飛び乗る。車中、ひとりで読書したり、休んだり。

秋、深まる。静かなるIH。 読書の秋 、今 日より『日本文学全集』を読み始む。

帰宅、IO時少 々前。御書拝読。読書2時 まで。

某老 大家の作 品を読む。この文、われはおもしろしと思う。しかし、老いたる人よ。過去の人よ。……とみずからも

老境の年代になることを……考う。

夜半まで、読書。つれづれに書を。

昭和

34

1959

1.2金

1.3土

1.4日

1.5月

1,6火

車中思う一本無は、教学と読書を、10年 分ぐらいやりたし一と。今年からのこの日誌は、遺言の思いなり。黄金と

試練と、歴史の1日1日 。その記録を……。自身の人生は……今 日以後。先生一必ず見守ってください。

午後一読書。『財界人物論』結局、恩師の10年 間の、教育、指導、行動、思想、人格、人間性、英知に勝るものなし。

万書 に超越し、万人の指導者に勝るか。

夜、銃書一 『倫理学』。2時過ぎるか一就床。

夜、昨日に続き読書。

「倫理学」日記に記す

「マウルア王朝の最大の意義が、チャンドラグプタの孫アショーカ(阿育)によって創り出された独特なインド的帝国にあるとすれば

われわれは右の見方に賛同せざるを得ないであろう。アショーカ王は、マウルヤ帝国の巨大な権力を傾けて、ダルマ(法)の支配

を打ちたてようとした。その法は特にブッダによって説かれたもの、慈悲の理想を原理とするものである」
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創 立者にみ る、若 き 日々の読書 一創価大学 中央 図書館 「池 田文庫」渉猟 一

年 月・ 腎 同定 書 名 著者 出版社 刊行年 所蔵 請求記号

昭和

34

1959

A『 倫理学』 和辻哲郎/著 岩波書店

E『 倫理学』上,下巻 第2版 和辻哲郎/著 岩波書店

1.21水 帰宅、10時30分。シュバイツァーの『バッハ』(辻荘一・山根銀二訳 岩波書店)を開く。

シュヴァイツァー/著 辻荘一、山A『バ
ッハ』上、下巻 根銀二/訳

・rバ ッハ』(シ・ヴ・イツアー著作集第12-14巻)講 だ 諺 諾 煮 井期 ・

3.17火 遅くまで、デュルケム著『宗教生活の原初形態』を読む。難解。

A轡 生活の原初形態』上下巻(岩波文庫)改 デ・ルケム/著 胡 清人/訳

8,11火

12,21月

!2.24木

岩波書店

白水社

岩波書店

1931.12池 文108/195/1-28

1965 池 文150.1/W48/1-2

1955-58池 文762.4/Sc8/1-2

1957 池 文084/Sc8/12-14

1941,42池 文161.3/D98/1-2

幼少のころ、新聞記者 になることを決意 する。これ「聖教新聞」発刊で満足。少年のころ、文学者を決意す る。

これ『人間革命丑の著述にして、満足するか。資料等の準備を思考。

遅 くまで、読書 。

38度 の熱一午前中、休む.妻 より、早速、本部に連絡を頼む。横 になりながら『犬養木堂伝』を饒む。

E『 犬養木堂伝』上,中,下巻(明治百年史叢書)木 堂先生伝記刊行会/編 原書房1968一 池文289/158

編者:鷲尾義直 東洋経済新報社(昭13-14年)刊 の複製

昭和

35

1960

!,4月

L5火

!.10日

1,18月

1.28木

1.29金

1.30土

夜半、一人で読書。種 々思考 。

一 日中、身体疲れ、横 になったりして読書 。

タ刻、帰宅。夜半まで、静かに読書 。マルクス、福沢諭吉、王陽明 、ならびにレーニン、ヘーゲル、バッハ 伝を、

ひろい読み をする。レーニンの、54歳での革命への生命力には、驚くとともに敬愛を感ずる。その思想の善悪・

高低の次元は別として。ともかく、主義主張を貫く人に見ならうぺきであろう。

サートン著の『科学史と新ヒューマニズム』の続きを読む。いつの日か『科学と宗教』執筆 の参考としたい。

E『 科学史と新ヒューマニズム』(岩波新書)サ ートン/著 森島恒雄/訳 岩波書店1938池 文402/Sa69

A『 科学史と新ヒューマニズム』(岩波新書)サ ートン/著 森島恒雄/訳 岩波書店1950池 文402/Sa69

夜 、『マルキシズムと宗教』を読む、30年も前の本であった。

Arマ ルキシズム・宗教』 景錯 鷲 閑/他著 中外日顯 大鳳閣書房19・ ・ 池文 ・・9・3/C68

「寒山詩」を読む。『三隠詩集』というときは、寒山と豊干、拾得の詩を併せていうなりと聞く。

私は杜甫の詩 のほうをはるかに好む。

貧人好聚財 恰好臭愛子 子大而食母 財多還害己 散之即福生 聚之即禍起 無財亦無禍 鼓翼青雲裡

人生不満百 常懐千載憂 自身病始可 ……

A『 寒山詩』(岩波文庫)

E『 杜詩』第1冊 一第8冊(岩波文庫)

E『 杜詩講義』

A『 杜詩一訳註 五言古詩』巻之!(岩波文庫)

A『 杜詩一訳註 五言古詩』巻之2(岩波文庫)

A『 杜詩一訳註 七言古詩・歌行・絶句』巻之3(岩波文庫)

A『 杜詩一訳註 五言律詩・七言律詩』巻之4(岩波文庫)

寒山子/著 太田悌蔵/訳註 岩波書店

塑 著 鈴木離 黒川洋一/訳岩波書店

吉川幸次郎/著

杜甫/著 漆山又四郎/訳註

杜甫/著 漆山又四郎/訳註

杜甫/著 漆山又四郎/訳註

杜甫/著 漆山又四郎/訳註

6時 少々前 、帰宅。すぐ横 になる。運動せね ば。少々読書。『平家物語』……。

筑摩書房

岩波書店

岩波書店

岩波書店

岩波書店

1939.2

1963.1-

1966

1963

1928.3

1942.5

1929

1943.10

池 文921.4/Ka59

池 文921.4/To11/1-8

池 文921。4/Y89

池 文921/T。11/1

池 文921/To11/2

池 文921/To11/3

池 文921/T。11/4

平家の滅亡は悲劇であった。その根本原因 はいずこにありや。深く分析、思考する要あるなり。逆境にある人生に、

美しく、端然たる人あり。その名、薩摩守忠度、その人か。平家一門のなかに、冴え映える青年将軍よ。詩人将軍よ。

激動と逆濤にありて、われもかくありたし。戦死 、覚悟の詩人と、俊成卿との会見。一幅の生ける絵のごとし。生 ける

人生劇場の縮図にやあるらん 。悠々たる作詩 。優遊たる心境。その出陣に見る毅然たる態度。和歌それ 自身の姿

われ感動あり。

2.1月 『方丈記』にいわく、ゆく河の流れは絶えずして、しかも、もとの水にあらず。淀みに浮ぶうたかたは、かっ消えかっ

結びて、久しくと撃まりたる例なし。世中にある人と栖と、またかくのごとし。

E『 方丈記』 鴨長明/著 国民文庫刊行会/編 国民文庫刊行会1910池 文081/K・48

E『 方丈記』(校注 日本文学大系第3巻)甲 脹 明/著 国民図書/編 国民図書1925.7池 文918/K・15
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創価教育研究第2号

年 朋 腎 同定 書 名 著者 出版社 刊行年 所蔵 請求記号

昭和

35

1960

2,4木

2,9火

2,15月

2,22月

2,23火

2,28日

2,29月

3.3木

3.9水

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

『方丈記』(有朋堂文庫)

『方丈記』(岩波文庫)改版

『方丈記五種』(古典文庫)

『方丈記とつれづれ草』(日本文学講座第4巻)

『方丈記の解釈と文法』(解釈文法シリーズ)

『方丈記』(日本国民文学全集第7巻)

『鴨長明方丈記:一條兼良筆本』(古典文庫)

『方丈記』(講座解釈と文法第5巻)

『方丈記』(古典 日本文学全集第11巻)

『方丈記』(国民の文学第7巻)

『方丈記』(日本文学全集第1集第3巻)

『方丈記』(日本短篇文学全集第2巻)

『方丈記と徒然草』(講座 日本文学第5巻)

『方丈記』(日本古典全書)

『方丈記の人世観』(明治文学全集第41巻)

『方丈記私記』

『方丈記』(日本古典文学全集第27巻)

『方丈記 ・発心集』(新潮 日本古典集成)

『魯迅評諭集』を開く。

鴨長明/著 塚本哲三/校訂、編

鴨長明/著 山田孝雄/校訂

鴨長明/著 松浦定俊/校訂

桐原徳重/著 日本文学協会/編

上田知雄/著

鴨長明/著 佐藤春夫/訳

鴨長明/著 吉田幸一/編

鴨長明/著 文入宗義/編

鴨長明/著 唐木順三/訳

鴨長明/著 佐藤春夫/訳

鴨長明/著 佐藤春夫/訳

鴨長明/著 唐木順三/訳

小林智昭/著

鴨長明/著 細野哲雄/校注

大町桂月/著

堀田善衛/著

鴨長明/著 神田秀夫/校注

鴨長明/著 三木紀人/校注

有朋堂書店1926.8

岩波書店

古典文庫

東京大学出版

会

明治書院

河出書房

古典文庫

明治書院

筑摩書房

河出書房新社

河出書房新社

筑摩書房

三省堂

朝日新聞社

筑摩書房

筑摩書房

小学館

新潮社

1939

1947.6

1954

1955

1956

1956

1959.10

1962

1964.5

1965

1969

1969

1970

1971

1971

1971.8

1976

池 文918/Y96/7

池 文914.42/Ka41

池 文910.8/ko93/5

池 文910.8/N71/4

池 文815/Ka21/9

池 文918/N71/7

池 文910.8/Ko93/105

池 文815/F87/5

池 文918/Ko93/11

池 文918/Ta88/7

池 文918/N71/1-3

池 文913.608/U95/2

池 文910.2/Ko98

池 文914.42/Ka41

池 文918.6/Me25/41

池 文914.6/H96

池 文918/N71/27

池 文914.42/Ka41

路とは何か。それは路がなかったところへ踏み作られたものだ。荊棘ばかりのところに開拓してできたものだ。むかしから、

路はあった。将来も、永久にあるだろう。(竹内好訳)

A『 魯迅評論集』(岩波新書)

A『 阿Q正 伝:哨城』(岩波文庫)

E『 阿Q正 伝』(角川文庫)

E『 阿Q正 伝』(世界文学全集第47巻)

E『 阿Q正 伝』(世界文学全集第19巻)

E『 阿Q正 伝』(潮文庫)

魯迅/著 竹内好/訳

魯迅/作 竹内好/訳

魯迅/著 増田渉/訳

魯迅/著 阿部知二/ほか編

魯迅/著 竹内好/訳

魯迅/著 田中清一郎/訳

岩波書店1953

岩波書店1955

角川書店1961

河出書房新社1962.2

河出書房新社1966.3

潮出版社1972

池 文924/R62

池 文923/R62

池 文923/R62

池 文908/Se22/47

池 文908/Se22/19

池 文923/R62

金沢より帰途につく。車中、友と語り、眠り、本を読む。幾度も、諸葛孔明の玄徳に仕えし、美しき情景が 目に浮かぶ。

ひとり涙する。本年も本を読まねばならぬ。最低5、60冊 は読むこと。

東京駅より、本部 に寄り、帰宅 。10時過ぎる。疲れる。寝ながら読書しよう。

初めての山陰指導となる。日本列島の同腹の横断である。春の小川、初春の山々、大地ぶ、詩の中を走る思いあり。

雲一点もなし。車 中、『三国志』を心ゆくまで読む。人材がほしい。先輩たちにも読ませたい。皆 、勉強が足らぬ。

大いに、将来のために勉強すべきた。

ヘレン・ケラーのことば一。希望は人を成功に導く信仰である。希望がなければ何事も成就しない。

3月より読書を始めよう。何冊読むか。

吉川英治の言葉だったか一。「民ガ峻厳ヲ求メルトキ、為政者ガ、甘言ヲナス程、愚ナル政治ハナイ」と。これが仁政

善政 といえようか。大事な問題と考える。真の人材育成のためには、何かあてはまる思いあり。

『三国志』中巻終了。三回目。幹部に腕ませたいものだ。とくに先輩たちに。就寝 、2時を過ぐるか。

『日興上人伝』読み始む。

3,14月

『道程』一高村光太郎の詩である。

僕の前に道はない 僕の後ろには道は出来る ………,

E『 道程 ・典型』(現代日本名詩選)高 村光太郎/著 筑摩書房1953池 文911.56/Ta45

A『 高村光太郎詩集』(岩波文庫)高 村光太郎/著 岩波書店1955池 文911.56/Ta45

『三国志』読み進む。関羽殺され、張飛死す。今、玄徳六十余歳にして倒れゆく。丞相の忠誠を信じて、静寂 のなかに

黄泉の旅にゆくか。三十年の桃園の義一美たり、劇たり。
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創 立者 にみる、若 き 日々の読書一創 価大学 中央図書館 「池 田文庫」渉猟一

年 朋 腎 同定 書 名 著者 出版社 刊行年 所蔵 請求記号

3.16水

3,21月

4.3日

4,6水

4.25月

5,4水

E

A

E

遅 くまで、読書。少々、眼が痛し。

大阪午後4時 発の「第2こだま」にて帰京。車中、読書と睡眠。

久しぶりに『ホトトギス』を読む。

『不如帰』(日本戯曲全集;現代篇第6輯)徳 富藍花/著 春陽堂1929

『不如帰』小説(岩波文庫)徳 富藍花/著 岩波書店1950

騨 治名欄(日 本国民文学全鱒9巻)不 如 旙 花/篇 河出書房1957
読書することを、再び決意一。

『日蓮宗門集』一半ばまで読み進む。真剣に教学に励まねばならぬ。大哲学をもたぬ指導者やある。

教学なき思想実践家やある。

『日蓮宗門集』一大半を終了。

池 文912.608/N7ユ/6

池文913.6/To45

池文918/N71/19
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